
西都市埋蔵文化財発掘調査報告書第33集

2003

妻北土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

宮崎県西都市教育委員会



巻頭 PL

堂ヶ嶋第 2遺跡全景



巻頭 PL.2

17号地下式横穴墓と 1号地下式墓寄生型消失円墳



序

西都市教育委員会では、妻北土地区画整理事業に伴い西都市都市計画課より事前調査

の依頼を請け、平成12年 11月 14か ら平成13年 7月 21日 まで堂ヶ嶋第 2遺跡の発掘調査を

行いました。本報告書は、その事業の一環で確認された遺跡発掘調査報告書であります。

今回の調査で消失円墳 2基をはじめ、地下式横穴墓21基 。土墳墓 4基・住居跡 6軒・掘

立柱建物跡など多くの遺構を確認することができました。本地域には国指定特別史跡。

西都原古墳群の円墳群がッ煮在し、本遺跡の南東側には平成12年 3月 に日向国衛跡も確認

されました。このように歴史上重要な地域で今回新たに重要な遺跡が確認されたことは、

西都市における古墳時代終末期の埋葬儀礼を考える上で、また、南九州独自の墓制であ

る地下式横穴墓の終焉の指標として、今後、大いに活用されるものと思われます。

本調査の実施及び本書の作成に関しまして、様々なご協力を賜りました。特に西都市

都市計画課を始め、地権者の方々には予定した期日よりも長期にわたりご協力いただき

まして心から感謝いたします。また、調査期間中にご迷惑をお掛けしました地元の皆様

を始め、多くの方々のお陰で調査を行 うことができました。

本報告が考古学研究のみでなく、社会教育や学校教育の面にも広く活用されるととも

に、埋蔵文化財に対する理解と認識を深めるための資料となれば幸いと存じます。

なお、調査にあたってご指導。ご協力いただいた調査指導の先生方、宮崎県教育庁文

化課をはじめ、発掘調査・整理作業にたずさわっていただいた方々に心から感謝申し上

げます。

平成 15年 3月 31日

西都市教育委員会

教育長 黒 木 康 郎



例

1.本書は、西都市都市計画課が妻北土地区画整理事業を実施するに伴い、仮設住宅建設予定地に

おいて平成12年 11月 14日 から平成13年 7月 21日 まで実施 した、堂ヶ嶋第 2遺跡の調査報告書で

ある。

2.本書使用の遺構実測図は、金丸美保、佐伯民孝、篠原時江、杉田ヨシ、疋田はる子、有馬義人、

和田理啓、末永幸表、落合賢一、古屋美樹、小守容子、甲斐晴子、杉尾美千子、銀鏡佳、長谷

川明美、津曲大祐、表方政幾、笙瀬明宏が作成 し、浄書は笙瀬明宏が行つた。

3。 本書使用の遺物実測図は、津曲大祐、笙瀬明宏が作成 した。

4.本書に掲載 した遺構 。遺物写真は、津曲大祐・笙瀬明宏が撮影 した。なお、遺跡の航空写真は

脚スカイサーベイに依頼 した。

5.本書の執筆は第Ⅳ章第 2節を津曲大祐、それ以外を笙瀬明宏が執筆 した。浄書は笙瀬明宏が担

当した。

6.本書に使用した方位は、Fig.1が 平面直角座標系第Ⅱ座標系であり、それ以外は磁北である。

この地点の磁北は真】ヒより5° 25′ 再編 している。

7.本書に使用した標高は海抜絶対高である。

8.堂ヶ嶋地下式横穴墓群は、第Ⅱ章第 2節で紹介 しているとお り、今 日の調査までに 3基の地下

式横穴墓が所在 していることが確認されていたが、その他にも発見例があるとの話から本書で

は本遺跡の調査で発見されたものに限定して 1号から番号を付す。

9。 遺物 。土層に用いた色調については、農林水産省農林水産技術会議事務局ほか監修の『新版

標準土色帳』に準拠 した。
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38.3号地下式横穴墓 (羨門から玄室を望む )

39.4号地下式横穴墓竪坑半裁状況

40.4号地下式横穴墓竪坑遺物出土状況

PL。   1

1.

2.

PL.  2

3.

4.

PL.  3

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

PL. 4

13.

14.

15,

16.

17.

18。

19.

20.
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47.

48.

49.

50。

51.
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PL.10

54.
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56.

57.
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59.

PL。 11
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62.

63.
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65.
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67.

68.
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70.
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PL.13
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75,

76.
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84.
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88.
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PL.16
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98,

99,
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105.
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4号地下式横穴墓竪坑土層断面

4号地下式横穴墓竪坑完掘状況

4号地下式横穴墓遺物出土状況 (右側壁側 )

4号地下式横穴墓遺物出土状況 (中央 )

4号地下式横穴墓遺物出土状況 (左側壁側 )

5号地下式横穴墓竪坑半裁状況

5号地下式横穴墓竪坑完掘状況

5号地下式横穴墓遺物出土状況

5号地下式横穴墓整痕跡 (右側壁側 )

5号地下式横穴墓整痕跡 (左側壁側)

5号地下式横穴墓撃痕跡 (左側壁側)

6号地下式横穴墓半裁状況

6号地下式横穴墓半裁状況

6号地下式横穴墓完掘状況

6号地下式横穴墓遺物出土状況

7号地下式横穴墓遺物出土状況

7号地下式横穴墓遺物出土状況

7号地下式横穴墓遺物出土状況 (右側壁側 )

7号地下式横穴墓完掘状況

8号地下式横穴墓検出状況

8号地下式横穴墓竪坑土層断面

8号地下式横穴墓竪坑土層断面

8号地下式横穴墓 (竪坑から玄室を望む)

8号地下式横穴墓玄室内状況

8号地下式横穴墓玄室内状況

8号地下式横穴墓完掘状況

9号地下式横穴墓玄室内土層堆積状況

9・ 10号地下式横穴墓全景

9号地下式横穴墓玄室内状況 (左側壁側 )

9号地下式横穴墓玄室内状況 (右側壁側 )

9号地下式横穴墓全景

10号地下式横穴墓玄室内状況 (右側壁側 )

10号地下式横穴墓全景

11号地下式横穴墓全景

H号地下式横穴墓全景

12号地下式横穴墓竪坑土層断面

12号地下式横穴墓閉塞状況

12号地下式横穴墓閉塞状況

12号地下式横穴墓閉塞状況

12号地下式横穴墓玄室内状況

12号地下式横穴墓遺物出土状況

12号地下式横穴墓完掘状況

13号地下式横穴墓竪坑掘削状況

13号地下式横穴墓竪坑半栽状況

13号地下式横穴墓全景

13号地下式横穴墓 (羨門から玄室を望む )

13号地下式横穴墓玄室内状況 (左側壁側 )

13号地下式横穴墓玄室内状況 (右側壁側 )

14号地下式横穴墓竪坑掘削状況
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14号地下式横穴墓竪坑完掘状況

14号地下式横穴墓粘土層半裁状況

14号地下式横穴墓 (羨門から玄室を望む )

14号地下式横穴墓玄室内状況

15号地下式横穴墓検出状況

15号地下式横穴墓竪坑土層断面

15号地下式横穴墓閉塞状況

15号地下式横穴墓閉塞表面除去後

15号地下式横穴墓完掘状況

15号地下式横穴墓玄室内状況

16号地下式横穴墓検出状況

16号地下式横穴墓竪坑土層断面

16号地下式横穴墓竪坑全景

16号地下式横穴墓 (羨門から玄室を望む )

17号地下式横穴墓検出状況

17号地下式横穴墓竪坑半裁状況
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18号地下式横穴墓竪坑半裁状況

18号地下式横穴墓閉塞状況
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第 I章 序

第 1節。調査 に至 る経緯

平成12年 8月 、西都市都市計画課より西都市大宇三宅宇堂ヶ嶋における妻北土地区画整理事業に伴 う

仮設住宅建設予定地の約3,000だの埋蔵文化財事前調査願がなされた。

西都市教育委員会では、この周辺一帯に国指定特別史跡・西都原古墳群の一部が点在 し、また、以前

から周辺で地下式横穴墓や弥生から古墳時代にかけての住居跡など、多くの遺跡が確認されていること

から確認調査の必要を認めた。このことから、平成12年 H月 14日 より工事対象区内に2× 4mの トレンチ

を26本設定し、調査を行つた。

試掘調査の結果、この調査区は以前、茶畑として利用されていたことから表層は著しく攪乱を受けて

いたが、その下層に関しては良好に遺存していた。この層上面からは縄文時代から古墳時代の土器片が

出上し、工事対象面積全域に生活遺構などが拡がっている可能性が高くなつた。

このことから、上記の試掘調査の結果を踏まえ、妻北土地区画整理事業担当課である西都市都市計画

課と協議を行い、調査区全面の本発掘調査を実施することとした。

第 2節.調査組織

本遺跡の調査にあたつて以下の組織を準備 した。また、調査・整理作業課程において各方面の協力を

お願いした。

調査主体 西都市教育委員会文化課文化財係

教育長    黒木康郎     文化課長  阿万定治

文化課長補佐 奥野拓美     文化財係長 表方政幾

鹿嶋修一

笙瀬明宏・津曲大祐

加藤真二 (文化庁文化財記念物課)、 日高正晴 (西都原古墳研究所長)

.有馬義人・松永幸寿 (新富町教育委員会)、 和田理啓。今塩屋毅行・落合賢―・古屋美樹 (宮崎

県埋蔵文化財センター)、 銀鏡佳 (九州大学)

井上六雄・緒方タケ子・押川ツル・廻田勉・廻田和子・金丸美保・サII野照夫・黒木 トシ子・児玉征

子・佐伯民孝・椎葉重満・椎葉智佐子・篠原時江。杉田ヨシ・関治代。長谷川クミエ・浜田スミ・

疋田はる子・光森スミ子・山元浩子・横山ナオ子・不日田厚子 (以上、西都市発掘作業員 )、 甲斐

晴子・小守容子・杉尾美千子 (以上、新富町発掘作業員)

杉田英子。中原昭美・長谷川明美

理にあたり、下記の方々からのご教示・ご指導等を賜つた。記して謝意を表 したい。(順不同、調査・整

敬称略 )

小田富士雄 (福岡大学)、 水野正好 (奈 良大学)、 柳沢一男 (宮崎大学)、 大西智和 (鹿児島女子短期大

学)、 中園聡 (鹿児島国際大学)、 橋本達也 (鹿児島大学)、 北郷泰道・東憲章・松林豊樹 (宮崎県教育委員

会)、 長津宗重 (宮崎県埋蔵文化財センター)、 奥村俊久 (筑紫野市教育委員会)、 石井扶美子 (夜須町教

育委員会)、 塚本敏夫 (元興寺文化財研究所)他多数。

調査庶務

調査担当

調査指導

調査補助

調査作業

整理作業
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第Ⅱ章 地理的歴史的環境

第 1節.堂 ヶ嶋第 2遺跡 の位置 と立地条件 (Fig。 1)

西都市街地の西、標高50～ 80mに は通称西都原 と呼ばれる台地がある。この西都原台地は、九州山地

から南南東に向かつて舌状に細長く延びた洪積世台地である。台地東側には南北帯状に標高約20～30m

の中間台地が延び、さらに下ると標高12m程の沖積平野へと至る。西都市街地は、この沖積平野に位置

し、この平野の北から東側を宮崎県で第 3位の水量を誇る一ツ瀬川が蛇行している。

西都原台地及び中間台地には、陵墓参考地である男狭穂塚・女狭穂塚を始め、前方後円墳30基・方墳

1基・円墳278基の大小古墳で構成された国指定特別史跡。西都原古墳群が所在する。これ ら古墳の他に

南九州的墓制 とされる地下式横穴墓が台地上に現在までに12基、斜面に墓道が斜めに穿たれ、それに玄

室が取 り付く横穴墓と地下式横穴墓の折衷型 とされるタイプの横穴墓も13基程確認されている。

西都原台地の北西側には、縄文時代早期の集石遺構及び後期の土器片・土錘が多量に確認 された
1よ うざい1まる   (2) しんたて   13)

宝財原遺跡、台地北東端には弥生時代終末から古墳時代初頭にかけての集落群である新立遺跡などが所

在 している。西都原台地が墓域 として選地されてから台地上の生活遺構は極端に減少するが、台地南端

の寺原集落には古墳時代の大集落群が所在 していることも予想されている。

また、西都原台地東から南東にかけて約30m下つた中間台地には、北に日向国街跡、南東に日向国分

尼寺跡 (推定)、 南に日向国分寺跡が所在 している。 これ ら古代の遺跡以外にも、西都原古墳群の一部が

点在することから古墳時代の遺構なども多く確認 されいる。

堂ヶ嶋第 2遺跡は西都原台地下の中間台地北東端 (標高約23～ 25m)に所在する。約10年程前までお茶

畑として利用されていたが、調査時には休耕地 となっていた。この周辺には、西都原古墳群第243～260

号墳 (円墳)が所在 している。

本遺跡の南東には稚児ヶ池と呼ばれる池があり、池の対岸で平成12年 3月 に宮崎県教育委員会の調査

により日向国衡跡が確定されている。

第 2節.周辺遺跡 の調査 と成果

堂ヶ嶋第 2遺跡が所在する堂ヶ嶋地区周辺一帯は大字三宅の中に含まれ、前述したように弥生時代か

ら古代にかけての遺跡が多く所在する。 しかし、考古学的な調査は、今 日まで区画整理事業等の大規模

な開発行為が行われなかつたことから十分に行われていなかった。

この周辺の調査が最初に行われたのは、日向考古調査団が寺崎遺跡の調査を開始 したのに端を発する。

その後、堂ヶ嶋第 2遺跡の北方に所在する西都原古墳群第245～247号墳の周辺から昭和36年 に堂ヶ鳴地

下式横穴墓群 1号地下式横穴墓、昭和44年に 2号地下式横穴墓が、それぞれ玄室の天丼陥没により確認

されている。また、平成7年度には、西都原古墳群の指定地拡大に伴い、周溝から掘削された地下式横

穴墓が 1基、竪坑のみ調査されている。

平成 2年度には国街・郡衛・古寺跡等遺跡詳細分布調査が、平成 2～ 7年度には日向国行跡範囲確認調

査、平成 8～ 11年度には国衡保存整備基礎調査が宮崎県教育委員会により実施されている。

それ以外には、昭和63年 に県道高鍋高岡線から寺崎。法元地区に延びる都市計画道路建設時に酒元遺

跡の調査が西都市教育委員会により実施されている。

-2-
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1.西都原古墳群

5.寺原遺跡  6.
10.酒元遺跡  11.
13.堂ヶ嶋第 2遺跡

1000

ー

2.陵墓参考地 (男狭穂塚・女狭穂塚) 3.丸 山遺跡

新立遺跡  7.原 口第 2遺跡  8。 日向国分寺跡  9.
寺崎遺跡 (日 向国衛跡) 12.寺 崎遺跡 (昭和23年調査)

14.国分遺跡  15。 酒元ノ上横穴墓群

Fig l 堂ヶ嶋第 2遺跡の位置と周辺遺跡

4.西都原遺跡

日向国分尼寺跡
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1.寺崎遺跡

寺崎遺跡は、西都市街地から北へ約700m、 稚児ヶ池東の標高20m程の台地上、西都市大宇三宅字寺

崎他に所在する。この遺跡内には日向国衡跡、また西側の台地上には西都原古墳群が所在する。

寺崎遺跡の調査は、昭和23年に日向考古調査団が実施 した調査、その後、平成 2～ 11年度に宮崎県教

育委員会が国衡跡確認調査が行われている。ここでは、日向考古調査団の調査に関して記す。

この遺跡の調査では、総面積136だにわた り、深さ20～ 40clllの 柱穴状の穴、溝、敷石、方形の穴、焼

上、粘土、叩き占められた床面などが混在 して確認 された。また、出土遺物は、土師器・須恵器片、土

錘、硯、倭鏡、石錘、鉄滓などである。この遺跡の性格は、古墳時代後半に住居が営まれ、鎌倉時代か

ら室町時代にかけて経塚らしきものが造られた可能性がある。

2.酒元道跡

酒元遺跡は、西都市街地から北北西へ約 lkm、 標高約30mの 台地上、西都市大宇三宅宇須先他に所在

する。昭和63(1988)年 、西都市大字三宅字酒元の平田・童子丸線道路新設工事に伴い、西都市教育委員

会が発掘調査を行つた。アカホヤ火山灰層を遺構検出面とし、竪穴式住居 6軒及び円形・精円形。長方形

の土墳、溝状遺構などが確認された。

住居跡は4本柱 と予想され、最小規模の 3号が3.5× 3.02m、 最大規模の 2号は5.35× 5,67mである。

本遺跡は、出土遺物や遺構から古墳時代中期前半から中期後葉頃に営まれた集落跡である。

また、本遺跡からは高郷が多く出土してお り、祭祀色の強い集落跡の可能性が高く、西都原古墳群 と

の関係など当地域における重要な集落として位置づけられる。

3.西都原地下式横穴墓群 (Fig.2)

西都原地下式横穴墓群は、西都市街地から北へ約 l kmの 標高約65mの西都原台地上北と南の 2箇所に

所在が確認 されている。

現在までに10度 にわたる調査が行われ、合計12基の地下式横穴墓が確認されている。

地下式横穴墓群は、台地北東端の第 2・ 3古墳群に展開する第 1集団の11基 (2～ 12号 )と 西都原台地の

南端、酒元ノ上横穴墓群の北側に所在する第 2集団の 1基 (1号)が ある。第 1集団と第 2集団は約 l km

離れて所在する。また、第 2集団の4号は他の地下式横穴墓から北西に約250mほ ど離れて所在する。

群内の地下式横穴墓は、妻入 り長方形有屍床タイプ 1基 (4号 )以外は全て平入 りの正方形。長方形、

不整形楕円形タイプである。

中でも4号は、妻入 り長方形屍床タイプであり、

を有する。玄室内には、幅45cm、 深 さ10cm、 長さ

350clllの 割竹状の粘土床を有 し、その中より木片

等も多数確認 されたことから木棺を有 していたと

考えられる。また、玄室奥壁及び両側壁に撃痕跡、

両側壁に朱が明瞭に遺存 していた。割竹型木棺を

もち込んだような粘土床を設けるものには、国富

町の六野原地下式横穴墓群 2・ 10。 30・ 34号及び本

庄13(宗仙寺12)号の計 5基が、また、同様なプラ

玄室長5.5m、 幅2.2m、 高さ1.6mの長大な玄室平面形
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Fig 2 西都原 4号地下式横穴墓 (1/100)註 (7)を一部改変



ンで石により屍床を設けた宮崎市の下北方 5号や国富町の本庄 14(宗仙寺11)号などが確認 されている。

これ ら地下式横穴墓の年代は 5世紀中から後半頃に想定され、高塚墳の内部主体を地下式横穴墓の玄

室内に採用 したものとして重要である。

各地下式の天丼構造は、切妻形・アーチ形などに区分される。竪坑は、方形及び縦長長方形をなす。

床面積は2.5～4.5ピ前後の中型タイプがほとんどであり、4号のみ12.1だ を有する。

閉塞方法に関しては、 4・ 9号は川原石による羨門部閉塞であるが、他のものに関しては板か粘土塊

を用いて閉塞を行ったのであろうと思われる。但 し、竪坑の羨門部側には、木板をはめ込んだ溝などは

確認されていない。粘土塊閉塞の場合は発掘時、羨門部の埋上で明らかになるであろうし、竪坑の土層

堆積状況から羨門部側に上層からの流れ込みがある場合に関しては木板閉塞の可能性も高いことから、

調査時に十分な検討が必要であろう。

副葬品は、須恵器杯・ハツク・提瓶・平瓶などの容器を伴 うものが多い。但し、4号は短甲。直刀・鉄鏃・

鏡・玉類などの豊富な副葬品を有する。これ らの遺物から、築造年代に関しては4号が 5世紀後半頃の

年代が想定されるまた、他の地下式横穴墓は 6世紀中頃から7世紀中頃の築造と想定される。

4.酒元ノ上横穴墓群墓群 (Fig。 3)

酒元ノ上横穴墓群は、西都市街地から北へ約 l kmの標高約65mの西都原台地上南側に所在する。

平成 6年、平成 5年度から実施されていた回場整備に伴い、円墳周溝と横穴墓が所在することが確認

された。この横穴墓は斜面にやや傾斜をもつた墓道を穿ち、それに複数の玄室を伴 う。玄室の前には深

さ10cIIl程の方形の窪みが付随するものも確認 されてお り、墓道の構造からも地下式横穴墓 と横穴墓の折

衷型とされている。調査の結果、 6本の墓道が北東側斜面に穿たれていることが確認された。また、6-2

号墓からは頭位を南にとつた良好な人骨が確認され、須恵器蓋イを枕にしている。これ ら玄室は平入 り

楕円形状の玄室プランであり、天丼は ドーム形である。これら横穴墓に関しては現在までに4基が調査

されたのみであり全容は不明であるが、陶邑TK209型式新段階からTK217型式新段階に築造及び使用され

たようである。

紀 /

Fig.3 酒元ノ上横穴墓群遺構配置図 (1/300)註 (1)を 一部改変

/
決
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5.堂ヶ嶋地下式横穴墓群

堂ヶ鳴地下式横穴墓群は、西都市街地から北へ約 l kmの標高24m前後、周辺水田との比高差 8mの 中

間段丘上、今回調査を行つた一帯から北側に展開する。

昭和86・ 44年に周辺がみかん畑として利用され開墾中天丼部が崩落し、それぞれ 1基、計 2基 (1・ 2号)

の地下式横穴墓が確認された。これ らは墳丘下に寄生しているのか、単独に所在 しているのかについて

は、天丼部が陥没 して確認されたことから不明である。しかし、 1号周辺には西都原第245～ 247号墳 (円

墳)が取 り巻き245号墳と246号墳の距離が約10mで間に別の古墳が所在する可能性は低いと思われること

から、単独で所在 していたと考えられる。また、 2号もこの周辺から確認 されているが検出箇所に関し

ては明確にできない。また、平成 7年度にもう1基竪坑のみ確認であるが円墳周溝内に検出されている。

1号は平入 り楕円形プランで竪坑を含む全長は2.38m、 奥行0.98m、 幅1.5mで高さは不明である。 2号

は平入 り精円形プランで奥行 1.4m、 幅2.lm、 高さ1.2mの 蒲鉾型である。玄室内に10cIIl程の川原石を全面

に敷き詰めてある。 1号からは須恵器不身 2点、土師器イ身 2点 と壷 1′点、 2号からは金環 1点が出土

したが年代に関しては不明である。

6。 国分地下式横穴墓群 (Fig。 4)

西都市街地から北北東へ約 0。 7kmの一ツ瀬川の氾濫により形成された西都原台地の東側の洪積世台地

上標高約35m、 周辺水田との比高差24mに所在する。

平成■年度からの継続事業である市営国分住宅新築に伴い工事対象面積2,700ピ を平成12年 12月 18日

～平成 13年 2月 9日 に西都市教育委員会が調査を実施 した。

本地区の東側に関しては、平成H年度に調査を行つてお り弥生時代から平安時代にかけての遺物がか

なり出上したが、旧国分住宅の基礎工事のため遺構面がかなり攪乱されてお りどのような遺跡であるの

かの判断は不可能であつた。

本地下式横穴墓群も東側同様、旧国分住宅建設時の基礎が縦横無尽に拡がつてお リアカホヤ下層まで

かなり攪乱されていた。確認できた遺構は、消失円墳 2基及びそれぞれの周溝から地下式横穴墓が計 4

基、調査区南側に竪穴式住居跡 1軒である。

消失円墳 2基に伴 うそれぞれの周溝からは、地下式横穴墓が 1号消失円墳 (直径約14m)の周溝より3

基 (1～ 3号 )、 2号墳 (直径約 15m)の 周溝より1基 (4号)検出された。

これ らは地下式横穴墓は、 4基 とも平入 り構造であり方形プランないし楕円形プランである。玄室規

模は最大のものが 2号で約4.55だ、最小のものが4号で約1.21だであつた。屋根構造に関しては、 1～ 3号

は全て天丼一部が崩落していたが、 4号は

アーチ形である。また、 2号には玄室の奥

壁及び側壁、玄室中央部に排水溝が確認 さ

れた。

これ ら地下式横穴墓の中で最も豊富な副

葬品を有するのは 1号で、須恵器蓋郵・婉・

高坪、耳環、イモガイ製貝輪、環状鏡板付

轡、長頸鏃などが出土した。また、人骨も

かなり遺存状態は悪かつたが確認 された。

-6-

Fig 4 国分地下式横穴墓群遺構配置図 (1/800)



各地下式横穴墓年代は出土遺物から、 4号はTK209型 式併行期、 1～ 3号はTK217型式併行期頃と推定

される。最も面積も狭く、天丼も低い不定形精円形タイプの4号が、これ ら4基の地下式横穴墓内で最

も古い土器を伴 うことは、以前から想定されてきた方形から楕円形プランヘの変遷 という平面形態のみ

ではなく、TK209型式併行期頃にかなり多様な平面形が併用されていたと思われる。

いずれの地下式横穴墓も竪坑が周溝内から掘削されており、玄室は消失円墳の中央方向へ延びていた。

地下式横穴墓は消失円墳の南西から南東にかけて配置されており、選地に何 らかの規制が働いていたと

思われる。これら地下式式横穴墓は古墳周溝がある程度埋まった段階に竪坑を掘削していることなどか

ら消失円墳よりは後出であり、西都原古墳群に祀られた階層よりやや低く、時代的にも若干送れた者達

が祖先の古墳に寄生的に墓を造ったのではなかろうかと思われる。

7.国衛・郡衛・古寺跡等の調査 (Fig.3)

西都市街地の北方、現在、妻神社が所在 している北側、日向国衡跡の東側に位置する。この遺跡は、

遺跡確認調査の目的で平成 2(1990)年 に西都市教育委員会が 2箇所の調査を行った。調査の結果、I地

点から版築状遺構及び敷石遺構、」地区から土坑及び柱穴群が確認 されている。また、平成 3～ 4年に

宮崎県教育委員会が国街。郡衡・古寺跡等範囲確認調査で 3箇所の調査を行った。その結果、平成 4年に

調査を行ったA・ B地区で柱穴等が確認 され、A地 区では 3点の軒丸瓦、B地区では石帯が出土している。

8.日 向国衛跡

日向国衛跡は西都市街地の北方、標高約20mの 中位段丘面上に所在する。西側の丘陵上には特別史跡・

西都原古墳群が所在 し、また、直線で南方約1.2kmには日向国分寺跡が所在する。 日向国衛跡の調査は、

日向国衡推定箇所が 「古代国府の研究」で宮崎県内の 5ヶ 所に想定され、内 4ヶ所は西都市内に想定さ

れた。その後、宮崎県教育委員会により昭和63年から詳細分布調査、範囲確認調査、保存整備基礎調査

と13年におよび調査、平成元年度に西都市教育委員会が行った調査の結果、平成 12年 3月 に西都市大字

三宅宇寺崎・法元地区が日向国衡跡 と確定された。現在までに確認 されている遺構は、正殿跡、東脇殿

跡、築地塀跡などである。但し、創建期の国衛跡は他に所在 した可能性が指摘されている。

これ らの調査を経て、平成12年 3月 に約1.8haが指定地の候補となり、現在国指定申請に向かつている。

…
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Fig.5 日向国行跡遺構配置図 (1/400) 註 (21)を 一部改変
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9.周辺の試掘確認調査及び地中レーダーによる遺跡確認調査

堂ヶ鳴第 2遺跡調査の前に、本遺跡 と同様に土地区画整理事業施行の為の事前調査 として、酒元地区

の約2,300だの確認調査を実施 した。結果、中世の安養寺跡が所在 していることが予想 され、仏具など

が確認できた。また、堂ヶ嶋第 2遺跡調査終了後、土地区画整理事業内全域の遺跡確認調査を トレンチ

調査により実施 した。 トレンチの規模等に関 しては空き地面積の大小でまちまちであるが、全体で52地

区の調査を行った。結果、ほとん どの箇所で遺跡が確認でき、明らかになったものだけでも消失円墳 5

基、住居跡61軒、地下式横穴墓 1基、集石遺構 3基、他に溝状遺構や ピッ トなどが検出された。

また、この確認調査 と併行 し、西都市都市計画課では掘削不可能である道路や土地に関 して地中レー

ダーによる遺跡探査 も行った。結果的には、670箇所 もの異常反応が確認 され、地下式横穴墓89基など

の所在が予想 された。

これ ら確認調査結果、また、本地域は西都原古墳群が点在 し、 日向国府跡 も所在 していることか らも、

全域が大規模な墓域及び古代遺跡の包蔵地であることが明白になった。

(註及び参考文献)

(1)宮崎県・西都市教育委員会「西都原地区遺跡」『西都市埋蔵文化財発掘調査報告書』第22集 1996

12)西都市教育委員会「宝財原遺跡」『西都市埋蔵文化財発掘調査報告書』第20集 1994

働    〃   「新立遺跡」『西都市埋蔵文化財発掘調査報告書』第18集  1992

凹 官川宗徳「高千穂 阿蘇」―総合学術調査報告― 財団法人神道文化会 1960

15)西都市教育委員会「平田。童子丸線道路新設工事に伴う酒元遺跡の埋蔵文化財調査報告」

『西都市埋蔵文化財発掘調査報告書』第8集 1989

俗)日 野巌「西都原古墳群地下式横穴の遺物配列状態」『日向』第 7輯 (日 向郷土会編)1932

口 日高正晴「日向地方の地下式墳」『考古学雑誌』第43巻 4号 (日 本考古学会)1958

(8)日 高正晴・茂山護「東立野の地下式九号墳」『宮崎考古』第1号 (宮崎考古学会)1975

19)日 高正晴「地下式墳(地下式横穴)の始源について」「西都原地下式10号」

『西都原古墳研究所。年報』第 2号 (西都市教育委員会)1985

10 西都市教育委員会『西都原古墳研究所。年報』第 2号 (西都市教育委員会)1985

10 日高正晴「日向地方における地下式墳の編年的考察」『考古学叢考』下巻 (吉川弘文館)1988

⑫ 西都市教育委員会『西都原古墳研究所。年報』第8号 1992

10 西都市教育委員会『西都原古墳研究所。年報』第11号  1995

1141 西都新聞社『西都新聞』第23号  1961

1151 西都市教育委員会『西都原古墳研究所。年報』第17号 2001

10 九州前方後円墳研究会「九州の横穴墓と地下式横穴墓」第Ⅱ分冊―資料編- 2001

10 笙瀬明宏「国分遺跡 (国分地下式横穴墓群)発掘調査」『宮崎考古学会例会 発表資料』 2001,9

10 宮崎県教育委員会『国衛・郡衛・古寺跡等遺跡詳細分布調査概要報告書』 I～ Ⅲ 1989～ 1991

19    〃   『国衛・郡衛・古寺跡等範囲確認調査概要報告書』 I～ V 1992～ 1996

ω    〃   『国衛保存整備基礎調査概要報告書』 I～Ⅳ 1997～ 2001

91    〃   『寺崎遺跡』国衛跡保存整備基礎調査報告書 2001

9〕 平成12年 3月 に宮崎県教育委員会より国衛跡と判断された。現在、国指定申請に向かつている。

90 応用地質株式会社『平成13年度妻北土地区画整理事業埋蔵文化財レーダー探査業務 (通常)報告書』 2002

囲 宮崎県『宮崎県史』資料編 考古 2 1993
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第Ⅲ章 堂ヶ嶋第 2遺跡の調査

第 1節。試掘調査 の方法 と結果

堂ヶ嶋第 2遺跡の試掘調査は、平成 12年■月 14日 から平成12年■月28日 までの10日 間行つた。

西都市妻北土地区画整理事業に伴 う仮設住宅建設予定地の約3,000だ内に 2× 4mの トレンチを任意

に26本設定し、人力で掘削を行つた。また、調査対象区は北から南にかけて約 3mの高低差があり、調

査区北端は後世の攪乱で、南端は自然流水でアカホヤ火山灰層が削平されていたことから、暗褐色粘質

土層 (カ シフバン)を遺構検出面とし、それ以外はアカホヤ火山灰層を遺構検出面とした。

試掘調査の結果、この調査区は以前、茶畑として利用されていたことから表層は著しく攪乱を受けて

いたが、その下層に関してはアカホヤ火山灰層・暗褐色粘質土層 (カ シフバン)が良好に遺存 していた。

トレンチからは溝状遺構やピット、縄文土器・弥生土器・土師器・須恵器片等が出上した。

これらの試掘調査の結果から工事対象面積全域にわたり、縄文時代から古墳時代にかけての遺跡が拡

がる可能性が高くなったことから、工事対象区内の全面調査を実施することとした。

第 2節.調査 の方針 と方法

堂ヶ鳴第 2遺跡の調査にあたつて、次のような調査方針を立てて進めることにした。

1.調査対象面積は、前述の試掘調査をもとに工事対象面積の約3,000ピ とした。この平坦面は、戦前

から茶畑として活用されてお り、南東側にやや傾 く緩斜面である。この南東側は、稚児ヶ池へと続く

斜面、南側は西都原台地からの湧水が稚児ヶ池へと流れ込む谷になっているが、工事による影響がな

いことから、調査対象区からは外 した。

2.調査区全体に古墳時代終末期の地下式横穴墓が群在 してお り、地下式横穴墓の終焉へのプロセス解

明、また、それら地下式横穴墓の構造を探 り、当時の葬送儀礼を復元する。

3.墳丘が既に削平されている円墳 (以下、地下式墓寄生型消失円墳・消失円墳 と呼ぶ。)2基 とこの周

溝から竪坑を穿ち周溝内外に掘削された地下式横穴墓の関係、また、これら地下式横穴墓と単独で占

地する地下式横穴墓の差異の検討。

以上、工事による影響箇所を対象とした調査であったことから、調査期間にも制限があり調査対象時

期や対象遺構等も限定する必要があつたが、次のような調査方法と作業で取 り組んだ。

①遺構検出面はアカホヤ火山灰層を基本とし、この層上面までは重機により掘削を行 う。その後は人

力で表面精査、掘削を行 う。

②全ての遺構及び周辺から出上した遺物は、可能な限り出土地点。出土状況等を図面・写真等で記録 し、

性格を明らかにする。

③今後、西都原古墳群の指定拡大地として保存する必要性が高いと予想されることから、地下式横穴

墓や土墳墓などの遺構に関しては、玄室内の敷石などは除去せず、できるだけ現状保存する目的で

の調査を実施する。

なお、地下式横穴墓の名称及び計測基準、土器類の各部名称 と実測表現は、Fig。 6。 7・ 8の ように呼

ぶことにするので参照されたい。
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受部径

穣線

弱いナデ 不部

ヘラ翻りの堺 強いナデ

Fig.6 土器類の各部名称とトレース例 (1/3)

Fig.7 地下式横穴墓計測基準 (1/50) Fig.8 地下式横穴墓の各部名称 (1/50)

第 3節.調査経過 と概 要

本調査は、平成 12年 11月 28日 から開始した。

まず、この調査区は以前、茶畑として利用されていたことから樹痕及び表土を重機により剥ぎ取る作

業から開始 した。重機による表土剥ぎ取 り作業中に調査区中央部で、重機のキャタピラの一方が沈んだ

ことより地下に空洞箇所があることが明らかになった。 したがつて、陥没箇所の上を人力で取 り上げた

結果、床面に礫が敷き詰められてお り、地下式横穴墓であることが判明した (8号地下式横穴墓 )。 そ

の後、作業員による人力の遺構検出面精査作業の途中で、調査区南側にも空洞箇所が確認された (15号

地下式横穴墓)。 上記 したように、表土は攪乱が著 しかったことからアカホヤ火山灰層及びカシフバン

層を遺構検出面とし精査作業を進めた結果、本調査区には地下式墓寄生型消失円墳 1基、消失円墳 1基、

地下式横穴墓21基、土墳墓 4基、住居跡 6軒、集石遺構 2基、溝状遺構数条、柱穴多数などが所在する

ことが明らかになった。

当初予定した遺構数より多くの遺構が確認されたこと、また、調査区全域に地下式横穴墓が所在する

ことなどの理由から当初の調査期間を延長 して頂く旨を都市計画課に打診 し、当初 3月 末までを予定し

ていた調査期間を 5月 末 日までに延長 して頂いた。 しかし、その後の調査で新たに地下式横穴墓 2基の

所在が確認され、再度調査期間を 6月 20日 まで延長 したが、その後も地下式横穴墓が新たに 2基確認さ

れ、梅雨時期に入 り込んだことから調査がスムーズに進まず、最終的には 7月 21日 まで調査期間を延長

して頂いた。

工事担当課である都市計画課には再三にわたり調査期間を延長 して頂くなど、多大な理解 と協力を得

て、平成13年 7月 21日 に全ての調査を終了した。
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Fig.9 堂ヶ嶋第 2遺跡遺構分布図 (1/200)
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第 4節.堂ヶ嶋第 2遺跡 の遺構 と遺物

1.古墳時代時代終末期の消失円墳

1号地下式墓寄生型消失円墳 (Fig。 10～ 13)

1)立地

調査区南方中央部、北から南にかけてなだらかに下る緩斜面に検出した消失円墳 (墳丘が全て削平さ

れた円墳)である。検出面は標高約23.4～ 23.8mで ある。

2)規模と構造

本墳は、全長東西17m。 南北17.8m、 墳径約15mの消失円墳である。墳丘周囲には幅 2～ 2.8m、 深さ

60～ 80cm程 の周溝が全周する。既に盛上が全て削平されていることから、主体部の構造に関しては不明

であるが、この時期に横穴式石室を採用 していれば、石室堀 り方が墳丘基底面中心部に遺存 していると

予想されることから竪穴系埋葬施設であつた可能性が高い。

本墳の周溝からは13～ 17-1号地下式横穴墓が掘削されてお り、今回、このような形態の古墳に関して、

上記のような名称で呼ぶ。これに関しては、第Ⅳ章第 3節で述べる。

盈菊ド

  !I(:】)
ＳＴ‐

　

　

転

鬱

Ｌ
Ａ

23480n

/S¬ 卜か ‐ヽ

/

Fig。 10 1号地下式墓寄生型消失円墳及び周辺実測図 (1/200)

-13-



２３
れ

A

飾
　
　
晩　班

，あり眈

り
　
り
あ
り

し
り
ま
り
ま
や
ま
り
り
り
り

な
あ
あ
あ
あ
や
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ

神
神
神
神
神

ま
ま
ま
ま
ま

しまりあり 粘性ややあり
しまりあり 粘性あまりなし

o                                         2m

Fig.11 1号 地下式墓寄生型消失円墳周溝土層断面図 (1/40)

3)遺物の出土状態

出土遺物は、周溝内に点在して確認 された。地下式横穴墓の竪坑検出面上から出上した遺物は、地下

式横穴墓が古墳構築後に掘削されたと予想 されることから、各地下式横穴墓に伴 う遺物 として処理 した。

また、 3号竪穴住居跡付近の周溝内から出土した遺物は、弥生土器が含まれていることから時期差を考

慮し選別 した。

周溝内から出上した遺物は総計58箇所で、内訳は土器片56箇所と頁岩製鏃 2である。また、周溝内東

側から土師器破砕甕 1(14、 Fig。 13。 14)、 また、周溝北西側の溝から須恵器破砕菱 1(15、 Fig.12・ 14)

と土師器片 2が出上した。これら破砕甕は 1号地下式墓寄生型消失円墳を対象とし破砕が行われている

可能性が高いことから、この中で取 り扱 うこととした。また、出土地点数は上記のとお りであるが、小

破片であり実測に耐えられないも

の、また、接合により同一個体に

なったものなど15点のみ記載する。

また、出土土器の詳細に関しては

Tab.5で記すので参照されたい。

13～ 171号地下式横穴墓間の周

溝内か ら出土した遺物は 1～ 3・

5～ 8、 17-1号～16号地下式横穴

墓間の周溝内から出上した遺物は

9。 10、 15～ 14号地下式横穴墓間

の周溝内から出土した遺物は 4、

14号地下式横穴墓～ 3号住居跡間

の周溝内から出土した遺物は土師

器 口縁部片11～ 13である。

Fig.12 周溝内須恵器破砕甕実測図 (1/20)
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4)出土遺物 (Fig.14)

1～ 5は須恵器郷蓋であ

る。 口径 は12.3～ 12.9cmを

測 り、ヘ ラ削 りの範囲は1/3

程度 である。 中で も 5は 口

縁部が外側 に外反 してお り、

他の蓋 とは形状 を異にす る。

6は有蓋高坪蓋 と思われ る。

口径 は、 H.3cmで ツヘヽラ削 り

の範囲は1/2程度である。 7 ‐

は高郭頸部 と思われ るが破

片で あ ることか ら頸部径 に

ついては復元できない。 8

は高杯脚部である。脚部径

イま12.6cmで、 脚吉Бウ需イこ段が

付 く。 9ヽは土師器 高郵であ

る。杯部内外面は横 ミガキ、脚部に縦 ミガキで整形されている。 10～ 13は土師器甕口縁部片である。日

縁部復元径は15～ 22.Ocmを測 り、日縁部は外反 しながら立ち上がり、端部が丸まるもの (10)、 ややくの

字状に外反 し、端部に粘土張り付けが行われているもの (11)、 直線的に外反 し、端部が尖るもの (13)が

ある。 14は土師器破砕甕である。現存器高は23.8cm程であり、日縁部径は17.6cmで ある。 口縁部から頸

下
Ξ

=Ξ

≡≡≡ΞΞ≡≡

干

~~~~~― ――一

KF12

〒

========「
~~~~~―

「
万

告 3

Ｎ雄
′

」 :4

′
、

軍

0                 10cm

ア
ち

0                                        30cm

Fig 14 周溝内出土遺物実測図 (1/4、 14・ 15は 1/6)

Fig 13 周溝内上師器破砕甕実測図 (1/20)
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部外面はミガキが施されている。15は須恵器大甕である。頸部～底部外面に格子目叩きが、内部は当て

具痕が良好に遺存 している。

これら出土遺物から本地下式墓寄生型消失円墳の築造年代は、九州編年ⅣB期からV期、陶邑TK209型

式新段階からTK217型式新段階併行期に対応 しよう。

1号消失円墳 (Fig.15。 16)

1)立地

調査区北方東側隅で全体の1/2程度が検出された消失円墳である。検出面は標高23.0～ 23.5mで ある。

2)規模と構造

本墳は、墳丘の全てと周溝も含む東側が既に消失 していたことから、復元規模であるが全長径約16.5

m、 墳長径約12mと 思われる。墳丘周囲には幅1,0～ 4.5mの周溝が廻る。周溝の深 さは現状で約20clllと

大変浅い。また、 1号地下式墓寄生型消失円墳同様、盛上が全て削平されていることから、主体部に関

孝
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Fig.15 1号消失円墳及び周辺実測図 (1/200)
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しては全く不明である。但 し、 1号地下式墓寄生型消失円墳同様に横穴式石室を採用していれば、石室

堀 り方が墳丘中心部に遺存 していると予想されることから竪穴系埋葬施設であつた可能性が高い。

3)遺物の出土状態

1号消失円墳周溝内から出上した遺物は総計75箇所で、内訳は土師器・須恵器片74箇所、寛永通宝 1

である。出土地点数は上記のとお りであるが、小破片であり実測に耐えられないもの、また、接合によ

り同一個体になったものなど、ここでは11点のみ記載する。

4)出土遺物 (Fig。 17)

16は月溝南側から出土した須恵器杯蓋である。日径は14.5cm・器高4.lcmを測 り、ヘラ削りの範囲は2/5

程度である。 17は周溝西側から出土した須恵器平瓶 と思われる。やや散財 して 4片が出土し3片のみが

接合 したが、他の 1′点は接合できない。底部にはヘラ削りが施 され、胴部上面はやや傾 く。 18は丹塗 り

の上師器高坪である。彩色は風化のため一部にしか遺存 していないが、内外面共に施されていたようで

ある。 口径は欠損 してお り不明であるが、底部最大径は15.8cmを測る。 19～ 26は全て土師器甕片である。

19～ 22は 口縁部片で口縁部復元径 H。 9～ 21.Ocm程 である。やや肉厚で曲線状に外反 し端部が丸まるもの

(19。 21)、 直線的に立ち上が りくの字状に外反するもの (20)、 直線的に外反するもの (22)が ある。20。 22

は端部に粘土張 り付けがみ られる。23は胴部で、やや月同張りの形状をとり底部はすぼまる。内外面共に

板状ナデで調整 されている。24～26は底部で、25。 26に は木の葉紋が遺存している。 3個体とも形状が

異なり、底部はやや上げ底で削りにより調整されているもの (24)、 底部は平底で端部をやや張 り出すが

丸まるもの (25)、 底部がくの字状に開き先が尖るもの (26)な どがある。それぞれの底部最大径は24が 6.

2cIIl、 25が 11,0(狙、26が 13.6cmを測る。

これ ら出土遺物から本消失円墳築造年代は、九州編年ⅣAか らⅣB期 、陶邑TK209型式古段階からTK209

型式新段階併行期に対応 しよう。

暉 躙F弓祠 駅

Fig.17 1号 消失円墳周溝出土遺物実測図 (1/4)
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2.古墳時代時代終末期の地下式横穴墓群

1号地下式横穴墓 (Fig。 18～ 20)

1)立地

調査区北方西側隅に検出した地下式横穴墓で

ある。検出面は標高約24.5～24.55mである。

2)規模と構造

本地下式横穴墓は全長3.86m、 玄室奥行1.64

m・ 幅1.97m・ 高さ不明、玄室床面積3.23だの横

長楕円形プランを呈す。天丼のほとんどは以前

の造成で重機により破壊 されていたが、辛 うじ

て床面及び玄室中央部から羨門側の側壁は遺存

していた。

竪坑は長 さ2.8m、 幅1.16～ 1.51m、 深さは

最深部で1.16mで縦長の蒲鉾形を呈す。降り口

傾斜角は50° で掘削されてお り、羨門部床から

降り口側上部の傾斜角 (以下、竪坑傾斜角と呼

ぶ。)は 29° 、両側壁は69～ 76° で立つ。羨門

部傾斜角の壁は約 89° で立ち、羨門は上部がや
Fig.18 1号地下式横穴墓位置図 (1/100)

や丸みのある蒲鉾形である。羨門部下の床面は一段上が り玄室へと延びる。

閉塞の方法は、羨門左側に置かれている川原石が板を押 さえに使った石と想定され、板閉塞 と思われ

るが、板をはめ込んだとみられる溝は確認できない。また、羨門部の床面には径 6～ 8 cm程のピットが

2つ、また、竪坑の左側壁には径20～ 25cmと 10～20cmの ピットが 1つずつ、右側壁には径 8 cmの ピット

が 1つ確認された。羨門部床面のピットに関しての目的は不明であるが、竪坑両側壁の大は、羨門部を

閉塞 した板が手前側に倒れないように木で押さえるために用いた穴の可能性がある。これは、単に閉塞

板の転倒をさける為ではなく、当時の人々が死者の再生を恐れ、玄室内に封印するという思想の影響が

あるかも知れない。

玄室内はかなり荒 らされていたが、羨門部玄室側に 5個の川原石が横に並べられ、その内側に屍床を

形成 していたと思われる。残 りの玄室中央右側壁側にある 2個の川原石は枕として用いたのであろうか。

この周辺の地下式横穴墓の屍床は、このように玄室羨門側に横一列に川原石を並べ、玄室両側壁及び

奥壁のスペースを拳大からもう少 し小振 りの川原石で  H=舛 稀

充填 し形成される例が多い。この地下式横穴墓は、そ

のスペースには石が敷かれてなかつた。これは攪乱時

に取 り除かれた訳ではなく、築造時から屍床の区画石

だけが配 されていたようである。その理由として考え

られることは、他の地下式横穴墓の玄室床面と比較す

ると地山が砂質であり、被葬者を直接寝かせることに

抵抗がなかつたのではなかろうか。
Fig 19 1号 地下式横穴墓堅坑土層断面図 (1/40)

天丼は既に崩落しており、玄室内には多量の上砂が堆積 していたが、竪坑側からの埋土とは質が異なつ

ていたことから、板閉塞が朽ち竪坑側埋上の重力で玄室内に流れ込んだと解釈できる。土層堆積状況を

観察した結果、追葬痕跡は確認できなかつた。

,‐

‐‐」
よ器4:チ:距据与

あり
進継与

あり

0                 1m
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Fig.20 1号地下式横穴墓実測図 (1/40)
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3)遺物の出土状態

玄室羨門側左右隅にまとまって出土した。玄室内から須恵器杯蓋 3(27～ 29)、 杯身 3(30～ 32)、 耳環

1(34)で ある。また、これとは別に天丼崩落後に充填された土砂の中から須恵器邦身片 2(33)が 出土し

た。 したがつて、玄室内の遺物は、まだ多かった可能性が高い。

4)出土遺物 (Fig.21)

27～29は須恵器杯蓋である。日径はH.8～ 12.2

clllを沢Jり 、ヘラ削りの範囲は1/3～ 1/4程度である。

30～33は須恵器郵身である。受部径は12.2～ 13.1

cmを 沢1り 、ヘラ削 りの範囲は1/3程度である。 33

は須恵器杯身の1/8程の破片である。復元受部径

は11.9cm程度になる。34は 玄室内左側壁側屍床上

の川原石上から出土した耳環である。径が2.7cm

で銅芯銀箔張耳環と思われるが、銀箔はほとんど

遺存 しない。

これ ら出土遺物から本地下式横穴墓の築造年代

及び使用年代は、九州編年ⅣB期からV期、陶邑

TK209型式新段階からTK217型式新段階併行期に対

応 しよう。

2号地下式横穴墓 (Fig.22～ 24)

1)立地

調査区北側 1号地下式横穴墓の南東側に所在す

る。検出面は標高約24.2～24.3mで ある。

2)規模と構造

本地下式横穴墓は全長4.06m、 玄室奥行1.03m・

幅1.85m・ 高さ0.8m、 玄室床面積1.91だの横長隅

丸楕円形プランを呈す。天丼は蒲鉾形で、四壁は

床面から約30cmま ではほぼ直に立ち上がる。

竪坑は長 さ2.2～ 2.33m、 幅1.59m、 深さ約 1.5

mの縦長の隅丸方形プランである。降り口傾斜角

は56° で掘削されており、竪坑傾斜角は33° 、両

側壁は72～ 75° で立つ。降り口右隅側には 3段の

足場 (ス テップ)が直線的にに穿たれてお り、末

面へ と続 く。羨門部傾斜角は約80° で立ち、羨門

は上部が下部に比べて20cIIl程短い台形状である。

羨門部下の床面は一段上がり玄室へと延びる。

Fig.21 1号 地下式横穴墓出土遺物実測図 (1/4、 34のみ1/2)

Fig.22 2号 地下式横穴墓位置図 (1/100)

閉塞の方法は、川原石閉塞である。長辺40cm程の川原石を横方向に置きその後、それ ら石 と羨門を覆

うように径20cm程の石で被覆 してある。その上に粘土などの目張りは行われていない。

0                 10cm
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閉塞石を外 し床面を精査すると閉塞石が水平に充填できるように羨門部下に粘質土を盛 り平坦面を形

成 してあった。また、その下には板閉塞を行つた際の板をはめ込んだとみられる幅25～ 30cm程の溝が確

認できた。 したがつて、第 1次閉塞では羨門部板閉塞であるが、最終閉塞では羨門部石閉塞へと変更さ

れたとみられ追葬が行われたようである。

玄室内は追葬時にかなり荒 らされたと思われ、屍床はかなり雑な形状をとる。また、左右に 1体ずつ

を安置 したような敷石を行つていることからも、追葬が行われた可能性は高い。人骨は骨片が数点確認

されたが、ほとんど朽ちている。

奥壁には築造時の幅10clllの撃痕が遺存

してお り、右ないし右上方から削 り込ま

れている。縦方向の仕上げ削りはみられ

ず、粗彫 りで構築されたようである。

竪坑を半裁 した段階で北東壁の上層堆

積状況を観察した結果、17層上面に降り

口側から斜めのラインが延びるが硬化面

などではなく、追葬痕跡は確認できなかつ

た。玄室内に副葬された遺物は 1型式ほ

どの差が予想され、蓋邦も 3セ ット出土したことから、最低でも2体の埋葬は予想される。

3)遺物の出土状態

須恵器の蓋杯は全て内側を伏せて出土した。右側壁側に2組 とも郷蓋 2(36・ 37)を下、不身 2(38・ 39)

を上に伏せ、計 4個置かれた蓋イは枕 として用いたと思われる。左側壁から前壁の隅に置かれた蓋郷

(35・ 40)も 同様のものと解釈でき、 2体の人骨が頭位を東と西の逆向きに入れられていると推測される。

その付近に耳環 1(41)が 検出された。

玄室のほぼ中央部には骨片が数点確認 されたが、腐食が進んでお り辛 うじて腕骨 と推定されるが左右

どちら側の人骨かは不明である。

また、副葬された遺物には型式差があり、

手前の被葬者が跡に埋葬されたと予想 される。

4)出土遺物 (Fig。 25)

35～ 37は不蓋である。 日径12.2～ 13.9clllを

測 り、ヘラ削りの範囲は1/4程度 (36)と 1/8程

度 (35。 37)と ばらつきがある。38～ 40は杯身

の完存品である。受部径13.6～ 14.6clllを 浪1り 、

ヘラ削りの範囲は1/3～ 1/4程度である。

41は径が2.9cmの銅芯金箔張耳環である。

金箔が僅かに遺存する。

これ ら出土遺物から本地下式横穴墓の築造

年代及び使用年代は、九州編年ⅣA期からⅣB

期、陶邑TK209型 式古段階からTK209型式新段

階併行期に対応しよう。
Fig 25 2号地下式横穴墓出土遺物実測図 (1/4、 41のみ1/2)
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3号地下式横穴墓 (Fig。 26～ 28)

1)立地

調査区北側 2号地下式横穴墓の南東側に所在

する。検出面は標高約23.6～ 24.Omで ある。

2)規模と構造

3号地下式横穴墓は全長4.87m、 玄室奥行1.41

m。 幅1.65～2.lm。 高さ不明、玄室床面積2.64∬

の横長隅丸長方形プランを呈す。四壁は床面か

ら約 20cIIlま では、ほぼ直に立ち上がるが、その

後湾曲することから天丼は ドーム形であろう。

竪坑は長さ2.63m、 幅0.5～ 1.58m、 深さ約 1.

05mの縦長隅丸二等辺三角形プランである。降

り口傾斜角は16° で掘削されてお り、竪坑傾斜

角は 16° 、両側壁は66～ 74° で立つ。降 り日側

にステップらしき痕跡はない。羨門部傾斜角は

約 78° で立ち、羨門は上部が下部に比べて20cm

程短い蒲鉾形である。羨門部下の床面は竪坑から緩傾斜で玄室へ と延びる。

閉塞の方法は板閉塞 と思われるが、板をはめ込んだとみられる溝の痕跡は確認できない。羨門部傾斜

角が78° とやや倒れることからも板を立てかけて閉塞 した可能性が高い。

玄室は、羨門部玄室側に約20～ 25cIIlの川原石が 5個横に並べられ、その中をそれよりもやや小振 りの

石を配 して屍束を形成 している。 しかし、石はかなり雑に充填 されてお り、屍床の改変が行われた可能

性が高い。

竪坑を半裁 した段階で北東壁側の土

層断面を観察した結果、追葬痕跡は確

認できなかったが、玄室内に副葬 され

た遺物には型式差があ り追葬が行われ

た可能性は高い。また、竪坑埋上の堆

積状況は、降り口側上方から羨門に向

けて堆積 してお り、板閉塞が朽ちた後

に、一気に流れ込んだものと予想される。

3)遺物の出土状態

右側壁より奥壁側に4個の蓋郷 (42・ 43・ 49。 50)が上から蓋 (42)→身 (49)→蓋 (43)→身 (50)の順で伏せ

た状態で重ねてあり、左側壁側には必蓋 5(44～ 47)。 杯身 5(51～ 55)10点 が出上した。44・ 51～ 55は内側

を上にし、45～ 48は伏せて置かれていた。また、左側壁側の奥壁側よりに平瓶 1(56)が 出上した。

人骨は骨片が数点確認 されたのみでほとんど朽ちている。

4)出土遺物 (Fig。 29)

42～48はイ蓋、47・ 48は 1/8程 と4/5程 を遺存する須恵器郷身片である。 日径は45が 11.5cIIlと 最も小 さ

く、48が 13.9cmを測 り最大である。ヘラ削りの範囲は1/8～ 1/5程度である。49～ 55は杯身である。受部
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Fig.26 3号地下式横穴墓位置図 (1/100)

Fig.27 3号地下式横穴墓堅坑土層断面図 (1/40)
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径約12.9～ 14.5cIIIを 測 り、ヘラ削 りの範囲は1/2～ 1/4程度 とばらつきがある。51に は×形のヘラ記号も

確認 される。56は平瓶で日径4.7cm、 胴部径11.9cmを 測る。月同部1/2辺 りまでカキロが施され、底部1/3

程度までヘラ削 りがなされている。胴部上部には胴部整形後の充填痕跡か膨 らみが確認できる。

これ ら出土遺物から本地下式横穴墓の築造年代及び使用年代は九州編年ⅣA期 からV期、陶邑TK209型

式古段階からTK217型式新段階併行期に対応 しよう。

0                                   20c昴

Fig.29 3号 地下式横穴墓出土遺物実測図 (1/4)

4号地下式横穴墓 (Fig.30～ 32)

1)立地

調査区北側 3号地下式横穴墓の南西側、 6号住

居跡の南東側に所在する。検出面は標高約24.1～

24。 3mである。

2)規模と構造

4号地下式横穴墓は全長5,17m、 玄室奥行1.33

m・ 幅2.lm。 高さ0,73m、 玄室床面積2.79∬の横

長楕円形プランを呈す。四壁は床面から湾曲する

ドームであるが、天丼部横方向の約 2mはほぼ水

平を呈し、天丼形は台形状をなす。。

竪坑は長 さ3.25m、 幅1.13～ 1.9m、 深さ約 1.2

8mの縦長逆台形プランである。降 り口傾斜角は

51° で掘削されてお り、竪坑傾斜角は20° 、両側

壁は68～ 70° の傾斜で立つ。降 り口側には 7～ 8
―

-25-

Fig.30 4号地下式横穴墓位置図 (1/100)



個の足場が千鳥に穿たれており、床面へと続 く。羨門部傾斜角は約72° で立ち、羨門は上部が下部に比

べて10clll程短い台形状である。羨門部下の床面は緩傾斜で玄室へと延びる。

閉塞の方法は、羨門下から前にかけて不整形の溝が確認できたが明らかにはできない。

玄室は良好に遺存 してお り、屍床は奥壁及び左側壁側にやや大きめの石を配し、逆に右側壁及び前壁

側は小振 りの石が敷かれている。

右側壁には築造時の幅10～ 20cIIlの攀痕が遺存 しており、右ないし右上方から削り込まれいる。

竪坑を半裁 した段階で北東壁の上層堆積状況を観察した結果、追葬痕跡は確認できず、玄室内に副葬

された遺物状況及び年代差などとも対応する。 しかし、屍床は 2体分の可能性もあり、ほぼ同時に追葬

を行つた可能性も残る。

また、本地下式横穴墓で特筆することとして、竪坑前壁の羨門の左右に径7～ 12cIIl、 竪坑右側壁に径

20cm程 の穴が穿たれており、板閉塞を行つた後、板が手前に倒れないように木を横向きにして留めた可

能性がある。恐らく 1号地下式横穴墓と同様に、死者の再生を恐れた影響も予想であろ う。

3)遺物の出土状態

左側壁側にまとまつて出土した (57～ 61)。 須恵器は不蓋 1(57)・ 不身 1(58)が共に敷石の隙間に立っ

た状態で、無蓋長脚高杯 1(59)は正位置、横瓶 1(60)は横に寝て出上した。上師器はイ 1(61)・ 鉢 1(62)

il専サ!i:|§勧
し
に|:|

生__  lm

Fig.31 4号 地下式横穴墓堅坑上層断面図 (1/40)

が伏せた状態で出上した。玄室右側壁寄り前壁側には耳環 1(63)が出土した。人骨は朽ちてしまつている。

また、竪坑からは須恵器イ身片 3(64)、 土師器密片 2、 弥生土器養片 1(65)が 出上した。

4)出土遺物 (Fig。 33)

57は郷蓋で日径H.9cmを測 り、ヘラ削 りの範囲は1/5程度である。58は不身で受部径 12.8clllを測 り、

ヘラ削 りの範囲1/4程度である。59は無蓋長脚高不で日縁部径。脚裾径ともに11.5cmで 、脚部に長方形の

透か しを 2段で 3方向に穿ち、脚部中央に 2条の沈線を巡らす。60は横瓶で、日径 8.lcIIl、 器高21,lcm

を測る。全体にカキロが施されている。 日縁部には絞 りの痕跡もみられる。61は土師器鉢で口径13.6cm

測 り、内外面は丁寧にミガキが施されている。62も 土師器鉢で日径14.3cIIlを測 り、内外面を丁寧にミガ

キ・板ナデにより整形してある。63は銅芯金箔張耳環である。金箔は、僅かに遺存する。

64は郷身で受都径 13.3cIIlを測 り、ヘラ削 りの範囲は1/4程度である。65は刻 目突帯を 1条廻 らす甕で

ある。

これ ら出土遺物から本地下式横穴墓の築造年代及び使用年代は九州編年ⅣB期、陶邑TK209型式新段階

併行期に対応 しよう。
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Fig 33 4号 地下式横穴墓出土遺物実測図 (1/4、 63のみ1/2)

5号地下式横穴墓 (Fig。 34～ 36)

1)立地

調査区北側 4号地下式横穴墓の東側に所在する。

検出面は標高約24.6mである。

2)規模と構造

5号地下式横穴墓は全長4.13m、 玄室奥行 1.1

m・ 幅 1.9m・ 高さ0.68m、 玄室床面積2.09ゴの隅

丸長方形プランを呈す。天丼は縦断面は床面から

約35cmま ではほぼ直に立ち上がる蒲鉾形であるが、

横断面は側壁が若千弧を描くのみでほぼフラット

な台形状である。

竪坑は長 さ2.34m、 幅1.5～ 1.75m、 深さ1.41

mの横長隅丸長方形プランである。降 り口側は2

段になつてお り、幅60cm程のテラスを形成 し、床

面へ降 りる。また、床面には掘削痕も遺存 してい

る。降 り口傾斜角は50° で掘削されてお り、竪坑 一

-28-

Fig 34 5号 地下式横穴墓位置図 (1/100)
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Fig,35 5号 地下式横穴墓実測図 (1/40)
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傾斜角は30° 、両側壁は74～ 78° で立つ。羨門部傾斜角は約 83° で立ち、羨門は縦長の楕円形状を呈す。

羨門部下の床面は緩傾斜のまま玄室へと延びる。

閉塞の方法は、羨門部手前に不整形の窪みがあるが板閉塞を行った痕跡とは断定できず不明である。

玄室内は礫を敷いた屍床な

どはなく、左側壁隅に約20～

35cmの 偏平な石が置かれてい

るのみである。これは枕 とし

て利用された可能性が高い。

竪坑を半裁 した段階で西壁 !
の上層堆積状況を観察 した結 ュ

果、追葬痕跡は確認できなかつ 怯

た。但 し、竪坑降り口側の構 構

造などから再度、竪坑を堀り 持

なおした可能性は残る。    2
3)遺物の出土状態

羨道から玄室右側壁にかけて検出された。但し、玄室内の上器類に関しては全てが土師器 3(66～ 68)で、

須恵器 と土師器を供献される被葬者には何らかの制約があった可能性が示唆される。69・ 70は耳環、71は

刀子である。人骨は全て朽ちてしまつている。羨道から須恵器イ身片が 1点出土したが、調査中に紛失した。

また、竪坑からは、須恵器、土師器、陶磁器などの破片が出上 した。

4)出土遺物 (Fig.37)

66・ 67は鉢で口径17.6～ 18.5cmを測る。66は 内外面をミガキで、67は ミガキと横ナデで丁寧に仕上げて

ある。68は高杯で口径14.8cmを測 り、脚部を欠損し伏せた状態で出土した。69は銅芯の耳環で金箔張りか

銀箔張 りかは不明である。70は銅芯金箔張耳環である。71は大型の刀子で形状は良好に遺存してお り、 2

本が錆着している。

本地下式横穴墓の築造年代及び使用年代は、土師器のみの出上のため明らかにし得ないが、 6世紀末

から7世紀初頭頃と予想 される。
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Fig.36 5号 地下式横穴墓土層断面図 (1/40)

|
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0                5cm

Fig 37 5号地下式横穴墓出土遺物実測図 (1/4、 69～ 71は 1/2)
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6号地下式横穴墓 (Fig.38。 39・ 41)

1)立地

調査区中央西側隅に所在する。検出面は標高約

24.3～ 24.6mで ある。

2)規模と構造

6号地下式横穴墓は全長4.4m、 玄室奥行1.57m・

幅2.32m・ 高さ不明、玄室床面積3.64ポの精円形

プランを呈す。四壁は床面からカーブをなしなが

ら立ち上がり、天丼部は既に崩落しており明らかに

できないが、おそらくドーム形になると思われる。

竪坑は長 さ2.47m、 幅1.62～ 1.73m、 深 さ1.0

～1.15mの横長楕円形プランである。但 し、降り

口側には深さ10cm程の浅い窪みが取 り付いてお り、

これがどのような意味をもつのかは不明である。

降 り口傾斜角は37° で掘削されてお り、堅坑傾斜

角は20° 、両側壁は66～ 71° で立つ。降り口側に

は右隅と左隅にそれぞれ 2箇所の足場が直線的に

Fig 38 6号地下式横穴墓位置図 (1/100)

に穿たれてお り、床面へと続 く。羨門部傾斜角の壁は約77～ 83° で立ち、羨門は横長精円形 と思われる。

羨門部下の床面は一段上がり玄室へと延びる。

閉塞の方法は、羨門部手前に板閉塞を行った際の板をはめ込んだとみられる幅10cIIl程の細長い溝が確

認できたことか ら、板 閉

塞 と予想 される。

玄室内には礫 な どによ

る屍床 はな く、簡素で平

坦面を形成 している。

竪坑 を半裁 した段階で

北東壁 の上層堆積状況 を

観察 した結果、竪坑埋土

Fig 39 6号 地下式横穴墓堅坑土層断面図 (1/40)

は板閉塞が朽ち、竪坑側埋上の重力により玄室内に流れ込んだと解釈でき

玄室内に副葬された遺物の量などとも対応する。

3)遺物の出土状態

玄室中央よりやや右側壁に土師器不 1(72)の みが確認 された。

4)出土遺物 (Fig.40)

72は不で日径 12.2cIIlで 底に木の葉紋が施されている。粗粒であるが、

横ナデ、板ナデにより整形されている。

本地下式横穴墓の築造年代及び使用年代は、土師器 1点のみの出上で

あることから明らかにはできないが、地下式横穴墓の構造からみても6

世紀末から7世紀初頭頃と予想される。

る。追葬痕跡は確認できず、

＋
И

H=24500m
H

H=2400蛉 Hi=24 000m

1 10YR〃2  しまりなし    縦 なし
2 10YRワ8  しまりややあり  船泄なし
9 ,OYR1 71 しまりややあり  お世あり
■ iOYRγ2  しよりあまりなじ 粘性あまりなじ
5 7 5YR2/1 しよりややあり  /11Lあ り
O iOYR3/2  しまりややあり  略性ややあり

璽鶉

-31-

Fig 40 6号地
‐
臣輔訪選出鞠 図(1/4)



く ,士

AL

OL

0                                   2m

Fig.41 6号地下式横穴墓実測図 (1/40)

-32-



7号地下式横穴墓 (Fig.42・ 43)

1)立地

調査区中央西側 6号地下式横穴墓の南東側に

所在する。検出面は標高約23.6～ 24.2mで ある。

2)規模と構造

7号地下式横穴墓は全長4.48m、 玄室奥行1.82

m・ 幅2.3～ 2.36m・ 高さ不明、玄室床面積4.24

だの隅丸長方形プランを呈す。天丼は ドーム形

と思われるが、既に崩落していたことから明ら

にはできない。

竪坑は長さ4.48m、 幅1.88m、 深さ0。 97mの

隅丸方形プランである。降り口傾斜角は48° で

掘削されてお り、竪坑傾斜角は18° 、両側壁は

5S° で立つ。降 り口側の右隅にステップらしき

窪みが確認できた。羨門部傾斜角は約63～ 75°

で立ち、羨門は天丼部がほとんど崩落している
Fig,42 7号地下式横穴墓位置図 (1/100)

ことから明らかにはできないが、側壁が床面から40clll程 直に立ち上がることから蒲鉾形であろうと思わ

れる。羨門部下の床面は緩傾斜のまま玄室へと延びる。

閉塞の方法は、羨門部手前に板閉塞を行った際の板をはめ込んだとみられる幅25cIII程 の溝が確認でき

たことから羨門部板閉塞と思われるが、羨門部玄室側にも幅20～30cm程の溝が確認できた。このことは、

解釈に苦しむが、ただ単に 2箇所の閉塞を行った可能性 と追葬時に閉塞の位置が変わつた可能性がある。

玄室内には礫などによる屍床はなく、平坦面を形成 している。

また、羨門部床面中央あたりに径 10clll程のピントが 1つ確認できた。この穴は玄室側から竪坑側に傾

き、掘削されてお り、これに木などを立てた場合、その内側に立てられる閉塞板の支えとして利用でき

る。 したがって、やはり死者再生を恐れての封印を意識 したものの可能性が高い。

天丼は既にほとんどが崩落 してお り、玄室内には大量の上砂が流れ込み充填されていた。本地下式横

穴墓の竪坑上には、溝が切 り合つてお り、調査時に地下式横穴墓の堅坑と判断することができずに、竪

坑部を掘 り下げてしまったことから、土層の堆積状況を検討することはできなかった。

3)遺物の出土状態

左側壁側に須恵器蓋不 5(73・ 77～80)が全て伏せた状態で、一方、右側壁側は須恵器蓋郭 4(74～ 76・ 81)

が内側を上に向けて出上した。また、左側壁側には蓋杯の側に耳環 2(85・ 86)が検出されたことから、

これら蓋杯は枕 として用いられた可能性が高い。右側壁側にはハノウと須恵器密片も各 1点ずつ出土し

た。頭 と足の対象性が蓋邦にも反映されたものではなかろうか。奥壁側にはミニチュア土器 1(83)が 出

土した。

また、竪坑からは土師器高杯脚部片 (87)な どの上師器片が数点出上した。

4)出土遺物 (Fig.44)

73～ 76は不蓋で日径 H。 1～ 13.Ocmを測 り、ヘラ削 りの範囲は74が 1/3程度、75が 1/2程度であるが、73

は回転切 り離 し、76はヘラ削 りの範囲がごく僅かである。77～ 81は杯身で受部径13.3～ 13.9cIIlを 測 り、
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H==23500m

o                                   2m

Fig 43 7号地下式横穴墓実測図 (1/40)
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ヘラ削 りの範囲は1/7～ 1/2程度 とばらつきがあり、蓋とも一致する。82はハツウで日縁部径12.3cmで胴

部より拡がる。透かし穴を貫通 した折 りの粘上が内部に遺存 している。83は甕形のミニチュア土器で日

径6.8cm、 器高4.Ocmで ある。84は須恵器甕の胴部片で外面に叩きの痕跡が遺存する。 85・ 86は銅芯銀箔

張耳環である。87は 高邦で脚部のみ1/2程遺存している。外面は丁寧にミガキが施されている。

本地下式横穴墓の築造年代及び使用年代は、九州編年ⅣB期、陶邑TK209型式新段階併行期に対応 しよ

う。

翻 83

0         1∝ m

Fig.44 7号地下式横穴墓出上遺物実測図 (1/4、 85・ 86は 1/2)
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8号地下式横穴墓 (Fig。 45～ 47)

1)立地

調査区ほぼ中央 7号地下式横穴墓の北東側に

重機による表土剥ぎ取 り時に、天丼が陥没 し検

出された。検出面は標高約23.6～ 23,9mで ある。

2)規模と構造

8号地下式横穴墓は全長469m、 玄室奥行1.34m・

幅1.94～ 2.17m・ 高さ不明、玄室床面積2.75∬

の長方形に近い台形プランを呈す。天丼はほと

んどが既に崩落していたことから詳細にできな

いが、側壁が床面から40cm程 直に立ち上がるこ

とから蒲鉾形であろうと思われる。

堅坑は長さ2.79m、 幅1.34～ 1.96m、 深さ1.13m

の縦長逆台形プランである。降 り口傾斜角は48

°
で 2段に掘削されてお り、竪坑傾斜角は21° 、

中位に幅約30cmの平坦面が造 られ、やや内湾し

〆
と
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恭
域 域
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Fig.45 8号 地下式横穴墓位置図 (1/100)
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ながら床面に至る。また、両側壁は72～ 78° で立つ。羨門部傾斜角は約 74° で立ち、羨門の形は上方が

やや丸まる長方形である。羨門部下の床面は羨門部前面が最も深 く、約 10° の緩傾斜で玄室へと延びる。

竪坑降り口側右隅のテラスに径25～40cm程 の円形の足場が 1個穿たれている。竪坑左側壁上部にも径

80clllの 半円形の窪みが確認されたが、遺構検出時には既に確認 されていたことから後世に掘削されたイ

モ穴の可能性が高い。

屍床は羨門部玄室側に20～25cm程 の 3個の川原石を横に並べ、奥壁及び両側壁にやや大きめの石をコ

の字状に配 し、その中をそれよりも小振 りの川原石で充填 し形成されている。この小振 りな石は、ほと

んどが縄文の集石遺構に使用されていた焼石を転用してある。

閉塞の方法は、板閉塞時

に使用 したような溝などの

痕跡がなく不明である。竪

坑を半裁 した段階で南西壁

の土層堆積状況を観察 した

結果、 6層 と 7～ 9層 の間

に斜めにラインが とお り、

追葬面の可能性 も残 る。 ま

た、竪坑埋土は、 1・ 1'・ 8層

などが羨門側に流れ込んで

Fig.47 8号地下式横穴墓堅坑土層断面図 (1/40)

ることから板閉塞が朽ちた段階で、一気に竪坑埋上が流れ込んだ可能性も示唆される。

3)遺物の出土状態

土器類は全て須恵器で、玄室左側壁側に不身 1(91)、 左側壁寄 り奥壁TRlに 杯蓋 1(88)、 右側壁側に邦

蓋 2(89。 90)が 88・ 89。 91は伏せて、90は横向きの状態で出上 した。

鉄器は奥壁の左側壁寄 りに鉄鏃 1(92)が 出土した。

左右側壁側に置かれた遺物はほとんどが伏せた状態で出上し、枕として使用されたことを考慮すると、

玄室内の被葬者は 2体が頭位を逆に入れられたとも想定される、また、左側壁側の遺物の位置が奥壁側と

側壁中央出上したことから想定すると奥壁側と前壁側に 2体が頭位を同じくして埋葬された可能性も残る。

4)出土遺物 (Fig.48)

88～90は不蓋で口径12.3～

13.lcmを測 り、ヘラ削 りの範

囲は1/5～ 1/7程度であり狭い。

91は邦身で受部径13.4cmを測

り、ヘラ削 りの範囲は1/4程

度である。92は腸快三角形鏃

で現存鏃身長4.6cm、 幅3.6cm

を測る。全面が錆びているが、

形状は良好である。
Fig 48 3号 地下式横穴墓出土遺物実測図 (1/4、 92のみ1/2)

本地下式横穴墓の築造年代及び使用年代は、九州編年ⅣB期、陶邑TK209型 式新段階併行期に対応 しよ
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9・ 10号地下式横穴墓 (Fig。 49・ 50)

1)立地

調査区ほぼ中央やや東より8号地下式横穴墓の

東、 2号住居跡 と切 り合つて所在する。検出面は

標高約23.6mである。

2)規模と構造

9号地下式横穴墓は竪坑を10号地下式横穴墓 と

切 り合いないしは共有することから10号の竪坑を

仮に 9号の竪坑 と考えた場合の全長は3.46mで あ

る。玄室奥行1.26m。 幅1.66～ 1.9m・ 高さ不明、

玄室床面積2.24だ の横長台形プランを呈す。天丼

はほとんど陥没 しており詳細は不明であるが、四

壁は床面から約60cIIlま ではやや内傾するもののほ

ぼ直に立ち上がることから蒲鉾形を呈すと思われる。

堅坑は上記のように不明であるが、 9号地下式

横穴墓の羨門部前に1.8× 1.8m程、深さ約20clllの

不整形精円の窪みがあり、本来の竪坑が10号地下式構築時に上部のみ破壊されたのか、やはり竪坑は10

号地下式と共有 しており、竪坑を意識 した掘込みを構築 したのかは不明である。降り口傾斜角は59° で

掘削されてお り、竪坑傾斜角は32° である。羨門部傾斜角は約74° で立ち、羨門は隅九長方形であろう

と思われる。羨門部下の床面は緩傾斜のまま玄室へ と延びる。

閉塞の方法は、羨門部手前に板閉塞を行つた際の板をはめ込んだとみられる幅20～ 25cm程の溝が確認

できたことから、羨門部板閉塞であると思われる。

屍床は10～ 30cm程度の川原石が乱雑に並べられて形成 してある。

10号地下式横穴墓は全長6.06m、 玄室奥行 1,15m・ 幅1.95m・ 高さ不明、玄室床面積2.24ポの横長楕円

形プランを呈す。天丼は四壁が床から約40cmま ではやや内傾するもののほぼ直に立ち上がることから蒲

鉾形 と思われる。

竪坑は長 さ4.36m、 幅1.46～ 1.72m、 深さは 9号地下式の辺 りが最も低く約1.15mで、それ以外の場

所で最低位は約 lmの長大な精円形プランである。降 り口傾斜角は29° で掘削されてお り、竪坑傾斜角

は 8° 、両側壁は59～ 66° で立つ。降り日側には 2個のピットが穿たれているが目的は不明である。羨

門部傾斜角は約 71° で立ち、羨門は隅丸長方形であろうと思われる。

羨門部下の床面は、羨門部前の窪みから約 10° の傾斜で玄室へと延びる。

閉塞の方法は、羨門部下に板閉塞を行つた際の板をはめ込んだとみられる幅20clll程 の溝が確認できた

ことから羨門部板閉塞であると思われる。

屍床は10～ 25clll程度の川原石が玄室中央部から奥壁側に横長に乱雑に並べられて形成 してある。

この長大な竪坑の降り口側は幅30clll程 のテラスが形成されており、これを足場として用いたと思われる。

また、 9号の左側壁奥壁側には径30cIIl程の大が穿たれていた。この穴の深さは、 2mポールでも壁に

届かず使用用途は不明であるが、可能性 として死者の再生を恐れ、死者が起き上がらないようこの穴に

丸太などを差 し込み、被葬者に抱えさせていたのかも知れない。調査後、この穴の終わ りを確認する予

0               2m

一
Fig 49 9・ 10号地下式横穴墓位置図 (1/100)
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定であったが、時間の都合上調査できなかつた。

また、これと同様なものは14・ 16。 18号などからも確認された。他の遺跡でこれと同様の例は、西都市

内の穂北横穴墓群からも確認 されている。

3)遺物の出土状態

9。 10号 ともに玄室内は良好に遺存していた。

9号は左側壁側に須恵器不蓋 1(93)と 14・身 1(95)、 右側壁側に郷身 1(96)、 中央よりやや右寄 り羨門

側に不蓋 1(94)が出上した。これら蓋郷は、全て伏せた状態で出土した。また、玄室内の埋土から土師

器菱月同部片 1が 出土しているが、天丼部上部からの流込みの可能性が高い。

10号は玄室右側壁奥壁隅から須恵器杯蓋 1(97)。 イ身 1(98)、 玄室羨門側右袖から平瓶 1(99)が出土

した。97は 内面を上にし、98は伏せた状態で置かれているようではあったが、97は 当初、98の上に被せ

られていたものが、その後、転がつたようにも見受けられる。

人骨は 9号から骨片が少量検出されたが、10号は朽ち果ててしまっている。

本地下式横穴墓は調査の都合上、土層断面を実測し得なかつたので、土層の堆積状況から各地下式横

穴墓の切 り合い関係や追葬の可能性を検討できないのが惜 しまれる。追葬に関しては、 9号は左側壁側

と右側壁側から出土した遺物に型式差が明らかにあり、最低 2体の埋葬を行つている。一方、10号は遺

物の量も 1組程度で、型式差もないことから 1体のみの埋葬であろうと思われる。

4)出土遺物 (Fig.51)

93・ 94はイ蓋で93は 口径 13.7cm、 94は 口径 11.9cIIlを測 り、ヘラ削りの範囲は93が 1/6程度、94はヘラ切

り離 し調整である。95・ 96は邦身で95は受部径 16.2cm、 96は受部径 12.2cIIlを測 り、ヘラ削りの範囲は95

は風化のため不明で、96は 1/4程度である。 93・ 95と 94。 96はセット関係にあると思われる。

97は不蓋で口径 11,9cIIlを測 り、ヘラ削 りの範囲は1/7程度である。98は杯身でかなり焼き歪みがある

が、受部径13.2cmを測 り、ヘラ削 りの範囲は1/3程度である。99は平瓶で日縁部端を一部欠損 している

が、他は良好に遺存しており胴部は角張り、平底気味である。胴部最大径は15。 3cmを測 り、ヘラ削 りの

範囲は1/3程度である。胴部全体にカキロが施 されており、肩部ににぶい黄橙色の灰被 りが認められる。

また、96は一、97は ×印のヘラ記号が刻印されていたd

9号地下式横穴墓の築造年代及び使用年代は、九州編年ⅣA期からV期、陶邑TK209型式古段階からTK

217型式新段階併行期に対応 しよう。一方、10号地下式横穴墓の築造年代及び使用年代は、九州編年ⅣB

期、陶邑TK217型式古段階併行期に対応 しよう。

Fig.51 9・ 10号地下式横穴墓出土遺物実測図 (1/4)

9号遺物 10号遺物
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11号地下式横穴墓 (Fig.52・ 53)

1)立地

調査区中央よりやや北東側、 9・ 10号地下式横

穴墓の北東側に所在する。検出面は 1号住居跡

床面であり、標高約23.3mで ある。

2)規模と構造

11号地下式横穴墓は全長3.81m、 玄室奥行0。 91m・

幅1.44m。 高さ不明、玄室床面積1.31ポ の横長不

整形精円プランを呈す。四壁は床面か らカーブ

をなしながら立ち上が り、天丼部は既に崩落 し

てお り明らかにできないが、おそらく ドーム形

になると思われる。

竪坑は長さ2.79m、 幅0,73～ 1.74m、 深さ0.71m

の縦長隅丸三角形プランである。降 り口傾斜角

は40° で掘削されてお り、竪坑傾斜角は 15° 、

両側壁は76～ 78° で立つ。降 り口側は 1段テラ

スが設けられてお り、床面へ と続 く。羨門部傾

Fig.52 11号 地下式横穴墓位置図 (1/100)

斜角は約 71° で立ち、羨門は上部が既に崩壊 していることから詳細にはできないが、横長楕円形と思わ

れる。羨門部下の床面は一段上がり玄室へと延びる。堂ヶ嶋第 2遺跡は、河岸段丘上の遺跡であること

から、竪坑床面には自然礫層が露出している箇所が認められる。

竪坑降り口側上部及び底には径20cm弱 のピットが各 1つ、また、竪坑右側壁側中央上部にも径30cmの

ピットが 1つ穿たれている。住居跡 と切 り合つていることから、これ らピットの利用法に関しては明ら

かにできないが、竪坑降り口側上部に穿たれている柱穴に関しては標柱的な柱が立っていた可能性もある。

閉塞の方法は、板をはめ込んだとみ られるような溝も確認できず不明であるが、羨門部傾斜角が71°

と倒れていることから板を立てかけていた可能性が高い。

玄室内には20～ 40cIIl程 の川原石が 4個不規則的に置かれているのみで、遺物は何も出土しなかった。

この地下式横穴墓は第 1号住居跡内に竪坑がおさまり、玄室は住居跡の外に出ている状態である。住

居跡 との関係については、住居跡の方が先に造られ、その後、地下式横穴墓が築かれたと思われるが、

ただ単に住居跡 と切 り合 うだけではなく、住居跡内に規則的に配されていることから、住居跡が所在 し

ていたことを知っていたのか、住居跡廃絶後すぐに築かれたと考えられる。また、可能性 として住居を

モガリ屋的なものとして利用し、その中に地下式横穴墓を築いたとも予想 される。

追葬に関しては、遺物が出土していないことなどから不明であるが、玄室のプランがかなり狭小なこ

とからも 1体のみの埋葬であつたと思われる。

3)遺物の出土状態

玄室内・竪坑ともに遺物は何も出土せず、人骨は朽ち果てている。

4)出土遺物

出土遺物は、唯一何も出上しなかった。

本地下式横穴墓の築造年代及び使用年代は、出土遺物が全くなかつたことから不明であるが、玄室の

規模や構造から7世紀初頭頃の可能性が高いと予想される。
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12号地下式横穴墓 (Fig.54～ 56)

1)立地

調査区中央東側、 9。 10号地下式横穴墓の南東

に所在する。検出面は標高23.3～23.4mである。

2)規模と構造

12号地下式横穴墓は全長4,05m、 玄室奥行1.11

m・ 幅1.62m。 高さ不明、玄室床面積1.8ドの不整

形精円形プランを呈す。天丼はほとんどが崩落

していることから明らかにできないが、床面か

ら既にカーブする ドーム形と思われる。

竪坑は長さ2.45m、 幅1.56～ 1,97m、 深さ0,72

mの竪坑右側壁がやや膨 らむ縦長隅丸方形プラ

ンである。降 り口傾斜角は49° で掘削されてお

り、竪坑傾斜角は 16° 、両側壁は61～ 71° で立

つ。降 り口側には中央部に幅20cIIl程 のテラスが

設けられている。
Fig.54 12号地下式横穴墓位置図 (1/100)

竪坑の底にはカシフバン下層の河岸段丘の自然礫層が露呈してお り、これを竪坑床面として利用 して

いる。

羨門部傾斜角は約72° で立ち、羨門は天丼部が既に崩落してお り明らかにできないが縦長楕円形を呈

すと思われる。

閉塞の方法は、川原石閉塞である。20cIIl程 の川原石の長い方を差 し込むような形でまず充填され、そ

の後、それら石と羨門を援 うように10～ 20cm程 の川原石で被覆 してある。その上に粘土などの目張 りは

行われていない。閉塞石の内、閉塞時の最初に差し込まれた川原石が 1点、玄室側に転落していた。

玄室内には右袖側に石が 1個置かれているのみであり、屍床は築かれていない。

竪坑を半裁 した段階で西壁の

土層堆積状況を観察 した結果、

降り口側からの流込みが確認さ  与
れた、H層上面に斜めのライン  専
が確認されたが、羨門の高さを  ξ

10

考慮するとこれは追葬ラインと  と
は考え難い。

(1/40)

3)遺物の出土状態

玄室内は既に天丼が崩落 し多量の上砂が堆積 していたが、良好に遺存 していた。右側壁側に須恵器邦

蓋 1(100)と イ身 1(101)が伏せた状態で、玄室中央羨門側に平瓶 1(102)が横に倒れ、左側壁側に上師

器高不 1(103)が斜めに傾き出上した。

人骨は既に朽ち果てている。また、閉塞部の埋土からは土師器甕の小破片も出土した。

労

―

抵

H==23 600m

『Ｄ10YR3/3
2 5YR72
10YRγ4-4/6
10YR5/8
10YR4/4
10YR4/4～76
7 5YR5/6
7 5YR4/3-4/4
10YR5/6～4/6
10YR2/1～ 17/1
10YR5/6～5/8
10YR4/6
10YR7/6
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4)出土遺物 (Fig。 57)

100はイ蓋で日径約12.Ocmを測 り、ヘラ削りの範囲は1/4程度である。 141イ身で受部径12.4cmを 測 り、

ヘラ削りの範囲は1/2程度である。 102は平瓶で日径6.7cm、 器高14.Ocmを測る。口縁部を一部欠損する。

胴部にはカキロが施 されてお り、底から1/3程度は回転ヘラ削りで仕上げられている。103は土師器高坪

で口径■.8cm、 器高8.85cmを 有する。不部は外・内面とも横方向のミガキが右下から左上に施され、脚

部は外面を下から上方向に板状ナデ、内面を横ナデ、脚部と郷部の接合箇所は指押さえで、丁寧に仕上

げられている。

本地下式横穴墓の築造年代及び使用年代は、九州編年ⅣB期、陶邑TK217型式古段階併行期に対応 しよ

う。

Fig 57 12号地下式横穴墓出上遺物実測図 (1/4)

13号地下式横穴墓 (Fig.58・ 59・ 61)

1)立地

調査区中央やや南側 1号地下式墓寄生型消失

円墳の周溝から竪坑を穿ち、玄室を外側に配 し

所在 している。検出面は、標高23.8mで ある。

2)規模と構造

13号地下式横穴墓は全長5。 44m、 玄室奥行1.68m・

幅2.21m。 高さ不明、玄室床面積3,71だの横長

楕円形プランを呈す。天丼は床面からカーブす

るドーム形である。

竪坑は周溝内に穿たれるため、周溝内側の上

端から計測 し長 さ3.12m、 幅1.68～ 1,72m、 深

さ1.22mの縦長隅丸方形プランである。降り口

傾斜角は47° で掘削されてお り、竪坑傾斜角は

21° 、両側壁は79～ 85° で立つ。降り口側 (周

溝内側)には足場はないが、周溝底と竪坑底の

高低差は約50cmで あり、周溝を墓道的に用い上

り下 りを行ったと予想される。また、竪坑羨門部側の床面は10～ 15cm程窪んでいるが、掘削時の作業面

として堀 り窪められた可能性 と羨門が低いことから玄室内へ入 り易くするための工夫と思われる。羨門

部傾斜角は約84° で立ち、羨門は蒲鉾形である。羨門部下の床面は緩傾斜を保ちながら玄室へ と延びる。

Fig.58 13号地下式横穴墓位置図 (1/100)

-45-



閉塞の方法は、羨門竪坑側の左袖に偏平な石が立てかけられていたことから、この石は閉塞板が手前

に倒れないように押さえた石と予想 され、羨門部板閉塞と思われる。

玄室内は右側壁及び奥壁側にやや大きめの

石が配され、中央部から左側壁には小振 りの

石がぎつしりと充填された屍床が形成されて

いる。右側壁前壁側に置かれている石は偏平

で長 く、枕として用いられた可能性が高い。

この屍床に関しては、敷石の形状からの判断

であるが、 3体分の屍床である可能性がある。

左側壁から奥壁にかけて10～ 30cm程の石が敷

かれた箇所 (第 1屍床 )、 玄室中央に10clll程 の

H=23 00Gn

鵜
D

0                 1m

|

珍
5cm

Fig。 59 13号地下式横穴墓土層断面図 (1/40)

小振 りな石が敷き詰められた箇所 (第 2屍床 )、 前壁側の15～ 35cm程 のやや大きめの石が敷かれた箇所

(第 3屍床)の 3箇所である。それぞれの端には枕として用いたと思われる、大きめの石が置かれている。

このことから、第 1・ 2屍床は北西向きに、第 3屍床は南東向きに頭位を配 していた可能性が高い。

また中央部左側壁側には径30cm程 の石が敷かれていない空白箇所がある。これは、羨門都床面に 9個、

竪坑に12個の石が散乱しており、追葬時に玄室内から持ち出された可能性が高い。

竪坑を半裁 した段階で北西壁の上層堆積状況を観察した結果、追葬は確認できなかつた。

3)遺物の出土状態

玄室内は良好に遺存してお り、左側壁から杯蓋 1(104)と 不身 1(105)、 中央奥壁側に手鎌 1(106)、

右側壁羨門部袖付近に鉄鏃茎部 1(107)と 耳環 1(108)が検出できた。

人骨は既に朽ち果てている。

4)出土遺物 (Fig。 60)

104は杯蓋で口径 12.3clllを 測 り、ヘラ削 りの範囲は2/5程度である。 105は不身で受部径13.lcmを測り、

ヘラ削 りの範囲は1/2程度である。106は手鎌 と思われる。現存長5.7cm、 幅2.05～ 2.4cIIl程が遺存 してい

る。断面は三角形状を呈し、鏑部は 4 11ull程度である。しかし、かなり錆が付着 してお り、詳細な形状は

明らかにできない。 107は鉄鏃の茎部である。現存長6.Ocm、 幅8.0～ 1.4cIIlで、断面は厚さ4 11ull、 幅1.0

cIIl程 の長方形である。鏃身部が欠損 してお り形状は不明であり、錆がひどい。108は銅芯金箔張耳環で

ある。径は2.7～ 3.Oclllを 測 り、かなり腐食が進んでいるものの、金箔は良好に遺存 している。

本地下式横穴墓の築造年代及び使用年代は、九州編年ⅣB期、陶邑TK209型式新段階からTK217型式古

段階併行期に対応しよう。

―
づ

Fig 60 13号地下式横穴墓出土遺物実測図 (1/4、 106～ 108は 1/2)

聰馳噸］呻
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14号地下式横穴墓 (Fig。 62～ 64)

1)立地

調査区南方西側 1号地下式墓寄生型消失円墳

周溝の西北西側周溝から墳丘中心に向け所在 し

ている。検出面は標高約23,7～ 23.8mで ある。

2)規模と構造

14号地下式横穴墓は全長4.39m、 玄室奥行1.6

m。 幅2.01m・ 高さ0,70m、 玄室床面積3.22ピの

主軸より右側に長い楕円形プランを呈す。玄室

両側壁が床面から約30clllま でやや外に開きなが

ら立ち、その後、内湾する。奥壁側は床から約

20cmが緩く内湾 しながら立ち上がり、その後内

傾する。これらのことから、天丼は蒲鉾形から

ドーム形への過渡期の段階である。

竪坑は長さ2,18m、 幅1.53～ 2.lm、 深さ1.39m

の縦長蒲鉾形プランである。降り口傾斜角は57°

Fig.62 14号地下式横穴墓位置図 (1/100)

で掘削されてお り、竪坑傾斜角は30° 、両側壁は75° 程度で立つ。降 り口側 (周溝外側)の床面には赤み

がかつた粘質土が50cm程人為的に盛 られてお り足場が築かれている。

羨門部傾斜角は約74° で立ち、羨門は左側壁側がやや外側に拡がる蒲鉾形である。床面は羨門部玄室

側まではほぼ平らであるが、そこから10clll程上がり玄室に至る。

閉塞の方法は、板をはめ込んだとみられる溝などは確認できなかつたが、羨門部傾斜角が74° とやや

倒れていることから板を立てかけるだけでも十分だつたと思われる。

竪坑を半裁 した段階で南

西壁の上層堆積状況を観察

した結果、板閉塞が朽ち果

て堅坑降 り口側から羨門に

向かつて上が流入 し玄室内

に流れ込んだと解釈できた。

調査中、誤つて竪坑検出面

から下に約60～ 70clllま でが、

それより下部の土層断面よ

り南側に50cm掘 りすぎたこ

とから上層と下層でセクショ

ンにズレがある(Fig,63)。

しまりややあり  消艦あり
しまりややあり  お惜あり

/1 しまりあり    鵜艦ややあり
1  しまりややあり  瑞艦あり
/1 しまりあまりなし 路艦力おりあり

しよりややあり  贈艦あり
しまりあまりなし 璃憎わ輩りあり
しよりややあり  恥惟あり

3/2 しまりややあり  躍催あり

lC 10YRIフ ト3/3 しまりややあり  お艦かなりあり
11 10YR3/2-3/3 しまりあまりなし路艦あり
1■ lllYR3/23/3  しまりあまりなし粕性あり
12 10VR1 71   しまりなし   摯艦かなりあり
,a 10YR1 71   しまりなし    翠‖あり
■ 10rR4/4  味 りあり  粘睦あり
15 10rRγ 3    しまりややあり  名艦力輩りあり
16 10YR3/3    しまりあり   絡艦力遺りあり

Fig.63 14号 地下式横穴墓土層断面図 (1/40)

屍床は10～ 20cm程の川原石を玄室中央部から奥壁側にのみ0.8× 1,3m程の範囲で横長に構築されている。

また、 9号同様に、右側壁前壁側に径35～ 40cIIl、 深さは 2m以上の穴が穿たれていた。これらの用途

に関しては、 9号で述べたような可能性があると思われる。他に16。 18号からも16号が玄室右奥隅。18号

が玄室左奥隅から確認されているが16。 18号地下式横穴墓の説明の中では省略する。
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Fig.64 14号地下式横穴墓実測図 (1/40)
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3)遺物の出土状態

玄室内は良好に遺存 してお り、羨門部玄室側に上師器鉢 1(110)、 玄室中央やや左側 と左側壁前壁隅

に郷 4(111～ 114)、 玄室中央よりやや手前の左側に須恵器無蓋高郷 1(109)、 玄室中央右側壁側に耳環

1が確認された。耳環は、調査中に地下式横穴墓が何度も水没し、紛失した。人骨は既に朽ち果てている。

また、竪坑からは竪坑検出面より50cIIl程下からイ身 1(116)・ 短頸壷 1(118)・ 長頸壷 1(117)。 須恵器甕

1(119)、 土師器杯 1(115)・ 甕月同部小破片、耳環 1(120)が出土した。また、H5～ H8・ 119の一部は、 1

号消失円墳周溝実測時に誤つて取 り上げてしまつたことから、Fig.64に は図示できない。

4)出土遺物 (Fig.65)

109は無蓋高杯のイ部である。かなり焼き歪みがあるが、口径は11,9cIIlで ある。胴部中央 と下部が突

帯状に張り出している。 110は 口径 12.6cm、 器高5.6cIIlの鉢である。 111～ 115は 日径12.1～ 14.9cm、 器高

4.15～ 5.lcmの 土師器杯である。 HO・ 113～ 115は内外面共に横ないし斜め方向のミガキが施 されている

が、111・ 112は外内面共に器面風化の為、不明である。また、H5は外面に家ないしは船を模 したような

線刻画が認められる。116は杯身で口径 11.lclxlを 測 り、ヘラ削りの範囲は1/4程度である。117は長頸壺

の口縁部～頸部片で口径8.4cmを測る。日縁部最大径は8.65cmで端部から8 11ull下 がつた箇所に位置する。

日縁部中央よりやや上位に幅 3 11Ellほ どの沈線が 1条廻る。■8は短頸壺で口径6.6cm、 胴部復元径 10.5clxl、

器高6.55cmを測る。 日縁部端はやや外湾 しながら立ち上がり、端部は丸まる。ヘラ削りの範囲は2/5程

度である。H9は甕 口縁部～肩部片である。竪坑内から2片出上し、接合はできなかつたが同一個体で

ある。 日縁部復元径は20.5cmを測 り、頸部にカキロ、肩部に格子 目叩きが施され、それより下位はカキ

目で消されている。120は銅芯金箔張耳環で一部金箔が剥離している程度で良好に遺存している。

本地下式横穴墓の築造年代及び使用年代は、須恵器が 1点のみであることから時期比定には苦 しむが、

追葬の可能性が低いと想定すると九州編年ⅣB期、陶邑TK217型式古段階併行期に対応 しよう。

に
26

じm

Fig.65 14号 地下式横穴墓出土遺物実測図 (1/4、 120のみ1/2)
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15号地下式横穴墓 (Fig.66～ 69)

1)立地

調査区南西 1号地下式墓寄生型消失円墳の周

溝西側から墳丘中心に向け所在 している。検出

面は標高約23.5～ 23.7mで ある。

2)規模と構造

15号地下式横穴墓は全長3.28m、 玄室奥行1.32

m。 幅1,92m・ 高さ不明、玄室床面積2.53だ の横

長の楕円形プランを呈す。天丼は床面からカー

ブする ドーム形である。

竪坑は長 さ1.28m、 幅1.37m、 深 さ1.15mの

横長精円形プランである。周溝外側の降 り口傾

斜角は88° で掘削されており、竪坑傾斜角は39° 、

左側壁が43° 、右側面は79° で立つ。降 り日は

周溝を墓道 として利用 したと思われ竪坑右側面

に 2段のテラスが階段状に構築されている。

羨門部傾斜角は約60° で立ち、羨門は横長の

隅丸方形である。羨門部下の床面は約 27° の傾

斜で上 り玄室へと続く。

閉塞の方法は、川原石閉塞である。40～50cm

程の川原石の長い方を差し込むような形でまず

充填 され、その後それ ら石 と羨門を覆 うように

20～40cmの 石で被覆 してある。その上に粘土な

どの目張 りは行われていない。閉塞石を外 し床

面を精査すると閉塞石が水平に充填できるよう

に羨門部下に粘質土を盛 り平坦面を形成してあっ

た。

屍床は10～ 30cIIl程の川原石を雑に敷いてある。

天丼が既に崩落 してお り玄室内には大量の上砂が

充填されていたが、竪坑側からの埋土とは質が異なっ

ていたことから土層の堆積状況を観察すると、人為

的に竪坑が埋め戻されたと解釈できる。

Fig 66 15号 地下式横穴墓位置図 (1/100)

15号地下式横穴墓閉塞石実測図 (1/40)

Fig 68 15号 地下式横穴墓堅坑土層断面図 (1/40)
3)遺物の出土状態

玄室内は良好に遺存 しており、羨門部玄室側に須恵器郷蓋 2(121・ 122)と イ身 2(123・ 124)、 土師器甕

1(125)、 左側壁前壁側隅に土師器高邦 1(126)、 玄室中央に刀子 (127)が確認 された。人骨は既に朽ち

果てている。

4)出土遺物 (Fig.70)

121。 122は邦蓋で口径H.6～ H.8cmを測 り、ヘラ削りの範囲は121が 1/4程度、122が 1/6程度である。 123・
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Fig.69 15号 地下式横穴墓実測図 (1/40)
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124は邦身で受部径12.2～ 12,7cIIIを 測 り、ヘラ削 りの範囲は1/2弱 程度である。125は土師器小型甕で口

径 11.Ocm、 器高9.9cIIlcmを 測 り、底部には木の葉紋が遺存している。126は丹塗 り高郭で口縁部径 19.lclll、

器高12.5cmで ある。 127は刀子で現存長7.25cm、 復元幅1.4cm程であるが錆が著しく形状は詳細にできな

い。

本地下式横穴墓の築造年代及び使用年代は、九州編年ⅣB期からV期、陶邑TK217型式古段階からTK217

型式新段階併行期に対応 しよう。

1斡

123

Fig.70

0                                  20cm

15号地下式横穴墓出土遺物実測図 (1/4、 127のみ1/2)

16号地下式横穴墓 (Fig,71～ 73)

1)立地

調査区南方やや西側に 1号地下式墓寄生型消失

円墳の周溝西側から墳丘中心に向け所在 している。

検出面は標高約23.6～23.7mで ある。

2)規模と構造

16号地下式横穴墓は全長4.29m、 玄室奥行1.33

m。 幅2.08m。 高さ0,7m、 玄室床面積2.77ピの横

長楕円形プランを呈す。天丼は床面からカーブす

るドーム形である。

竪坑は周溝内に穿たれるため、周溝内TRllの 上端

から計測 し長さ2.28m、 幅2.38m、 深さ1.24mの

不整形方形プランである。降 り口(周溝外側)傾斜

角は72° で掘削されてお り、竪坑傾斜角は28° 、

両側壁は62～ 72° で立つ。恐らく周溝を墓道とし
Fig 71 16号 地下式横穴墓位置図 (1/100)

て用いたと予想され、周溝部外側 (降 り口側)壁には足場などはない。周溝 と玄室の高低差は、左側面で

60cmあ るが、右側面では高低差がないことから、竪坑左側の周溝が墓道的な役割をなしていたと思われる。

羨門部傾斜角は約60° で立ち、羨門は両側壁が直に立ち、天丼部でややカーブする蒲鉾形である。羨

門部下の床面は竪坑とほぼ同レベルであるが、かなり弱い緩傾斜で玄室へと延びる。

D
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Fig.72 16号 地下式横穴墓実測図 (1/40)
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閉塞の方法は、羨門部竪坑側

床面に20clll程 の石が 2個横向き

に並べられていた。この石は、

恐らく板閉塞を行った際に、板

を押さえたものと思われる。

屍床は羨門部半ばから玄室全

体にぎっしりと礫を敷き詰め構

築されている。 しかし、羨門部

から玄室中央手前までと右側壁

から奥壁にかけて、また、玄室
Fig.73 16号 地下式横穴墓土層断面図 (1/40)

左側壁中央から前壁隅にかけて用いられている石は大きさが異なる。玄室中央よりやや竪坑側には大き

めの石が玄室中央で最も窪むような弧を描いて配され、その中を小振 りの石で充填 したような配置であ

る。また、これから羨門部にかけては、その後の追葬時に屍床の拡張を行った可能性が示唆される。ま

た、玄室中央やや竪坑側の屍床上には20cIIl程 の石が 1つ置かれていた。これは、羨門部竪坑側で閉塞板

を押さえたと思われる 2つの石の横に本来は収まつていたものが、後の追葬段階で玄室内に用いられた

可能性もある。玄室内に持ち込まれた以降は、枕 として利用されたのであろうか、詳細は不明である。

竪坑を半裁 した段階で西壁の上層堆積状況を観察 した結果、板閉塞が朽ち竪坑側埋上の重力で玄室内

に流れ込んだと解釈でき、追葬ラインは確認できなかった。

3)遺物の出土状態

玄室中央部やや左側に上師器鉢 1(130)、 左側壁側に須恵器不身 1(129)、 奥壁側やや左寄りに鉄鏃 2

(131。 132)、 右側壁側に須恵器杯蓋 1(128)と 鉄鏃 1(133)が 出土した。人骨は既に朽ち果てている。

竪坑からは、羨門部左側壁側床面に土師器高杯脚部 1(136)、 竪坑中央部羨門部手前床面に須恵器高

郭脚部 1(135)、 竪坑上部からはハノウ胴部 1(134)・ 土師器高イ脚部 1・ 甕小破片 1が出土した。

4)出土遺物 (Fig,74)

128は杯蓋で口径 12.9cIIlを 測 り、ヘラ削りの範囲は1/5程度である。129は邦身で日径11,9cmを測 り、

ヘラ削 りの範囲は1/5程度である。130は土師器鉢で日径 15,8cm、 器高5,7clllで ある。131は鉄鏃茎部で現
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存長6.3cm、 茎部は厚さ 2111111、 幅 9 11ull、 木芯都径 1.5～ 1,6clllを 測る。132は方頭鏃で現存長6.05cIIl、 復元幅

は1.0～ 2.3cIIlを測 り、鏃身部は錆び膨れの為、厚さ4 11ull程になつているが、本来は厚さ 2111111、 幅1.0～2.6

cIIl程 と思われる。 133は方頭鏃で現存長7.2cm、 復元幅0.8～ 2.5cIIl、 厚さ4111111程 である。131～ 133は錆が著

しく、詳細は不明である。134はハソウ胴部で胴都最大径は10.Ocm、 孔径は1.6cmを測る。肩部に幅 l llull程

の沈線が 1条廻る。135は長脚高杯脚部である。脚部中央部に幅 211111程の 2条の沈線が施されている。136

は土師器高郷の14h‐部から脚部で、外面は横。縦ミガキにより調整され、脚部下位には横線が数条廻る。

本地下式横穴墓の築造年代及び使用年代は、九州編年ⅣB期、陶邑TK209型式新段階併行期に対応 しよ

う。

17号地下式横穴墓 (Fig.75～ 80)

1)立地

調査区南方 1号地下式墓寄生型消失円墳の周溝

から墳丘中央に向け 1基の玄室 (1卜1号)を構築 し、

それ とは反対に周溝外側に長大な墓道を伴い、墓

道南西壁に 2基の小型玄室 (17-2・ 173号 )、 墓道

北東壁に 1基の小型玄室 (174号 )を構築している。

検出面は標高約23.2～ 23.7mで ある。

2)規模と構造

17-1号地下式横穴墓は全長10,15m、 玄室奥行

1.52m・ 幅1.92～ 2.27m・ 高さ不明、玄室床面積

3.18だ の横長長方形プランを呈す。天丼は既にほ

とんど陥没 していたことから詳細にはできないが、

玄室両側壁は床面から55～ 65cmま ではほぼ直に立

ち上が り、玄室奥壁は床面からカーブを描きなが

ら立ち上がることから、蒲鉾形からドーム天丼ヘ

の過渡期であろうと思われる。

竪坑は土層の堆積状況から以前、溝 として使用

されていた箇所が埋没 した後に設けられてお り、

溝も含む と14m程になるが、竪坑としての長さは

6.36m、 幅2.lmで先がすばまる長大な三角形プ

ランである。深 さは最も深い箇所が閉塞部で1.05

mで徐々に浅くなり、降 り口側では30cm程 になる。

降 り日傾斜角は16.5° で掘削されてお り、両側

壁は50～ 55° で立つ。降り日側には足場はない。

羨門部傾斜角は約80° で立ち、羨門は上部が下

部に比べて10cm程短い台形形である。羨門部下の

床面は一段上がり玄室へと延びる。

23 414m
2299飾
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Fig。 75 17号地下式横穴墓位置図 (1/100)
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閉塞の方法は、川原石閉塞である。40～ 45cm程の川原石の長い方を差し込むような形で 2石 と横方向

に 1石が配 され、その後、それら石 と羨門を覆 うように15～ 35cm程の石で被覆 してある。その上に粘土

などの目張 りは行われていない。閉塞石を外 し床面を精査すると、その下には板閉塞を行つた際の板を

はめ込んだとみられる幅20clll程 、堀 り方幅40cm程 の溝が確認できた。 したがつて、第 1次閉塞では羨門

部板閉塞であるが、最終閉塞では羨門部石閉塞へと変更されたみられ追葬が行われたようである。

玄室中央から右側壁にかけて屍床 と見なされる敷石があるが、中央部左側にある偏平な石は立った状

態で検出され、天丼崩落による偶然性も予想 されるが、追葬時の片づけが行われている可能性もある。

このようなタイプの墓制は、西都原台地上に所在する酒元ノ上横穴墓群に同様な形状のものがある。

酒元ノ上では地下式横穴墓と横穴墓の折哀型 とし、横穴墓の枠の中に納めている。

172号地下式横穴墓は竪坑を171号地下式横穴墓と共有することから全長は不明、玄室奥行0.62m・

幅0.89m。 高さ0.37m、 玄室床面積 0。 55♂の楕円形プランを呈す。天丼は床面からカーブを描きながら

立ち上がるドーム形である。

H==23200m

Fig.77 17-1号 地下式横穴墓実測図 (1/40)
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閉塞の方法は、墓道内の埋土で玄室までが埋

まっていたことから明らかにできないが、玄室

内の埋土が墓道の埋土と同質であることから、

板閉塞と予想される。

羨門部傾斜角は約 78° で立ち、羨門は上部が

崩落しており詳細は不明だが、隅丸長方形であ

ろうと思われる。

玄室中央部に手前から奥に 2列、横向きに川

原石が並べられ屍床を形成 している。

173号地下式横穴墓は竪坑を171号地下式

横穴墓と共有することから全長は不明、玄室奥

行0,6m。 幅0,9m。 高さ0.36m、 玄室床面積0.54

ポの精円形プランを呈す。天丼は床面からカー

ブを描きながら立ち上がるドーム形である。

閉塞の方法は、墓道内の埋土で玄室までが埋

まっていたことから明らかにできないが、玄室

内の埋上が墓道の埋土と同質であることから、

板閉塞と予想される。

羨門部傾斜角は約64° で立ち、羨門は幅25clll

程の横長楕円形を呈す。

玄室中央部に偏平な川原石が雑に並べられ屍

床を形成 している。

1作4号地下式横穴墓は、竪坑を171号地下式

横穴墓と共有することから全長は不明、玄室奥

行0.66m。 幅1.03m。 高さ0.45m、 玄室床面積0.68だ

の楕円形プランを呈す。天丼は床面からカーブ

を描きながら立ち上がるドーム形である。

羨門部傾斜角は約 72° で立ち、羨門は幅35cm

程の横長精円形である。閉塞の方法は、墓道内

の埋土で玄室までが埋まっていたことから明ら

かにできないが、羨門部床面に幅20cm程の溝が

確認されたこと、玄室内の埋土が墓道の埋土と

Fig 78 17-2号地下式横穴墓実測図 (1/40)

Fig 79 17-3号地下式横穴墓実測図 (1/40)

Fig.80 17-4号地下式横穴墓実測図 (1/40)

同質であることから、板閉塞と予想される。

玄室中央部には不整形な窪みが確認され、この窪みの羨門側には川原石が 1個置かれていた程度で、

屍床 としての敷石などは行われていない。

172・ 17-3。 174号に関しては、玄室規模が狭小であることから改葬墓などの可能性も示唆されるが、

これらに関しては第Ⅳ章第 1節で述べたい。

17号周辺には多くのピットが検出できたが、寛永通宝や陶磁器片が出上し近世の柱穴と予想される。

臀《募ピ 襲

L
A
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3)遺物の出土状態

17-1号は玄室内は天丼が既に崩落しておりかなり変容 していると思われるが、玄室中央から左側壁に

関しては良好に遺存 している。玄室内の遺物は、右側壁側川原石上に須恵器不身 1(137)、 その東側床

面に平瓶片 1(138)、 奥壁側やや右寄 り床面に耳環 1(140)、 左側壁側奥壁寄 りに鉄鏃 1(139)が 出土し

た。

172号は玄室左側壁側羨門部よりに須恵器蓋杯のセットが 1組出土した。郭蓋 1(141)は天丼を下に

し、その上に杯身 1(142)が被さった状態で出上した。

173号は玄室中央よりやや手前の右側壁側に須恵器蓋郷のセットが出土した。17-2号同様に杯蓋 1(143)

は天丼を下にし、その上に杯身 1(144)が被さった状態で出土した。

174号は玄室右側壁寄り羨門側からイ身 1(145)が 出土した。

171～ 17-4号内の人骨は、既に全て朽ち果てていた

次に、17号地下式横穴墓は上記したように6.36m程の長大な墓道をもち、その中からも多くの遺物が

出上したことから、墓道及び171号地下式横穴墓閉塞部手前から出土した遺物について記載する。

17-1号閉塞部からは須恵器杯蓋 1(146)、 土師器月同部片 1、 鉄鏃 1(148)が 出上した。また、墓道の埋

土中からは台付長頸壷 1(147)が割れ墓道内に散らばり、それ以外には須恵器不蓋片、土師器片、鉄鏃 1

(149)、 刀子 2(150。 151)、 陶磁器片、寛永通宝 1な どが出土した。

4)出土遺物 (Fig.81)

137は不身で受部径13.Ocmを測 り、ヘラ削りの範囲は1/3程度である。 138は 平瓶で胴部最大径 14.6cIIl

を測 り、ヘラ削りの範囲は1/4程度である。底部は丸くすわりは悪い。 139は 三角形鏃で現存長 5。 3cm、

復元幅0.8～ 3.8cm、 厚さは鏃身部で 2111111、 茎部で 3 11ullを 測る。 140は 同芯銀箔張耳環で径は2.65～ 3.Ocm、

厚さは径 7 11ullを 測る。全体的に青錆びが噴いているが、銀箔は良好に遺存 している。141は不蓋で、乳

頭形の摘みをもち、口縁部径は11.5cm、 かえり径9.65clllを 測る。ヘラ削りの範囲は1/2程度であり、日

縁部端よりかえりの方が低い。142は不身で口径は9.6cmを測 り、ヘラ削りの範囲は1/5程度である。143

は不蓋で日径 H.lclllを 測 り、ヘラ削りの範囲は1/3程度である。144はイ身で日径は10,OcIIIを測 り、ヘラ

削りの範囲は1/4程度である。イ部中位に 2 11vll程 の沈線が 1条廻る。 145は杯身で日径 10,6clllを測 り、郭

都中位に 211111弱 の沈線が 1条廻る。それより下位はヘラ削り後、カキロで調整されているが焼きが悪く

にぶい黄橙色を呈す。146はイ蓋で復元口径は11.8cmを 測 り、ヘラ削 りの範囲は1/6程度と思われる。147

は台付長頸壷で乾燥時に脚部が壷の重量に耐えられなかつたと思われ傾いている。肩が張りだし算盤玉

のような形状を呈し、胴部最大径 16.4cm、 脚部径 13cmを測 り、 2方向に方形の透かしが穿たれている。

胴部1/3程 までヘラ削りがなされているが、回転指ナデによリナデ消されている。 148は方頭鏃で、本来

は 2本束ねてあったのが折れたものと思われる。錆が著しく詳細は不明であるが、現存長 10,lcIIl、 上に

してある鉄鏃の鏃身部復元幅は0.45～ 3.lcm、 下の鉄鏃の鏃身部の厚さは 2111111、 茎部 4 11ullを 測る。茎部

には木質が一部遺存しており、葛で巻いた痕跡も遺存している。149は方頭鏃で現存長14cm、 復元幅3.05

cm、 鏃身部厚さ 2111111、 木質部径 1.Oclllを 測る。鏃身部は錆びがかなり噴いているが形状は良好、また、

木質も良好に遺存 している。150は刀子で現存長9,45cm、 復元幅 8111111、 鏑幅 211111を 測る。錆が著しいが、

本質も部分的に遺存している。151も 刀子で現存長4.9cm、 復元幅 8 11ull、 鏑幅 211111を 測る。

各玄室の築造及び使用年代は、171号が九州編年ⅣB期、陶邑TK217型式古段階併行期、17-2号。1作 3

号。174号はともに九州編年V期、陶邑TK217型式新段階併行期に対応 しよう。
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18号地下式横穴墓 (Fig。 82・ 83・ 85)

1)立地

調査区中央よりやや北側東側端に確認された。検

出面は標高22.4～22.9mで ある。

2)規模と構造

18号地下式横穴墓は全長3.35m、 玄室奥行0。 82m・

幅1.13m。 高さ不明、玄室床面積0.93どの検長不整

形精円プランを呈す。天丼は既に崩落 しており詳細

は不明であるが床面からカーブする ドーム型である。

竪坑は長さ2.31m、 幅1.02～ 1,71m、 深 さはかな

り上部を削平されていると思われるが、現況で0.44

mの縦長隅丸三角形プランである。竪坑は降り口傾

斜角は73° で掘削されてお り、竪坑傾斜角は9° 、

両側壁は71～ 75° で立つ。降り口側に足場はない。

羨門部傾斜角は約72° で立ち上がる。羨門の形状は、

上半分が削平されていることから詳細は不明である。

0-m

Fig.82 18号 地下式横穴墓位置図 (1/100)

閉塞の方法は、川原石閉塞である。羨門前に掘削された幅 lm、 深 さ20cm程 の掘 り方に玄室の方から

30cm程 の川原石を立てかけるように積み、その後、それら石と羨門を覆 うように20～ 30cm程の石で被覆

してある。その上に粘土などの目張 りは行われていない。

屍床 と呼べるような施設は確認

できなかったが、15～ 30cm程の川 D

原石が 6個玄室内に配されている。

天丼が既に崩落してお り玄室内

には大量の上砂が充填 されていた

が、竪坑側からの埋土とは質が異

なっていたことから土層を観察す

ると、閉塞板が朽ち、竪坑側埋土

の重力で玄室内に流れ込んだと解釈できる。土層堆積状況を観察した結果、追葬は確認できず、玄室内

に副葬された遺物の量及び年代差とも対応する。

3)遺物の出土状態

玄室内は良好に遺存 してお り、右側壁側の川原石の上に、土師器郵 1(152)が伏せて割れた状態で確

認できた。人骨は既に朽ちてしまっている。

4)出土遺物 (Fig.84)

152は 土師器郭で口径13.7cmを測 り、内外面共に横ないしは斜

めミガキで仕上げてある。

本地下式横穴墓の築造年代及び使用年代は、土師器杯 1点の

みの出土であることから明確にできないが、 6世紀末から7世

紀初頭頃と予想される。

］Ｃ
世

睡|″ 橿1期
し
鬱協i韓絨目藝独鯉屈

~
Fig 83 18号地下式横穴墓堅坑土層断面図 (1/40)
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Fig 84 18号 地下式横穴墓出土遺物実測図(1/4)
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3.古墳時代終末期の上壊墓

1号土墳墓 (Fig。 86)

1)立地

1号土城墓は、 1号地下式横穴墓北方、本遺跡の最高位に位置する。検出面は標高24.4～ 24.5mである。

2)規模と構造

規模は、全長2.73m・ 幅1.64m。 高さ0.55～0.6m、 床面積4.48どの隅丸方形プランを呈す。四壁はほと

んど直に立つ。埋土は 3層に分けられ、下層に行くにつれ粘性を帯びしまる。

A
B

H=24300m H=24300m

Fig 86 1号 土墳墓実測及び土層断面図 (1/40)

3)遺物の出土状態

遺物は床面の北東壁に沿い、床面よりやや浮いた状態で須恵器郭蓋 1(153)・ イ身 1(154)。 無蓋短脚高

不 1(155)、 無蓋長脚高杯 1(156)、 土師器高不 1(157)点 、鉄鏃 2(158・ 159)がまとまつて出土した。

4)出土遺物 (Fig.87)

153は不蓋で日径12.4cmを 測 り、ヘラ削りの範囲は1/3程である。 154は郷身で日径H.4cmを測 り、ヘ

ラ削りの範囲は2/5程である。155は無蓋短脚高不で回径 12.7cm、 器高7.Ocmを測 り、ヘラ削りの範囲は1/3

程である。156は無蓋長脚高イでかなり焼き歪みがあるが、日径 12.9cm、 器高18.3cmを測る。 2段の方

形透かしを 3方向に穿つ。不都下位に 2～ 8 11ullの 沈線が 2条、脚部中央に幅 2111111程 の沈線が 1条廻る。

157は土師器高邦で復元口径 16,Ocm、 復元器高13.4cmを測る。外面全面に丹塗 りが施されていたと思わ

れるが、器面剥離が著 しく、部分的に残る程度である。158は圭頭鏃で現存長4.2cm、 復元幅3.l cIIlを 測

る。159は方頭鏃で現存長7.7cm、 復元幅1.4～ 3.5cm、 厚さ 2 11ullを 測る。
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本土墳墓の築造年代及び使用年代は、九州編年Ⅳ期、陶邑TK209型式新段階からTK217型式古段階併行

期に対応 しよう。

― ё 罐 靱

158

0                                   20cm
0                5cm

Fig 87 1号土城墓出土遺物実測図 (1/4、 158・ 159は 1/2)

2号土墳墓 (Fig。 88)

1)立地

2号土墳墓 (馬埋葬土墳 )

は、調査区中央北端、北か

ら南にかけての緩斜面に位

置する。検出面は、標高23.7

～23.9mで ある。

2)規模と構造

規模は、全長1,74m。 幅

1.62m。 高さ0.63～ 0。 7m、

床面積2.82だ の円形プラン

を呈す。

壁面はほぼ直に立つ。

掘削前に植物根が多く含

まれていたことから、本の

根による攪乱と想定し全掘

した結果、床面から馬具が

‖=24000

000ヤτ=H                  OXlヤ 乙=H O _____― 一――Jm

Fig.88 2号 土墳墓 (馬埋葬土渡 )実測図 (1/40)
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出上し、馬埋葬土墳 と判明した。 したがつて、土層の堆積状況は図示できないが、しまりのない黒色土

が堆積 していた。

3)遺物の出土状態

床面中央よりやや南側に環状鏡板付轡 1(160)が 出上した。また、南西方向にやや離れて不明鉄器 1

(161)が 出土した。既に街の連結部は離れていたが、遺存状態は表面が錆びている程度で良好である。

4)出土遺物 (Fig.89)

160は環状鏡板付轡である。乗状の鏡板 と引手の遊環に喰の遊環がくぐる形状をとる。喰は 2連で、

立聞は台形を呈す。全面が錆びに覆われてお り、風化が著 しいことからかなりもろい。161は不明鉄器

である。ほぼ中央あた りで折れ曲がってお り、轡の一部 と予想されるが部位に関しては不明である。

本土墳墓の築造年代及び使用年代は、環状鏡板轡のみの時期比定であるが 6世紀末～ 7世紀初頭頃と

予想される。

Fig.89 2号 土墳墓出土遺物実測図 (1/2)
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3号土墳墓 (Fig。 90)

1)立地

3号土墳墓は、調査区中央より北側、北から南にかけての緩斜面に位置する。検出面は標高24.0～24.1

mである。

2)規模と構造

規模 は全長 1.75m・ 幅 1.15m・ 高さ0。 18

～0。 2m、 床面積2.01ポの楕円形プランを呈

す。

埋土は 3層 に分かれ、 レンズ状堆積をし

てお り、 1層はしま りがないが、 2・ 3層は

やや しまる。

3)遺物の出土状態

遺物は、床面西側から提瓶 1(162)と ほぼ

中央あた りの床面から刀子 1(163)が 出土し

た。共に床面から10cm程浮いた状態である。

162の平瓶は4片に割れ床面中央よりやや

北東側にまとまつて出土 したが、 日縁部を

欠いている。 この うち 3片のみが接合可能

であつた。

163の刀子は床面中央のやや北西側から出

上した。

4)出土遺物 (Fig。 91)

H=24200m
A

‖=24200m
B

与離勃セ重サ々J【制
‖=24 200m A

こIE3

/
mN

g

Щ00を ,Z=H

Fig 90 3号土墳墓実測及び上層断面図 (1/40)

162は提 瓶 で 日

縁部を含む胴都1/2

を欠損 してい る。

復元法量 は 日縁部

を欠 いてい るので

胴部 のみ にな るが

H。 l clll程 である。

底部 は平底 であ り、

ヘ ラ削 りの範 囲は

1/4程 で あ る。 胴

部調整 はカキ ロ後、

Fig.91 3号土城墓出土遺物実測図 (1/40)

回転ナデでナデ消されている。

163は刀子で現存長5.Ocm、 復元幅1,lclllで ある。全面に錆びが噴いているが、形状は良好で鏑は厚さ

2111111で ある。

本土墳墓の築造年代及び使用年代は、出土遺物が提瓶片と刀子のみであることから明確にはできない

が、 6世紀末から7世紀初頭頃と予想される。

劇

Ｃ

V
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4号土渡墓 (Fig。 92)

1)立地

4号土墳墓は、調査区中央よりやや北東側、■号地下式横穴墓の南東側に位置する。検出面は標高約

23.5mである。

2)規模と構造

全長2.6m。 幅0。 48～ 1.16m。 高さ0.24～0.34m、 床面積2.13だ の北側が膨 らむ楕円形プランを呈す。

北側の膨 らみについては後世の攪舌Lに よるものと予想される。

土墳墓のほぼ中央部を幅70～ 80cIIl程 の近世の東西溝で切 られていたが、この溝は床面までは及んでお

らず、辛 うじて遺存していた。

Fig.92 4号土城墓実測図 (1/40)

3)遺物の出土状態

遺物は、床面北側から須恵器郭身 1(164)と 土師器鉢 1(165)の 2点のみが出上した。杯身はほぼ完形

であるが、鉢は2/3程度が遺存していた。共に床面から15cIIl程浮いた状態で出上した。

4)出土遺物 (Fig.93)

164は郷身で日径 10,lclll、 受部径 11.9cm、 器高3.8clll

を測 り、ヘラ削りの範囲は1/2程である。底部は回転

ヘラ切 り離 し後未調整で新 しい様相を呈す。165は土

師器鉢で日径は■.8clllを測る。外面は日縁部端から 1

cIIl程 下まで不定方向の削りが施され、上位は横方向の

板ナデで仕上げてある。また、内面は l cm程の幅で横方向のミガキが部分的に遺存 している。

本土噴墓の築造年代及び使用年代は、九州編年ⅣB期、陶邑TK217型式新段階併行期に対応 しよう。

4       
く`ミ〔〔:i:::::!:::,:,テンクラ

ン
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Fig.93 4号 土墳墓出土遺物実測図 (1/4)
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4.古墳時代時代終末期の住居跡

1号住居跡 (Fig。 94)

1)立地

1号住居跡は、調査区北端の北から南にかけての緩斜面に位置する。

2)規模と構造

規模は東西3.8X南北3.9m、 遺存高20cm、 床面積約14.82だ の隅丸方形プランを呈す。 4本柱の建物

と思われるが、住居跡内にはH号地下式横穴墓が所在 してお り柱穴は 2個のみ確認できた。床は黒褐色

ローム層 (カ シワバン)上面で形成 されている。

四壁には排水溝などの施設はなく、簡素な造 りである。

司
D

AL

Fig.94 1号住居跡実測及び土層断面図 (1/40)

3)遺物の出土状態

遺物は住居跡内に散在 して確認できた。小破片も多く器種等が不明なものも多いことから、ここでは

10点のみ記載する。

4)出土遺物 (Fig.95)

166・ 167は須恵器イ身である。 166が受部径 14.7cm、 167が受部径15,2cmで、ヘラ削りの範囲は166が 1/4

程度、167は 1/2程度である。168は壺 と思われ日縁部を欠損 してお り全体の形状は不明である。外面を

板ナデで調整 してある。169～ 175は甕の破片である。 169は 日縁部から月同都が遺存 している。 日径15.6

脚脚騨脚］］脚胸申］］］
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cIIlを測 り、外面は板ナデ・横ナデで仕上げられている。長胴形の形状を呈す。170は底部から胴部で底径

7.8cmを 測 り、平底である。外面底部を指オサエ し、内面は板状ナデで仕上げてある。底部に木の葉紋

が遺存する。 171は甕日縁部で日径14.5cmを測 り、日縁部端に粘上が張り付けてあり丸まる。172は甑の

口縁部 と思われる。 日径23.8clllを 測 り、日縁部は胴部から直線的に立ち上がる。173は甑の底部～胴部

で底径7.2clllを測 り、径 5,6cIIIの 穴が穿たれている。 174は 日縁部から胴部で胴張 りのプロポーションを

とる。 日径は20.Oclllを 測 り、日縁部端には粘上が張 り付けてあり、日縁部はコの字型を呈する。175は

底部から胴部で底径 10.5clllを測 り、やや上げ底である。底部には木の葉紋が遺存する。

169。 170、 172・ 173、 174。 175は接合できなかつたが同一個体の可能性が高い。

本住居跡の使用及び廃棄年代は、九州編年ⅢB期、陶邑TK43型式新段階からTK209型 式古段階併行期に

対応 しよう。

0                                   20om

Fig.95 1号住居跡出土遺物実測図 (1/4)

拶
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2号住居跡 (Fig.96)

1)立地

2号住居跡は、 9。 10号地下式横穴墓の竪坑西側に位置する。

2)規模と構造

規模は床面上部まで削平されてい

ることから不明であるが、おそらく

隅丸方形プランを呈すと思われる。

幸 うじて中央の埋甕と径30～ 40clll

程の柱穴 3個が遺存 していた。もう

一つの柱穴は 9。 10号地下式横穴墓

の竪坑内に位置する。 したがつて、

四本柱の住居跡である。

柱間は東西方向が1.6m、 南北方

向が1.8mで ある。

床面は黒褐色ローム層 (カ シワバ

ン)上面で形成されている。

四壁には排水溝などの施設はなく、

簡素な造 りである。

土層の堆積状況に関しては、既に

住居跡床面上部まで削平されていた

ことから不明である。

3)遺物の出土状態

MN~

,'一――一~十~ヤオ
(ノ｀          ……

0

Fig.96 2号住居跡実測図 (1/40)

氏

調査終了前になり住居跡と判明した。
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遺物は住居跡中央に上部が削平された埋甕 1(176)、

また、この住居跡の東側、 9。 10号地下式横穴墓竪坑

の際から丹塗 り上師器高イ 1(177)の 総計 2点が出土

したのみである。

4)出土遺物 (Fig。 97)

176は埋甕で現存月同部最大径23.2cIIlを 測 り、胴部は

球状を呈す。内外面ともに斜め上方に上がる板ナデで

整形 されている。177は丹塗 り高不で日径20.2clll、 脚

裾径 15,4cm、 器高16.Oclllを測る。脚部は、やや外反 し

ながら拡がり、邦部は内湾する。内外面ともミガキで

仕上げられいる。頸部は指オサエで整形される。

本住居跡の使用及び廃棄年代は、土師器のみの出土

であることから限定できないが、 9。 10号地下式横穴

墓の竪坑に切 られていることは間違いないことから、

九州編年Ⅳ期、陶邑TK217型 式古段階併行期以前に対

応 しよう。

((|(||、

|ヾ||十
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Fig.97 2号住居跡出土遺物実測図 (1/4)



5.弥生時代の住居跡

3号住居跡 (Fig.98)

1)立地

3号住居跡は、調査区中央よりやや南側、 1号地下式墓寄生型消失円墳北側の標高約23.9mで検出す

ることができた。本住居跡は、床面のほぼ中央を東西に 1号地下式墓寄生型消失円墳の周溝により切ら

れていたがそれ以外は良好に遺存 していた。

A「

津 ヒ_____判

Fig.98 3号 住居跡実測及び土層断面図 (1/40)

2)規模と構造

規模は約3,9× 4.7m、 遺存高20cIIl、 床面積約 18。 38∬の隅丸方形プランを呈す。柱穴は 2本柱である。

床は黒褐色ローム層 (カ シワバン)上面で形成されている。

四壁には排水溝などの施設はなく、簡素な造 りである。

土層の堆積状況は、 5層からなり、 1。 1'。 3層 は周溝埋土であり、2・ 2'層 はやや しまる粘質土からなる。

3)遺物の出土状態

遺物は住居跡床面直上から甕底部 1(178)、 流れ込みと思われるが土師器甕底部 1(179)、 上層から甕

日縁部 1(180)・ 石鏃 1(181)の総計 4点が出上したのみである。
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4)出土遺物 (Fig.99)

178は弥生甕底部で底径は7.Ocmを測る。

横ナデ、指オサエ、内面横ナデ、不定ナデ

で整形 されている。179は土師器甕底部片で

底径 7.Oclllを 測 り、内面は板ナデで整形され

ている。180は弥生甕 日縁部片であるが、日

径は復元できない。181は頁岩製鏃で、全面

を加工してあり、良好に遺存していた。

本住居跡の廃棄年代は、弥生時代後期後

葉頃に位置づけられよう。
?___「 __¬F~~可~~~T~―どFm

Fig.99 3号 住居跡出土遺物実測図 (1/2・ 1/4)

9     5m

― 盗

181

4号住居跡 (Fig.100)

1)立地

4号住居跡は、調査区北端の北から南にかけての緩斜面に位置する。

″́               ==点

Fig.100 4・ 5号住居跡実測図 (1/100)
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2)規模と構造

4号住居跡は、 5号住居跡 と切 りあるため詳細な規模は明確にできないが、東西約3.75m、 南北は 5

号住居跡 と切 り合 うことから不明であるが、ほぼ同規模であろう。同規模である場合、床面積は14.06

ピ程になる。上部をかなり削平されていると考えられ、遺存高は最深部で20clllを 測る。南東TRllの遺存状

況から想定すると隅丸方形プランを呈す と思われる。柱の本数については明らかにし得なかつた。

床面はは黒褐色ローム層 (カ シフバン)上面で形成されている。

四壁には排水溝などの施設はなく、簡素な造 りである。

3)遺物の出土状態

遺物は総計 5点出上し住居跡内に散在 して確認できた。小破片も多く器種等が不明なものも多いこと

から、形状が明らかにできる 3サ点のみ記載する。

しまりややあり  粘性あまりなし
しまりあまりなし 粘性ややあり
しまり幹 あり  縦 あり

Fig 101 4・ 5号住居跡上層断面図 (1/40)

4)出土遺物 (Fig。 101)

182は弥生の壷頸部～胴部

にかけての破片である。頸

部には段が付 く。頸都最大

径は8,95cmを 測る。外面は

ミガキと板ナデにより整形

されているが、内面は風化

が著 しく明らかにできない。

183は 1条の刻 目突帯を有す

る甕である。小破片である

ことか ら法量は明らかにし

得ないが、外面には板ナデ

FigJ 02 4・ 5号住居跡出土遺物実測図 (1/4)

の痕跡が残る。184は大型壺月同部片である。これも法量は明らかにし得ない。台形の突帯を 1条廻らし、

外面は風化が著しく不明であるが、内面は板ナデとハケロで整形されている。

本住居跡の使用及び廃棄年代は、弥生時代後期に位置づけられよう。
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5号住居跡 (Fig。 100)

1)立地

5号住居跡は、調査区北端の北から南にかけての緩斜面に位置する。

2)規模と構造

規模は北西から南東が約6.6m、 北西から南東は4号住居跡 と切 り合 うことから明らかにし得ないが、

ほぼ同規模であろう。同規模である場合、床面積43.56ピ程になる。上部をかなり削平されてお り遺存

高は 5 cIIl程である。北東側の遺存状況から想定すると隅丸方形プランを呈すと思われる。柱穴の数につ

いては明らかにし得なかった。

床面は黒褐色ローム層 (カ シワバン)上面で形成されている。

四壁には排水溝などの施設はなく、簡素な造 りである。

3)遺物の出土状態

遺物は全く出土しなかつたが、 4号住居跡 と切 り合 うことから4号住居跡の遺物が伴 う可能性も残る。

4)出土遺物 (Fig。 91)

本住居跡の使用及び廃棄年代は、遺物が出上していないことから明らかにし得ないが、4号住居跡以

降であろう。

6.中世の住居跡

6号住居跡 (Fig。 103)

1)立地

6号住居跡は、調査区北端の北か ら南

にかけての緩斜面に位置する。

2)規模と構造

規模は東西最大幅2.18m、 南北最大幅

2.54m、 遺存高16cm、 床面積約5.54ど の

隅丸方形プランを呈す。床面中央に長径4

5clll程 の焼上を含んだ窪みが確認 された。

その南東側には長 さ25cm程の偏平な川原

石が出上 した。柱穴は不明であり、住居

跡 とするには無理もあるが、中央の炉跡

らしき痕跡から住居跡 として取 り扱 うこ

とイこした。

床面は黒褐色ローム層 (カ シワバン)上

面で形成 されている。

四壁には排水溝などの施設はなく、簡

素な造 りである。

3)遺物の出土状態

遺物は、中央の窪みから陶磁器片 1と

軽石 1が 出上したのみである

司
D

1 7 5YR2/1 しまりなし   粘惟ややあり
2 7 5YR2/1 しまりややあり 粘惟ややあり

0                                      2m

Fig.103 6号住居跡実測及び土層断面図 (1/40)
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7.縄文時代の集石遺構

1号集石遺構 (Fig。 104)

1)立地

1号集石遺構は調査区南側、

2)規模と構造

1号地下式墓寄生型消失円墳東側に散在する近世の柱穴群の中に所在する。

堀 り方は黒褐色ローム層 (カ シワバン)上

面から掘削されてお り、その後、後世の柱

穴に切 られているが、堀 り方の規模は1.25

～1.3mの 円形を呈す。

その底に長辺25～ 30cIII程 の偏平な川原石

6個 を皿状に配 し、その上に 5～20cIIl程の

焼石が40cm程堆積 していた。

3)遺物の出土状態

遺物は全く出土せず、周辺からも検出で

きなかつた。

4)出土遺物

何も出土せず築造及び使用時期決定には
Fig.104 1号 集石遺構実測図 (1/40)

問題があるが、カシワバン層から掘削されていることから、縄文早期以前である。

2号集石遺構 (Fig.105)

1)立地

2号集石遺構は調査区南側、 1号集石遺構の北側に近接して所在する。

2)規模と構造

堀 り方は黒褐色ローム層 (カ シワバン)上面

から掘削されてお り、その後、後世の柱穴に

切 られているが、堀 り方の規模は 1号集石遺

構同様 1.25～ 1.3mの 円形を呈す。

その底に10～ 35cIIl程 の川原石 8個程を皿状

に配 し、その上に 5～ 20cIIl程 の焼石が25cm程

堆積 していた。

3)遺物の出土状態

遺物は全く出土せず、周辺からも検出でき

D

「

m‖  _、

なかった。

4)出土遺物

何も出土せず築造及び使用時期決定には間

題があるが、カシフバン層から掘削されていることから、

洋
叱
ｒ
出
冒

ワ

■
Ｂ

L
C

FigJ 05 2号 集石遺構実測図 (1/40)

縄文早期以前である。
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8,その他の遺構

合わせ甕 (Fig.106・ 107)

調査区北方中央部に確認 された。

3つの甕が 1個 (185)は単独で、一方

は 2個重ねて (186。 187)、 日縁部を合

わせた状態で出上 した。堀 り方は本

来あつた可能性が高いが、確認でき

なかった。

185は 土師器甕の底部～胴部にかけ

てである。 口径は破損 してお り不明

であるが、底径6.lcmを 測る。寸月同な

形状をとり胴部最大径は26.6cmを 測

る。外面はミガキと板ナデ、内面は板

ナデで整形されている。186は土師器

甕の口縁部から胴部である。口径16.3

cmを測る。やや胴張 りの形状をとり

胴部最大径は21.2cmを 測る。内外面

ともに板ナデにより整形されている。

187は 土師器甕月同部である。球状の形

状をとり胴部最大径は26.6clllを 測る。

ψ
  lg

色卜

ＤＦ

Fig.106 2Aグ リッド合わせ甕実測図 (1/20)

口縁部及び底部に関しては欠損 しており不明である。内外面ともに板ナデにより整形されている。

lAグリッド (Fig.9。 107)

調査区北側の lAのグリンド内に所在 した遺物である。 188。 189は近世溝の南側に 2個伏せた状態で

並べて置かれていた。これ ら遺物の回りからは堀 り方が確認されず、既に削平されていた可能性が高く、

土墳墓であった可能性が高い。 188は邦蓋で口径 13.2cIIlを測 り、ヘラ削りの範囲は1/3程度である。肩に

稜線の痕跡が残 り、本遺跡内の遺物ではやや古い形状を呈す。 189は杯身で、受部径14.lcmを 測 り、

ヘラ削 りの範囲は2/3程度である。 188同様に器高も高くやや古い形状を呈す。これ ら、遺物はセッ ト関

係にあつたと思われる。190は 188・ 189が 出上した lm程東側から 1点のみ出土した杯身片である。 188・

189同様の遺構に伴 う可能性も残るが、詳細は明らかにできない。受部径は14.3clllを 測 り、ヘラ削 りの

範囲は1/3～ 1/4程度である。イ部がやや丸まる形状であり、188。 189同様にやや古い形状を呈す。

溝 1(SEl)

調査区中央東側に確認 された溝である。幅は3m程で深 さは20cm程で浅く、西から東にかけて流れる。

この溝からは 5点の上器片が出土したが4点は土師器甕月同部と思われる小破片であり、形状が明らかに

なつたものは土師器皿 1(191)の みである。

191は土師器皿で日径 12,7clll、 底径7.Ocmを測 り、底部は回転ヘラ切 り離し後、不定削りが施されてい

る。平安期の遺物であり、流れ込みである。

溝 2(SE2)

調査区南方西側、 1号地下式墓寄生型消失円墳の西から南東にかけて所在する。この溝は近世の溝の
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可能性が高い。幅は90cIIl程で北から南にかけて流れる。この溝内からは須恵器月同部小破片 2、 土師器月同都

小破片 7な どが出土したが全てが流込みと思われ、形状が明らかになつたもは平瓶片 1(192)の みである。

192は平瓶片で口径 7.lclllを浪1る。日縁部～肩部のみであることから傾きに関しては不明であるが、日

縁部は頸部から直線的に開き、日縁部端から l cm程下からやや内傾 し、端部は丸まる。肩部は焼成前に

空気を出し切れなかつたようで、焼き膨れが生じている。

188

Fig.107 1Aグ リッド及び溝1・ 2出 土遺物実測図 (1/4・ 185～ 187は 1/6)

墓道状遺構 (Fig。 9)

調査区北方から中央部にかけてアカホヤ火山灰層が削平された痕跡が確認できた。調査当初は自然流

路 と想定していたが、このアカホヤ火山灰層が削平された箇所から3号及び 9・ 10号地下式横穴墓の竪

坑がそれぞれ外側を向き選地していることから、これ ら地下式横穴墓に伴 う墓道の可能性も残る。 この

遺構に伴 うような遺物は明らかにできない。この遺構は、 1号消失円墳の西側から1号地下式墓寄生型

消失円墳に向かつて延びた後、消えてしまう。このことから、その後は、 1号地下式墓寄生型消失円墳

の周溝を墓道 として利用したと考えられるが、今後、更なる検討を要する。

近世の柱穴群

調査区全体には多くの柱穴が所在する。中でも調査区南側には多くの柱穴跡ないしピットが密集する。

これ らには古墳時代終末期、江戸期、近代と最低でも3時期に区別されると思われるが、多くの柱穴は

時期比定が困難である。調査区南側の柱穴群は柱穴内から寛永通宝や陶磁器片が出土したものが多く確

認 されたことから江戸期の掘立柱建物跡の可能性が高い。 これら建物の復元を試みたが、かなりの柱穴

が密集 してお り明らかにはできなかつた。但 し、南側柱穴群の北方に東西に長い 1×数軒の掘立柱建物

跡が所在 していた可能性がある。
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Tab 堂ヶ嶋第 2遺跡地下式横穴墓 覧

Tab 堂ヶ嶋第 2遺跡土墳墓一覧

Tab. 堂ヶ嶋第 2遺跡住居跡一覧

ケ

配 全長
玄  室

墳丘 人骨 閉塞 年 代
百
田 葬

奥 行 幅 高 さ 面積

1 3.86 1.6: 3.2g 羨・板 TK209碧帝TK217茅 須恵器邦蓋3・ 不身3、 耳環1

4.06 1.0〔 0.8C 骨 片 羨・石 TK209古 TK209茅 須恵器イ蓋3・ 不身3、 耳環1

4.87 1.41 1.65-2.1 骨片 羨・板 TK209古 TK217霜 須恵器郷部 ・不蓋片Ⅲ郭身7・ 平瓶1

5。 17 0.78 羨・板 TK209募汗 須恵器郷蓋1・昂狛・辞不1・欄傲、土師器イ1。鉢 1、 珂県1

4.13 0.6G 羨。板 6C末～7C初 須恵器郵身片1、 土師器大鉢Ⅲ鉢Ⅲ高郭1、 聰 、刀窮

4.40 1.57 2.3を 3.6召 骨片 羨・板 6C末～7C初 土師器鉢1

4.48 2.30-2.3〔 4.24 羨・板 TK209弟斤 柳 ・lT95ツ ノヽウ1瑶罫虎片1、 ミニチュア土召説、ヨ拶影

4.69 1.94-2.1 2,75 羨・板 TK209完斤 須恵器坪蓋3・ 邦身 1、 鉄鏃1

3.4C 1.66-1.9( 2.24 骨片 羨・板 TK209せ「TK217茅 須恵器郵蓋歩郵″

1 6.OC 1.1 2.24 羨・板 TK217,年 須恵器杯蓋Ⅲ邦身Ⅲ平瓶1

3.81 0。 91 1.4: 羨・板 7C初 ?

1 4.05 1.80 羨・板 TK217T年 須恵器邦蓋1・ 郷身Ⅲ平瓶1、 土師器高邦1

1 5.44 1.6ε 2.21 3.71 羨・板 TK209茅卜TK217亡 須恵器杯蓋Ⅲ郊身1、 耳環 1、 鉄鏃 1、 刀子1

1 4.39 2.01 0,7C 3.22 ○ 羨。板 TK217古 須恵器高不1、 土師器鉢 1・ 不4、 耳環1

3.28 2.53 ○ 羨・石 TK2171子―TK217茅 須恵器郭蓋2・ 不身2、 土師器高杯 1・ 甕 1、 刀子 1

4.2C 0.7C 2.77 O 羨・板 TK209弟斤 須恵器郭蓋Ⅲ不身1、 土師器鉢 1、 鉄掬

10.15 1.5, 1.92-2.21 3.18 O 羨。石 TK217古 須恵器イ身Ⅲ平瓶 1、 耳環 1、 鉄鏃 1

17-2 0.62 0.37 0.55 羨・板 TK217芽斤 須恵器郭蓋Ⅲイ身ユ

0.6C 0.3C 0.54 羨・板 TK217募斤 須恵器杯蓋Ⅲ邦身1

17-コ 0.6( 0.4[ 0.68 羨・板 TK217新 須恵器郷身1

3.3[ 0.81 0.93 羨・石 6C末～7C初 土師器郷1

.2 里 ケ (全長・玄

No 長 さ 幅 遺存高 面積 人骨 築 造 時 期
一昌 葬

1 2.7〔 1.64 0.55-0.6( 4.4〔 TK209茅,TK217亡 須恵器郭蓋Ⅲ郷身Ⅲ高郷2、 土師器高不 1、 鉄鏃2

1.62 0.63-0.7C 6C末 7C初 轡 1、 不明鉄器 1

1.15 0.18-0.2C 2.01 6Cヲ臣-7C宅刀 須恵器提瓶Ⅲ刀子 1

2.6( 0,48-1.1 0.24-0.34 TK217新 須恵器郭身 1、 土師器鉢 1

ケ (全長・玄室規模はm、

配

規  模
築 造 時 期

一昌 葬
奥 行 幅 遺存高 面積

1 3.80 3.90 0.20 14.82 TK43業斤―TK209ゼ年 須恵器イ身2、 土師器壷 ?Ⅲ甕3+α・甑2

―TK217〒F 土師器甕Ⅲ高年 1

3.90 4,70 0.20 18,33 弥生後期後葉 弥生寮片 1、 土師器片 1、 石鏃 1

3.75 0.20 弥生後期 弥生壷片Ⅲ甕片2

6.60 0.05 弥生後期以降

2.18 2.54 0.16 5.54 中世 陶磁器片1、 軽石1
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Tab.5 堂ヶ嶋第 2遺跡 出土遺物観察表
1号地下式墓寄生型消失円墳

配 器 種 残存率

法 量 調 整 色  調

お
ロ 土 焼 成

ヘ
ラ
記
号

口名/受剖確yだ藍為/脳

つ唇そヨ9/月蝉 /締
(cml

外面/内面 外 面 内面

1
瑞 /杯善 ス引判レ/1/4 ///与 たノ 回転ヘラ切後不定ナデ、回転

^ラ
ケズヅ

/回転ナデ、指オサエ後不定すデ
75Y唖/2 N5/1 細かい長石、黒雲母含む。精緻

勤

2
只思 喬 /玲露 口翻 ラ/1/6 12.3//=/=/下/ 回転ヘラケズリ、回転ナデ//回転ナデ 75Y賜 /1 5Y5/1 細かい長石を多く含む。精緻

堅緻

3
匈罰為/郷妻 日縁部 12.7//_/_/下/

/―
回転ナデノ/回転ナデ 5YR5/〕 5YR5/1 精緻

4
匈罰為/イ妻 125//下/下/下/

//4.3

回転ヘラケズソ、回転ナデノ/回転ナデ→

中央部のみ不定ナデ
7.5Y5/1 5Y6/1 l llull程 の長石や黒雲母を含み

やや粗い 堅緻

5
厠試為/イ妻 回転ヘラケズリ、回転ナデ/回転ナデ、

→中央部不定ナデ
7 5Y5/1 7 5Y5/1 細かな長石を含み精緻

聯ノ/4.5

6
角試為/高舅
義

■,3//下/=/=/ 回転ヘラケズリ、回転ナデ/回転ナデ N4/0 納
堅緻

7
卿試希/無釜
苛杯

杯部破片 ////与 / 7 5Y5/1 5Y5/1 翻
堅緻

8
匈罰為/高舅 脚部/1/6 =/=/‐ /126/ 回転ナデ/回転ナデ 5Y6/2 5Y6/2 lШ程の黒雲母を含み精緻

やや軟質

9
船

/御 ノ生フ生プ生レ/生プて 杯部ヨコミガキ、指ナデ、脚部タテミガ
キ/ヨ コミガキ、ヨコナデ

5YR6/6 2～ 3 null程の赤褐色粒を含み
粗い。

良好

土師器/甕 150//下/下/下/ 回転ナデ/回転ナデ 2 5Y8/1 2 5Y8/1 1～ 2 Dullの長石、赤褐色粒を
多く含み神iヽ。

軟質

土師器/甕 ///// 回転ナデ/回転ナデ 7 DF忌|ヽ 10YR7/3 7 11ul程 の暗褐色粒を含み粗い
良好

土師器/甕 回転ナデ/回転ナデ 10YR7/3 10YR7/4 3111111程 の赤褐色粒を含み粗し、
やや軟質/_

土師器う/甕 213//=/下 /下/ 回転ナデ/回転ナデ 10YR7/3 10YR6/4 2～ 4 ntlll程の赤褐色粒を含み
粗い。

良好

土師器/甕 1名 し/与/生レ/与ゎ&1
//_

ヨコナデ、頚部にタテナデ/ヨ コナデ、
板ナデ

10YR

8/3,7/3
2 5Y
7/3,7/4

5m程の赤褐色粒を含むが精
良。

やや軟質

輔
/兜 z″与 /生レ/生/Gl

/_
回転ナデ、擬格子ロタタキ→カキロ/回
転ナデ、同心円状当て具痕

7 5Y
7/1,3/1

10Y5/1 1～ 5 11Mllの 長石、石英、黒雲
母を少量含み精緻

堅緻

1号消失円墳

咄
/嬌 ほぼ完形 回転ヘラケズリ、回転ナデ//回転ナデ→

中央部のみ不定ナデ
5Y

8/2,3/1
7 5Y6/1 l IIullほ どの長石を多く含みや

や粗い 良好//4 1

見 ま つ /斗第 ///// 回転ヘラケズリ、回転ナデ/回転ナデ 5Y5/1 5Y6/1 細かな長石を含み精緻
堅緻

曽臓彫/徹 杯部、脚部 =/‐/下/158/
/_

脚部 板ナデ、指オサエ/丹塗り 10YR7/4 7.5YR
5/4

5 11ull程 の赤褐色粒を含むが精
良。

良好

上師器//甕 口縁部のみ ヨコナデ、不定ナデ/ヨ コナデ 7 5YR
7/4

10YR7/4 2～ 5 dull程の赤褐色粒を含み
粗い。

良好

上師器//甕 口縁部のみ ///// ヨコナデ、不定ナデ//ヨ コナデ、不定ナデ 7 5YR
8/4

10YR8/4 1～ 10Hul程の赤褐色粒を含み
粗い。

軟質

上師器/甕 日縁部のみ 120////
/一

ヨコナデ//ヨ コナデ、不定ナデ 10YR8/4 10YR8/4 5 11ull程 の長石や赤褐色粒を含
み粗い。

やや軟質

上師器//甕 口縁部のみ ヨコナデ/ミ ガキ、ヨコナデ 10YR7/4 10YR7/4 1～10m程の赤褐色粒を合み
粗い。

やや軟質

上師器ノ/甕 ///// 板ナデ//板ナデ 10YR7/3 2～ 5 HEll程 の赤褐色、灰褐色
粒を含み粗い。

やや不良

上師器/甕 底部1/5 ラ/=/■ 2//20〔 板ナデノ/板ナデ、ヨコナデ 10YR8/6 2 5Y7/3 8 mull未満の長石、赤褐色粒を
含み粗い。

やや軟質

上師器/甕 底部のみ / /11.0//下/
/_

不定ナデ/不定ナデ/底部 木の葉底 10YR7/4 黒色 4 11ull程 の長石、赤褐色粒を多
く含み粗い。

良好

上師器/甕 底部のみ1/

2
=/_/13.6ノ

/下/
/一

板ナデ、指オサエ/板ナデ、指オサエ/
底部 本の葉底

10YR7/4 黒色 2～ 3 mull程の赤褐色粒を含み
粗い。

良好

1号地下式横穴墓

完形 12.2//下/下/下/
/38

切離し、回転ヘラケズノ、回転ナデ//回転
ヨコナデ→中央部不定ナデ

5B6/1 5B7/1 1～ 5 11ullの 長石、石英、黒雲母
を微量含み精緻。

良好

鞘
/鰐 ほぼ完形 11.8//下/下/=/

/3.6
切離し、回転ヘラケズリ、回転ナデ//回転
ナデ→中央部不定ナデ

10BG6/1 N6/0 長石、石英等含み粗め。
良好

瑞
/鰭 120/ / / /

/38
切離し、回転ヘラケズリ、回転ナデ//回転
ナデ→中央部不定ナデ

5B6/1 5B6/1 1～ 5 Hlllの 長石、石英、黒雲母
を含みやや粗い 良好

完形 lα 6/128/ / /
/3.0

切離し→ナデオサエ、回転ヘラケズ,
回転ナデ/回転ナデ

5m以下の砂粒多く粗い
良好
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配 器 種 残存率

法  量 調 色  調

ム
ロ 土 焼 成

ヘ
ラ
記
号

口雀γ畏干陸う/厄記3/周

伊居潅畳3/月囀 /籐
rr¬、

外面/内面 外面 内面

鰯
/錦 完形 108/131///

//′4  1

回転ヘラケズリ、回転ナデ/回転ナデ→

底部のみ不定ナデ
10Y4/1 10Y6/1 5 Hull以 下の長石、石英など含

み粗い。
堅緻 O

輯 鏑 破片 101/122///
/

回転浴ラケズリ、回転ナデ//回転ナデ→

底部のみ不定ナデ
10BG6/1 細かな長石、石英を含み精緻。

良好

輔
/鏑 破片 〕・9ノ/11,9//=/=/

/一
回転ヘラケズリ、回転ナデ/回転ナデ 10BG6/1 細かな長石、石英を含み精緻。

良好

2号地下式横穴墓

輔 鶴 完形 12.2/―//下/下/
/3.6

ヘラ切離し、回転ヘラケズリ、回転ナブ
/回転ナデ→中央のみ不定ナデ

N6/0,5/0 N5/0 1～ 5 ndTIの長石、石英、黒雲
母を含み粗い。

良好

戟 鰭 完形 13.9/=/イ ァ/r=/イ
/39

ヘラ切離し、回転ヘラケズリ、回転ナデ
/回転ナデ→中央のみ不定ナデ

嘲 /α 6/0 511111以 下の長石、石英など微
量含み精緻。

やや軟質

輔
/鰐 完形 139/下/‐/~//

/32
ヘラ切離し、回転ヘラケズジ、回転ナデ
/回転ナデ→中央のみ不定ナデ

7 5Y8/1
7/1

10Y3/1,

7/1
長石、石英等微量含み精統

やや軟質

完形 12.8/146/ / /
/3.8

ヘラ切離し、回転ヘラケズリ、回転ナデ
/回転ナデ→底部のみ不定ナデ

7 5Y7/1 7 5Y8/1 1～ 7m程の砂粒微量含み精
復

軟質

輔
/鏑 影 124/142/ / /

/36
ヘラ切り離し、回転ヘラケズリ、回転ナ
デノ/回転ナデ→不定ナデ

喝/95/0 N8/0 1～ 511111程の長石、石英、黒雲
母を微量含み撤

やや祝質

鰯
/孵 完形 111/1&6/ / /

/38
回転ヘラケズリ、回転ナデノ//回転ナデ
中央部不定ナデ

N3/Q4/0 N5/cC/0 1～ 411111の 長石、石英を含み
やや粗いハ

堅緻 〇

3号地下式横穴墓

輯 鰐 完形 回転かラケズリ、回転ナデ/回転ナデ→

中央部のみ不定ナデ
WO,70 N5/0,5/0 1～ 5 11ullの 長石、石英を含み、

鱗
良好/3.6

輔
/鶴 完形 132ノ/下/下/=/

/4.3
回転かラケズリ、回転ナデ//回転ナデ
中央部不定ナデ

5B5/1 N6/0 1～ 5 11ullの 長石、石英を含み、
鱗

良好

輔
/鰭 ほぼ完形 12.8//下/下/下//・

ノ/3_7
回転ヘラケズリ、回転ナデ/回転ナデ→

中央部不定ナデ
7 5Y5/1
4/1

7 5Y6/1 1～ 5 1ullの 長石、石英、黒雲母
を含み、緻密

堅緻

輔
/鶴 完形 11.5/ // /

/3.3
ヘラ切→不定ケズリ、回転ナデ/回転ナ
デ→中央部不定ナデ

Nワリ,4/0 Ne/α 5/C 1～ 5111111の 長石、石英、黒雲母
を含み、緻密

堅緻

輔
/鰐 完形 回転かラケズリ、回転ナデ/回転ナデ→

中央部不定ナデ
N6/0 l～ 5 11ullの 長石、石英、黒雲母

が微量、緻密
堅緻/3.9

瑶
/鶴 138/下/=/~//

/
回転ナデ/回転ナデ 10YR8/3 25Yも,ヽ 1～ 2 Hullの 砂粒微量、縦

やや軟質

輔
/鶴 139/ / / /

/43
ヘラ切離し、回転ヘラケズ

'(雑
)、 回転

ナデノ/回転ナデ
2 5Y8/E
6/3

2 5Y8/2 1～ 5 ntlll以 下の砂粒微量で精
統

軟質

輔 得 完形 ■ 4/1&9///
//45

回転ヘラケズノ、回転ナデ/回転ナデ→

中央部不定ナデ
7 5Y7/1 7 5Y8/1 1～ 4 Hullの 長石、石英を多量

含み粗い。
やや軟質

な妄,言 ],1:ン
ノイ上コ、歩ヨ完形 110/1&2///

ノ/′3 8
回転ヘラケズリ、回転ナデ/回転ナデ→

中央部不定ナデ
照チ亀、6/C 1～ 8 nullの 長石、石英、黒雲母

を多量含み粗い。
良好

戟 妨 薪 ■8/135///
/′3.8

回転かラケズリ、回転ナデ/回転ナデ→

中央部不定ナデ
7 5Y8/1
6/1

10Y8/1 1～ 5剛程の長石、石英微量、
鱗

良好 O

輔
/妨 完形 127//145/ / /

/4.4
ヘラ切離し、回転ヘラケズノ、回転ナデ
/回転ナデ→中央部不定ナデ

2 5Y7/C
6/3

2 5Y8/C
8/2

1～ 5 Hullの 砂粒が微量、精緻。
軟質

輔 得 完形 108/129/ / /
/3.8

回転かラケズリ、回転ナデノ//回転ナデ
中央部不定ナデ

N7/0,6/0 N7/0 1～ 7 11ull程の長石、石英等微
量含み精緻。

軟質

輔
/錆 薪 lα 8/129/ / /

/3.3
回転かラケズリ、回転ナデ//回転ナデ
不定ナデ

N7/0,6/0 卜
鱗

5血程の長石、石英微量、
堅緻

輔
/鏑 ほぼ完形 lα 5/131/ / /

ノ/32
回転ヘラケズジ、回転ナデ//回転ナデ→

中央部不定ナデ
1～ 4 11ullの長石、石英微量含
み精緻

良好

戟 靱 完形 4,7////11
/10.3

回転ナデ、体部上カキロ、体部下回転ヘ

ラケズリ/回転ナデ
N7/0,6/0 N7/0 1～ 5剛程の長石、石英、黒雲

母を微量含み、緻密
堅緻

4号地下式横穴墓

鰯
/娼 完形 ■,9//下/下/下/

/4.4
回転ヘラケズリ、回転ナデ/回転ナデ→

中央部不定ナデ

N5/0 1～ 711111程 の長石、石英等微
量含み撤

堅緻 ○

戦 孵 完形 lα 2/12.8/ / /
/34

回転かラケズリ、回転ナデ/回転ナデ→

中央部不定ナデ
5B5/1 5B6/1 1～ 5 11ull程 の長石、石英、黒雲

母を微量含み、緻密
鞠

鰯
/御 完形 115///115/

//160
回転ナデ/回転ナデ N5/0.4/0 N5/0,4/C 1～ 5 Dull程 の長石等が微量、

緻密
堅緻

穀 御 完形 8,1//一/―ノ/~/
ノ

/′21  1

口縁部回転ナデ、体部回転カキロ/回転
ナデ

N7/0 2酷Y4/1 1～ 3 dull程 の長石等が微量、
緻密

堅緻

土師器/不 完形 ミガキ、ヨコナデノ/ミ ガキ、ヨコナデ 7研 R7/て 7 5YR6/t 精 良
良好

//41
土師器/鉢 完形 143//―//_//下/

//68
ミガキ、板ナデ、ヨコナデ、暗文?/ミ ガ
キ、ヨコナデ

2 5Y8/3 2 5Y8/3 1～ 7 ntlllの 砂粒多量、粗い
良好

輔
/鏑 108/1&3///

/33
回転ヘラケズリ、回転ナデ/回転ナデ→

中央部不定ナデ
7.5Y7/1
6/1

聰q5/1 1～ 5m程の長石、石英、黒雲
母を含み、粗密

堅緻

用 趾 湯 /紹 日縁部破片 ///// ヨコナデ、刻目突帯/ヨ コナデ 2 5Y8/3 2 5Y8/4 1～ 5 11ullの 茶色粒を多く含み
粗い。

良好

-82-



5号地下式横穴墓

配 器 種 残存率

法 量 調 整 色  調

胎 土 焼 成

ヘ
ラ
記
号

口各 /受部缶/底笛/月

外面/内面 外面 内面眸舶ン 刀聞 瑚竜本籠yれ 市

(cm)

土師器/鉢 176/―//=/〒/
/_

ミガキ/ミ ガキ 2 5Y6/8 ■VR76 1～ 3 11ull程 の砂粒が微量、精
良。

良好

上師器/鉢 完形 185//下/=/‐ /
//87

ミガキ、日縁部ヨコナデ//ミ ガキ 2 5YR6/6 1～ 5 11ullの 砂粒 (茶色粒)を含
み精良。

良好

船
/御 杯部のみ 148/ / / / ミガキ、タテナデ/ミ ガキ Z研肥/8 25Y瑚8 精良

良好

6号地下式横穴墓
土師器/郭 完形 122/下/‐/下/

/58
ヨコナデ、板ナデ/板ナデ 7 ЫR8/G 7研距/4 1～ 7 11ullの 長石、茶色粒を含み

やや粗い。 良好

フ号地下式横穴墓

鞘
/鋸 13.0/ / /下/

/40
切離 し→ナデ、回転ナデ/回転ヨコナデ
→中央部不定ナデ

5GY6/1 N6/U 1～ 5 HEllの 長石、石英、黒雲母
が微量、緻密n

良好

輔
/賠 完形 128//下/下/=/

//-36
回転ヘラケズソ、回転ナデ/回転ナデ→
中央部不定ナデ

N7/0 1～ 5 Hullの 長石、石英を微量
含み緻密。

堅緻 ○

輔
/鑑 128//下/下/下/

/40
回転ヘラケズリ、回転ナデ//回転ナデ→

中央部不定ナデ
2路 W6/1 1～ 5 11ullの 長石、石英を微量

含み緻密。
堅緻

輔
/鶴 完形 11,1/ / / /

/38
回転ヘラケズリ、回転ナデ/回転ナデ Nうれ釘Э/0 N6/0 1～ 7 11ullの砂粒を微量含み緻

密。
堅緻 ○

鞘
/孵 完形 126//下/下/=/

/35
回転ヘラケズリ、回転ナデ/回転ナデ→

中央部オサエ、不定ナデ
7 5Y6/1 N7/0 1～ 5 11ullの 砂粒が微量、緻密。

良好

輔
/鏑 完形 11,2/1&e/ラ /ラ/

/36
回転ヘラケズリ、回転ナデ/回転ナデ→
中央部不定ナデ

7 5Y7/1 1～ 5 Hullの砂粒が微量、緻密。
良好

瑞
/籍 ほぼ完形 112/Eレイラノイラ/

/36
切離し、回転ヘラケズリ、回転ナデ/回
転ナデ

N5/0 陥/銚 4/C 1～ 511111の 長石、石英、黒雲母
が微量、緻密

堅緻

興 萌 /コ胡 完形 115/139///
/37

切離し、回転ヘラケズノ、回転ナデ/回
転ナデ→中央部不定ナデ

2路 Y6/1 N6/0 1～ 7 11ullの砂粒を微量含み緻
密。 良好

剣B術/¬羽 完形 11.1/1&5///
/38

回転ヘラケズリ、回転ナデ/回転ナデ→

中央部不定ナデ
283Y5/1 1～ 5 11ullの 砂粒が少量、緻密。

良好

質落誘し/々ツ! 完形 123/ / / /
/16.0

回転ナデ、カキロ、/回転ナデ 2冊 Wν l l～ 7 11ullの砂粒を少量含み緻
密。

良好

土師器/ミ =
ュ々ア」とをξ

完形 6 8//イー
「

///4 3/ノ
イー

「
///

ッ//4,0
指オサエ、ミガキ/ミ ガキ、回転ナデ 7 VR7/t 7V昭/6 1～ 3 Hull程 の砂粒が微量、精

良。
堅緻

頁恵器/甕 肩部破片 ///// 擬格子目叩き//― 2 5Y6/1 2 5Y8/4 1～ 3 11ull程 の砂粒が微量、級
密。 良好

船
/徹 脚部 / / /118/ ミガキ/板ナデ、ヨコナデ 7.V照/t 10YR8/4 精 良

良好

8号地下式横穴墓

朝 鰐 影 129/_/下/下/
/30

切離し→ナデ、回転ナデ//回転ヨコナデ
→中央部不定ナデ

くヽ 0,6/C N6/0 1～ 5 11ullの 砂粒を少量含み、
淋鬱え々斐野。

堅緻

輔
/鰐 完形 123/ / / /

/36
回転ヘラケズリ、回転ナデ/回転ナデ→

中央部不定ナデ
10GY6/1 5GY6/1 1～ 5 11ullの砂粒を少量含み、

隣 。
蜘

鞘
/鶴 完形 131//下/下/=/

/33
回転ヘラケズリ、回転ナデ/回転ナデ→

中央部不定ナデ
N7/α ψ々D N6/0 1～ 5 mullの 砂粒を少量含み、

やや粗い。
堅緻

ほぼ完形 11.5/1&4/ / /
//4 0

回転ヘラケズリ(雑 )、 回転ナデ/回転ナ
デ→中央部不惹ナデ

N7/0 N7/0 1～ 5 1ullの 砂粒 を微 量含み、
焙紅 軟質 ○

9号地下式横穴墓

輔 /鰭
|

ほぼ完形 137/_/下/下/
/38

回FAAラ ケズソ、回転ナデ//回転ナデ→

中央部不定ナデ
7 5Y7/1 7 5Y7/1 1～ 3 Hull程 の砂粒が微量、精

儀 軟質

員 冒碕ン 引濫 完形 11,9// / /
/36

切離し→ナデ、回転ナデノ/回転ヨコナデ
→中央部不定ナデ

7 5Y6/1
4/1

7 5Y7/1 1～ 5 11ullの 砂粒を微量含み、
緻密。

堅緻

纂 自 う /M朔 14き/ _ヽ2///
/4,7

― //回転 ナ デ 7 5Y8/1 7 5Y3/1 1～ 5 11ull程 の砂粒が微量、精
観 軟質

鞘
/鏑 完形 101/12.2///

/34
回転ヘラ切離 し、回転ナデ/回転ナデ→

中央部不定ナデ
1～ 5 tlulの 長石、石英を微量
含み緻密ぃ

堅緻 O

10号地下式横穴墓

鞘
/鰐 完 形 11・ 9/下/下/下/

/36
回転かラケズ ,、 回転ナデ//回転ナデ→

中央部不定ナデ
10Y4/1 7 5Y4/1 5 mmt満 の長石を少量含み精

統
堅緻 ○

鞘
/錆 ほぼ完形 108/132///

//4 3
回転ヘラケズリ、回転ナデ/回転ナデ→

中央部不定ナデ
2 5Y7/2 5B5/1 1剛程の長石等を含み精緻。

堅緻

輔
/鞠 日縁部欠損 =/下/下/~//15,( 回転ナデ→カキロ、胴都下位回転ヘラク

ズリ/回転ナデ
5Y4/1 5Y4/1 5 11ull以 下の長石などを微量含

み精統
堅緻
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12号地下式横穴墓

輔
/鋸 日縁都久損

//4

120/下/下/ /
4

回転ヘラケズジ、回転ナデ/回転ナデ
中央部不定ナデ

5Y7/1 7 5Y7/1 1～ 2剛程の長石を含み精緻。
軟質



NO 器 種 残存率

法 量 調 整 色  調

（
ロ 土 焼 成

ヘ
ラ
記
号

口雀ノ文干踊う/Σ雛う/閥

つ言詔∃巨/月囀 /絲
rrm)

外面/内面 外 面 内面

鵡
/錦 ほぼ完形 104/124/ //

/3.3
回転ヘラケズリ、回転ナデ//回転ナデ
中央部不定ナデ

5Y6/1 5PB5/1 4 HIIl以 下の長石を少量含み精
統

良好 ○

輔
/靭 日縁部欠損 /生プ生プ牛 / 回転ナデ→カキロ、胴部下位回転ヘラケ

ズリ/回転ナデ
5Y5/1 5Y5/1 7 11ull以 下の長石や黄褐色粒を

含み緻密。
堅緻

掛蒔 レ布朝 完形 ■.8///8し /

//8 85
イ部ヨコナデ、ヨコミガキ、脚部タテナ
デ、ヨコナデ/ヨ コミガキ、回転ナデ

5YR6/6 猛
『

rRげ6 石英、長石を含み撤
良好

13号地下式横穴墓

輔
/嬬 完形 12.3//=/T/下 /

/4.1
回転浴ラクズリ、回転ナデ/回転ナデ→

中央部不定ナデ
10Y5/1 2～ 3 11ull程 の長石を含み精緻

良好

輔
/妨 薪 106/1&1/ / /

ノ/3.8
回転ヘラクズツ、回転ナデ//回転ナデ→

中央部不定ナデ
7.5Y6/1 5Y5/1 5 11ull以 下の長石などを含み粗

い ぃ

やや軟質

14号地下式横穴墓

須恵器/禦
蓋高郵

杯部のみ 11.9/ / / / 回転ヘラケズリ、回転ナデ/回転ナデ 3 11ull以 下の長石等を含み精緻
良好

土師器/鉢 完形 126// //
/56

ヨコナデ、斜めミガキ/ヨ コミガキ、不
定ミガキ

5YR6/6 5YR6/6 撒
良好

土師器/1Th 完形 ―/― 7研 R8/4 2 VR5/6 5111111以 下の灰褐色粒を含み精
緻ハ

やや軟質 O
/4,6

土師器/イ 薪 2.5YR5//t 2 Dr馬1亀 細かな長石、石英を含み精緻。
やや軟質

/48
土師器//郷 完形 ヨコナデ→ヨコミガキ、不定ミガキ、/

ヨコナデ→ヨコミガキ
5YR6/4 2 DrR5/6 1～ 2血程の長石を含み精緻

良好/51
土師器/郵 完形 14.9// / /

///4.85

ヨコナデ→ヨコミガキ、不定ミガキ、/
ヨコナデ→ヨコミガキ

7 5YR6/4 7 5YR6/6 2 Hull程 の長石等を少量含み精
徴

やや軟質

土師器/杯 新 12.1/ / / /
/415

ヨコナデ、不定ミガキ、/ヨ コナデ、不定
ミガキ/外面に線刻あり

5YR6/8 75Y照/8 細かな長石、石英を含み精緻。
良好

鰯
/鏑 イよイず,テ |::,lFケケ ll.1/129///

/35
回転ハラ切離し、回転ナデ/回転ナデ→

中央部不定ナデ
5Y5/1 5Y6/2 長石等を含み精緻。

良好

117
須恵器/振
頸壷

口縁～頸部 回転ナデノ/回転ナデ 5Y6/1 7 5Y5/1 長石、黒雲母等微量含み精緻。
良好

須恵器/短
質 菩

完形 3.6////10.[
///6 55

回転ヘラ切離し、回転ヘラケズリ、回転
ナデノ/回転ナデ

5Y6/1 5Y6/1 l mmTIの長石を含み精緻。
堅緻

頂港専偶/う(蜜 日縁～頸部 Ю 5//=/=/― //
/_

回転ナデ、擬格子ロタタキ→カキロ/回
転ナデ、同心円状当て具痕

2 5Y4/1 5YR5/4 細かな長石、石英を含み精緻。
堅緻

15号地下式横穴墓

完形 11.8ノ/下//=//=//
/4.0

回転ヘラ切離し、回転ヘラケズリ、回転
ナデ/回転ナデ→中央部不定ナデ

7 5YR5/
3

5Y5/2 3111111以 下の長石、石英、灰色粒
を含み緻密。

やや不良 O

122
朝

/鰐 ほぼ完形 11.6//下/下/下/
//′3 7

回転ヘラ切離し、回転ヘラケズソ、回転
ナデ/回転ナデ→中央部不定ナデ

10Y5/1 10Y5/1 4 11ull以 下の長石を含み緻密。
良好

輔
/妨 ほぼ完形 10.35/12.2//―/

/下/36
回転ヘラ切離し、回転ヘラケズツ、回転
ナデ/回転ナデ→中央部不定ナデ

5Y5/1 5Y6/1 2血程の長石等を微量含み精
駐

やや不良

瑶
/鏑 ほぼ完形 104/1Z7/ / /

///3 75

回転ヘラ切離し、回転ヘラケズリ、回転
ナデ/回転ナデ→中央部不定ナデ

4 8ull以下の長石を少量含み緻
厚体^

堅緻

土師器/甕 ほぼ完形 11.0//=/44//
ノ/9 9

ヨコナデ、指オサエ、ナデ/ヨ コナデ、
不定ナデ/底部 木の葉底

10YR7/4 10YR7/4 9 Hul未満の赤褐色粒を含み粗
い 。

やや不良

珊
/御 日縁部欠損 191/ / /114/

//125
ヨコナデ、板ナデ、ミガキ、タテナデ/ミ
ガキ、ヨコナデ

5YR6/6 5YR6/6 4 11ull以 下の赤褐色粒を少量含
み精統

良好

16号地下式横穴墓

128
瑞 鶴 ほイずテJ杉 129/ / / /

/3,9
回転ヘラクズリ、回転ナデ/回転ナデ→

中央部不定ナデ
7 5Y5/1 10Y5/1 3m程の長石を含み精緻。

良好 ○

鰯
/鋳 ほぼ完形 回転ヘラ切→ナデ、回転ヘラケズリ、回

転ナデ/回転ナデ→中央部不定ナデ
10Y7/1 7 5Y6/1 8 dull以 下の長石を含み精緻。

やや不良
///4 35

土師器/鉢 ほぼ完形 158//下/下/~//
/57

ヨコミガキ,回転ナデ/回転ナデ、板ナ
デ、不定ナデ

5YR6/6 細かな長石を含み精緻。
良好

朝 /ヘノ, 体部 ヘラ切離し、回転ヘラタズリ、回転ナブ
/回転ナデ

7 5Y6/1 7 5Y6/1 1～ 4m程の長石を多く含み
粗い。

良好

鰯
/徹 脚部 ///// 回転ナデ/回転ナデ 5Y6/1 10Y6/1 4 4un以下の長石を含み精続

堅緻

当鵡 /々朝 杯部、脚部 14N部 ヨコミガキ、脚部タテ ミガキ/指ナ

ア

5YR6/6 5YR5/6 撤
良好

17号地下式横穴墓

輔
/鏑 完形 lα 3/130/ / /

/3_3
回転ヘラケズリ、回転ナデ/回転ナデ→

中央部不定ナデ
5Y5/1 7 5Y5/1 3 Hull以 下の長石を含み粗い。

やや軟質

瑞
/靱 日縁部欠損 回転ヘラケズリ、回転ナデ/回転ナデ 5Y5/1 7 5Y4/2 2～ 3 11ull程の長石、石英を含

み精緻。
良好
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� 器種 残存率

法 量 調 整 色  調

ム
ロ 土 焼 成

ヘ
ラ
記
号

口ぞ乙/受音略 /底俗与/打々
贈 ■購疇大各/絆

rrm、

外面/内面 外 面 内面

員喜命ラ/M瑳 完 形 111//T/T/下 /
/3.75

回転ヘラ切、ヘラケズリ、回転ナデ/回
転ナデ、指オサエ

5Y7/2 2 5Y7/3 精緻
不 良

輔
/錦 ほぼ完形 10‐ 0//下/~//=/

///4 25

回転かラクズリ、回転ナデ//回転ナデ→

不定ナデ
5Y4/1 1～ 2 11ullの 長石を含み精緻。

堅緻

輔
/鶴 |まイ」ち花訊レ H5/965(カ エリ剖

船 //― //― //一ノ/3 f
回転ヘラケズリ、回転ナデ/回転ナデ→

不定ナデ
4 11ull未満の長石を多く含み緻
密。

やや軟質

輔
/鏑 完形 ひ6//119///

/35
ヘラ切離し、回転ケズリ(雑)/回転ナデ
→オサエ、中央部不定ナデ

7 5Y5/1 7 5Y5/1 2 4Mlm程 の長石を含み緻密。
良好 ○

輔
/鱒 完形 回転ヘラ切離し→カキロ、回転ナデ///回

転ナデ
10YR7/3 10YR7/4 3血程の黒褐色粒を含み精緻

不 良/51
戟 鰐 118//下/下/下/ 回転ヘラ切離し、回転ヘラクズリ、回転

ナデ/回転ナデ→不定ナデ
10Y5/1 10Y5/1 1剛程の長石を含み精緻。

堅緻 O

須恵器/浩
付 辱 篭 喜

胴部～脚部 _//_//_///130/1
1/

胴部下位回転ヘラケズリ→回転ナデ、回
転ナデ/回転ナデ

N7/0 2 5GY6/

l

4m程の長石を含み精緻
良好

18号地下式横穴墓
土師器/邦 ほぼ完形 137/ / //

//4 4

ミガキ/ ガ キ 5YR7/8 7.5YR7/t 1～ 2 null程 の石英 、長石 を含
入紺芹 _

良好

刊号土墳墓

珊
/鶴 完形 124/下/下/下/

/40
ヘラ切離 し→ヘラケズツ、回転ナデ/回
転ナデ→オサエ、中央部不定ナデ

10Y5/1 10Y6/1 7 11ull以 下の長石や灰 白色粒を
多く含み粗いハ

やや軟質

鰯
/鏑 完形 114/ほ 6/ / /

///3.9

ヘラ切離 し→ヘラケズリ、回転ナデ/回
転ナデ→オサエ、中央部不定ナデ

10Y5/1 7 5Y6/1 6 11ull以 下の長石を多く含みや
や湘い_

良好

頁恵器/短
卸高邦

完形 127///72/
/70

回転ヘラケズリ、回転ナデ/回転ナデ、
オサエ→中央部不定ナデ

5Y7/2 5Y7/1 4血程の長石を含むが絶
やや軟質

頁恵器/摂
脚高郵

効 129//―//下/下/
/183

回転ヘラケズリ、回転ナデ/回転ナデ→

中央部不定ナデ
5Y6/1 7.5Y7/1 7 11ull以下の灰色、白色粒を多

く含み粗いハ
やや不良

船
/御 完形 160///118/

//134
ヨコミガキ、タテミガキ/不明 5YR6/6 7研 R7/t l llllll以下の長石、石英を含み

撤 笏 _

良好

3号土墳墓

瑞
/御 底部～胴部

1/2
///// 回転ヘラケズリ、回転ナデ/回転ナデ→

不定ナデ
N5/0 5Y6/1 1剛未満の長石を含み絋

良好

4号土境墓

奥 範 /コ羽 完形 lα 1/119///
/38

回転ヘラ切離 し、回転ヘラケズリ、回辱
ナデ/回転ナデ→不定ナデ

5Y7/2 5Y7/1 l llull以 下の長石を少量含み編
繊^

やや軟質

165
上師器/鉢 118/ / //

//4 4
板ナデ、不定ケズリ/回転ナデ、ナデ→

ミガキ

7.5YR7/6 7.5YR7/4 l llull程の赤褐色粒、長石 と4
剛程の白色粒を含み粗い。

良好

呵号住居跡

輔 /錆
|
ほぼ完形 123/147/ / /

/4.5

ヘラ切離 し→ヘラケズリ、回転ナデ///回

転ナデ→オサエ、中央部不定ナデ
2.尉Y7/1 7 5Y6/1 3m程の長石を含みやや粗ヤ

良好

う言こえξ::Hロテ/t修不W夢イ
 |

1&2/152/ / / 回転ヘラクズリ、回転ナデ/回転ナデ→

不定ナデ
3 ullll以 下の長石を多 く含みや
や湘ぃ _

堅緻

土コ瞬器/短邑? 底部～胴部
1/2

///// ―//板ナデ、オサエ→不定ナデ 10YR8/4 2 5Y6/3 3 Hull以 下の赤褐色粒、長石 と
灰色粒を含み粗いハ

やや軟質

土師器/甕 口縁～胴部 156//下/~//~// ヨコナデ、板ナデ/ヨ コナデ、板ナデ 10YR8/3 2 5Y4/1 8 11ull以 下の赤褐色、黒色粒、長
石を含みやや粗い。

良好

上師器/密 底部 ―/―/78/―/
/_

不定ナデ、オサエ/板ナデ、オサエ→不
定ナデ/底部 木の葉底

10YR8/3 10YR8/3 5 1ul以 下の赤褐色、黒色粒を
多く含みやや粗い。

良好

土師器/甕 日縁～月同吉Б145//下/下/下/
/一

ヨコナデ、指ナデ/ヨ コナデ 10YR7/4 10YR8/3 7剛程の灰黄褐色粒や 4 11ull程

の長石を含むが精緻。
やや軟質

船 /観7 口縁～胴部 お8/ / / / ヨコナデ/板ナデ 10YR8/4 2.5Y8/3 5 11ull以 下の赤褐色、黒色粒を
含むが識

やや軟質

土師器/甑 底部～月同部 ―/―///72//― // 指ナデ、板ナデ//指ナデ、板ナデ 7.研R8/4 10YR7/3 6 11ull以 下の赤褐色、黒色粒を
多く含み粗い。

やや軟質

土師器/甕 日縁～月同部 200//―//下/下/ ヨコナデ、不定ナデ///ヨ コナデ 7.Ы R3/6 10YR8/6 5 11ull以 下の赤褐色、黒色粒、長
石を多く含み粗い。

軟質

土師器/甕 底部～胴部 =/T/10.5//下/ オサエ、ナデ//下/底部 木の葉底 10YR7/4 10YR3/4 7 11ull以 下の赤褐色、黒色粒、長
石を多く含み粗い。

やや軟質

2号住居跡

蝸
/響 底 部 /  /  /  /  / 板ナデ/板ナデ 7 VR6/8 10YR7/4 6 11ull以 下の赤褐色粒、石栗を

含み粗い。
良好

聾配 /々朝 2112///1a4/
/160

ヨコナデ、ミガキ/ヨ コナデ 2.5Y酌8 10YR7/4 1～ 5 Hullの 砂粒が微量、緻密。
良好
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3号住居跡

圧 コ 断 γ 餐

|ほ
測S～月日司

`

_//生_/70/― / ヨコナデ、指オサエ、ナデ/ヨ コナデ、不
定ナデ

10YR3/4 黒 1～ 5飩程の長石、赤褐色粒、
石英を多く含み粗い。

良好



NO 器種 残存率

法   量 調 整 色  調

ム
ロ 士 焼 成

ヘ
ラ
記
号

口各 /受部笛/底径/謄

外面/内面 外 面 内 面籐語y月日淵蛎ヲ町ダ 葎請

(cm)

土師器/甕 底吉F
~ノ/~//′ 70/―// 下/板ナデ 10YR5/3 2 5Y4/1 1～ 4 Hull程 の長石、石英を多

く含み粗い。
不良

用 監 腸 /雀 日縁部 ////与 / ヨコナデ/ハケロ、ヨコナデ 10YR3/4 10YR8/4 長石、石英を多く含み粗い。
やや軟質

4・ 5
容生量醤影イ壷 頸部～月同部 ///// ヨコナテ、ミガキ/不足ナデ 10YR5/3 10YR7/4 1～ 4 11ull程の長石等を多く含

み粗い。
良好

刻目突帯 ////与 / 突帯、ハケロ/ハケロ 10YR8/2 2 5Y7/2 1～ 3 11ull程 の長石等 を多 く含
み湘い _

やや不良

胴部 ///// 突帯、ハケロ、ヨコナデノ/ハケロ、ナデ 10YR7/3 2 5Y3/1 l mull程 の赤褐色粒を多 く含み
粗 い 。

やや不良

2Aグリッド

185
上師器/甕 FA部 ～月同課 11/―//―//―//

/_
ミガキ、タテミガキ、板ナデ/板ナデ 10YR8/4 10YR7/4 黒褐色、赤褐色粒が混 じり、精

喜^
良好

186
上師器/甕 日縁～月同郡 163////21 板ナデ/板ナデ 10YR7/4 7 ⅣRi/6 1～ 3 aullの 赤褐色粒を含み粗

い ^

良好

上師器/甕 月同部 / / / /26(
/_

板ナデ/板ナデ 2 5Y7/4 10YR7/4 赤褐色粒、長石を少量含む。
良好

lAグ 1

輔
/鑑 ほぼ完形 132/―// /― //

/40
回転ヘラ切離し、回転ヘラケズリ、回幕
ナデ/回転ナデ、指オサエ→不定ナデ

2 5Y6/1 5Y6/1 細かな石英や長石を含み精緻
やや軟質

例忌誘/14拐 完形 ■.4/141/ / /
/41

回転ヘラ切離し、回転ヘラクズリ、回転
ナデ/回転ナデ、指オサエ

【VR6/1 5YR5/1 1～ 2 11ulの長石、石英を含み
やや粗い。

良好

例恐誘/14甥 12.2/14レ 生フ勺 / 回転ヘラケズリ、回転ナデ/回転ナデ、
オサエ

5Y6/1 N5/0 2m程の長石を多く含みやや
相いハ

堅緻

底部回転切離し→ヘラクズリ、回転ヘラケズリ
回転ナデ/オサエ→不定ナデ、回転ナデ

細かい赤褐色粒を含み精緻。

その他 の出土遺物
鉄製品(cm)

NO 出 土 地 点 名   称 現存長 鏃身長/刃部長/幅/頚部長/茎部長
5号地下式横穴墓 刀 子 1 刃 部 12.8 ―/125(残存部)/1.2～ 2.2/―/―
5号地下式横穴墓 刀子 2 刃部 ―/5,0(残存部)/2.0/― /―
8号地下式横穴墓 腸快三角形鏃鏃身部 45//――//1.7～ 3.6//0.9+α //―一

13号 JIfJ下 式 橋 穴 票 手鎌 ? 5 2(力完イ≠宿郎)///2.0-2 3//′ ――///~~

13号地下式横穴墓 鉄鏃茎部 ―/―/0.8～ 14/―/60
15号地下式横 穴墓 刀子 刃部 7 25 7.0(残 存部)/14～ 1.9/―/―
16号地下式横穴墓 鉄鏃茎部 ~///~~///1.0～ 2 05//― //―一

16号地 下 式 横 穴 裏 方頭鏃鏃身部 6 05 ――///2.6///1.0ハ ▼2.6ノ //~~ッ//――

16号地下式横穴墓 方頭鏃鏃身部 7.2 ――ッ//2.5ノ//0.8-2 5///― ―///~~

171号地下式横穴墓 三角形鏃鏃身・茎部 3.6//―//0.8～ 4.5//1,6//―
l作1号地下司島頓 説明朝揃 方頭鏃鏃身部・茎部 10. 1 7.1/3.1/0.45～ 31/―/32
1作 1提犯蜘 揃 方頭鏃鏃身部・茎部 14.0 7.6/305/0,9～ 3.05/―/6.4
1作1号地蜘 可子・刃 部 ～ 柄 部 9 45 ――//6.5//0 9//― ―//―
l作 1号地蜘 刀子・刃部 ~~ノ/′ 4.9ノ/0● 3///――///~~

1号 土 犠 墓 圭頭鏃 3.0/―/34/― /―
1号土墳墓 方頭鏃鏃身部 77 7.0/3.5/14～ 3.5/― /一
2号土塘墓 環状鏡板付轡

2号土婚 票 不明鉄器 (馬 具 ?)
3号土墳墓 刀子・刃部 ― /4.2/1.1/― /―

Cm

NO 出 土 地 点 材 質
外 径 × 内 径 × 断 面 ?

1号地下式横穴墓 蝉 ? 27× 1 35XO.7
2号地 下式横 穴嘉 銅 】 2.9× 16× 0_7

4号地 下式橋 穴豪 2.7× 145× 08
司芯 ?箔張 3.1× 1.8× 075

5号地下式横穴墓 銅芯金箔張 29× 1.55× 0,75
7号地下式横穴墓 銅芯銀箔張 3,1× 1.7× 075
7号地下式横穴墓 銅芯銀箔張 31× 1,75× 0.8
13号地下式横穴墓 銅芯金箔張 3.0× 16× 0.8

120 14号地下式横穴墓 銅芯金箔張 245× 145× 05
17号地下式横穴菓 銅芯登 30× 155× 07
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第Ⅳ章 調査資料の分析と検討

第 1節.堂ヶ嶋第 2遺跡の全容

本遺跡より最終的に確認された遺構は、縄文早期の集石遺構 2基、弥生時代中～後期の住居跡 3軒、古

墳時代終末期の消失円墳 2基 (と もに直径約14mで 1基は地下式墓寄生型消失円墳)。 地下式横穴墓21基及

び土墳墓4基・住居跡 2軒、中世の住居跡 1軒、近世のピット群などである。

今回、本遺跡で確認された、地下式横穴墓が墳

丘構築以降に古墳周溝から穿たれた円墳を地下式

墓寄生型円墳と名付けたい (第Ⅲ章第 4節 )。 地下

式墓寄生型円墳と呼ぶ円墳は、円墳であることか

ら確実に内部主体が伴わなければならない。また、

円墳 と地下式横穴墓の築造年代は、ほぼ同時期で

あつたとしても地下式横穴墓が円墳より後でなけ

ればならない。つまり、円墳に対 して地下式横穴

墓が寄生している場合のみ用いることにする。

墳丘下に玄室を配する地下式横穴墓については

古くからとり上げられ、喜田貞吉の寄生説 と坪井

正五郎の墳丘説が打ち出された。その後、田中茂

は県内で確認 された同様の例を13例上げ、「墳丘

説はまだ仮説にとどまると思われるが・‥」 とさ

れながらも墳丘説の立場をとられている。

Fig,108 牛牧 1号墳と地下式横穴墓 (1/250)
註 (6)よ り転載

堂ヶ嶋第 2遺跡に確認された地下式墓寄生型円墳は既に墳丘を全て消失していたことから明確にはでき

ないが、築造年代は周溝内のイ蓋から遡つてもTK43型式併行期に対応 しよう。前章でも若干ふれたが、こ

の時期の横穴式石室を伴 う古墳は、墳丘のほとんどが削平されてたとしても、墳丘下層に腰石を据える掘

り方が遺存するはずである。したがつて、この円墳は竪穴系埋葬施設を内部主体 としていたと思われる。

この円墳と同様の例は、 5世紀代では岡崎 4号墳 (串良町)、 6～ 7世紀代では牛牧 1号墳 (高鍋町)。 祇

園原 5。 20・ 22・ 33号墳 (新富町)。 国分 1・ 2号墳 (西都市)な どが確認されている。牛牧 1号墳からはTK217型

式併行期の竪穴系埋葬施設が切 り合つて4基 (木棺直葬)確認された。但し、祇園原と国分に関しては既に

墳丘を全て消失していることから地下式墓寄生型円墳とは断定できないが、聞き取 り調査や周辺に同規模

の円墳が群在していることなどから考え合わせると疑いないであろう。

これ とは別に、地下式横穴墓を内部主体とした円墳や墳丘自体が地下式横穴墓の指標となる後背墳丘と

して築造された場合も考えられる。例えば、西都原Hl号墳 (西都市)、 下北方 7・ 8・ 9号墳 (宮崎市)、 六

野原10号墳、野尻村 2号墳 (大萩 3号地下式横穴墓)、 飯野村古墳の小木原古墳。無号 (1・ 3号地下式横穴

墓)・ 4墳 (101号地下式横穴墓)、 真幸村 1号墳 (島内 1号地下式横穴墓)な どがあげられる。

現在、宮崎県教育委員会により調査が行われている西都原Hl号墳下には4号地下式横穴墓が所在 し、

墳丘平坦面からは竪穴系埋葬施設と思われる掘 り方が確認された。この掘 り方上面からは4号地下式横穴

墓より下ると比定される須恵器甕が出土しているようであり、内部主体を地下式横穴墓とした円墳に竪穴系

証
5(勢

待

鉤
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埋葬施設のみが寄生した可能性もある。この円墳には葺石が施されており、墳丘の時期はさほど下らない

と予想される。但し、この竪穴系埋葬施設下に地下式横穴墓を遡る内部主体が所在する可能性も残る。

岡崎 4号墳の例をみると、 5世紀中頃に築造された円墳の周溝が、ある程度堆積した状態で地下式横穴

墓の竪坑が穿たれていたとされ、この時期にも地下式墓寄生型円墳はある。したがつて、下北方・六野原。

大萩・小木原などの地下式横穴墓の築造及び使用年代は 5世紀中～ 6世紀初頭であり、古墳時代終末期の

本遺跡などの例よりかかなり時期が上るが、これ ら地下式横穴墓もまた、墳丘に寄生する可能性はある。

但し、墳丘内に内部主体が確認されなかつたもの、地下式横穴墓の竪坑が墳丘周溝によリー部切 られてい

るもの (六野原 10号 )も 存在することから全てを地下式墓寄生型円墳にはし得ないであろう。但 し、墳丘下

に玄室を配する地下式横穴墓は、周溝や墳裾から竪坑を掘削しており、また、墳丘中心を意識 し玄室を墳

丘中心側や墳丘中心から放射状に外側へ向け選地 していることからも、墳丘と地下式横穴墓は同時か墳丘

構築後に地下式横穴墓が寄生的に築造されたかのどちらかに該当するであろう。

現段階で墳丘に関しては各種指定をうけてお り、大半が調査をされていないことから、今後、調査が進

展することにより、これら課題が一層明らかになることを望む。

地下式横穴墓には、単独で所在するタイプ (単独型 )、 環状構成。直線配置などある一定の規則をもち選

地するタイプ (集合型)、 指標 となるような墳丘を有するタイプ (表象型)、 既存の周溝を掘削し、墳丘下な

いしは墳丘外側に玄室を配し墳丘に寄生するタイプ (寄生型)な ど選地にも多くのバリエーションがある。

本遺跡の地下式横穴墓はある一定の規則 (方位や規模、構造、分布状況など)で築造されてお り、地下式

墓寄生型円墳の周溝に竪坑を穿ち玄室を墳丘中心に向けて築造するタイプが4基 (14～ 17-1号 )、 周溝から

竪坑を掘削し玄室を外側に配するタイプ 1基 (13号 )、 単独で所在するタイプH基 (1～ 8、 11・ 12・ 18号)、 墓

道がかなり長大化 しそれに玄室が 2基 ともなうもの (9・ 10号 )、 長大な墓道をもち 1基の主玄室と3基の小

型の玄室を付設する横穴墓と折哀型ともいうべきタイプのもの4基 (1作 1～ 174号)が確認 された。 17号

は、西都原台地上の酒元ノ上横穴墓群と類似したタイプであり、これに関しては第 3節で述べる。

調査区北北東隅には 1号消失円墳が所在する。この 1号消失円墳も 1号地下式墓寄生型円墳 とほぼ同時

期に築造されたと予想される。但し、この消失円墳には地下式横穴墓が伴わず、地下式横穴墓が伴 う高塚

墳にも何 らかの制約が働いていたと想定できる。

1号地下式墓寄生型消失円墳周溝から掘削されてい

る地下式横穴墓は南から西にかけて4基、北東側に玄

室を外に向けた 1基が約50° で区画割 りされた位置に

築造され、選地の方法にも規制があるようである。

本遺跡の地下式横穴墓の築造及び使用年代は、出土

遺物からTK209型式併行期～TK217型式古段階併行期頃

に比定される。この時期の地下式横穴墓の玄室形態は、

以前まで平入 り長方形から楕円形に移る過渡期とされ

てきたがTK209型式併行期以降でも隅がしかりとした

長方形プラン(7・ 8。 17-1号)は存続しており、かなり

新 しい時期まで採用されるようである。

屍床に関しては、川原石で設けているタイプが多いが、縄文早期の集石遺構の焼石を転用 しているもの

(8号)や河岸段丘層を利用したもの(12号 )も ある。これらの違いが、階層差などを繁栄しているものと捉

No 平面プラン TK209ぞ ! TK209ヌ汗 TK217τ j T(217男 i

2 隅丸長方形

Ⅷ
3 隅丸長方形 撃尊封 :4弱螂 :4:

9 隅丸長方形 露零彗
即 申 ■■1

7 隅丸長方形 嘲

隅丸長方形 離辞鰯 報

4 精 円 形 螂

精 円 形

13 精円形

l 精円形

楕円形

楕円形

楕円形

17-1 隅丸長方形 器報齢 韓劇

円 形 螂 郡報報講騨

17-2 円 形 l

17-3 楕円形 騨報醐

17 楕 円 形 離薄辮 :手嶺

Tab.6 堂ヶ嶋第 2遺跡地下式横穴墓の消長表
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えることもできるのではなかろうか。

閉塞方法は石か板閉塞と思われ、羨門部外側の床面に閉塞板をはめ込んだと予想される溝も確認されて

いる。また、初葬時には板閉塞を用いるが、追葬時には川原石閉塞へと変化 したと想定されるタイプ (2・

17-1号)も確認できた。

地下式横穴墓の終焉については、今 日まで調査資料が乏しく、あまり理解されていなかった。また、地

下式横穴墓と折衷型とされる酒元ノ上横穴墓群がどのようなプロセスを経て誕生するのかは不明であつた。

今回の調査で、地下式横穴墓の竪坑は時期が下るにつれ降り日側が公々に倒れていき、それに伴い長大な

竪坑となり最終的には羨道ないし墓道 ともいうべきものへと移行する。つまり、竪坑は玄室に被葬者を降

ろすための穴から葬送儀礼の場としての 「道」へと目的を大きく変容させたと思われる。

また、羨門部竪坑側に板閉塞を行つた際、板を留める支柱をはめ込んだと予想される柱穴 (1・ 4・ 8号 )

なども確認され、当時の人々の死者への意識も想像できる。

また、竪坑を囲むように配されていた柱穴 (3・ 4号周辺)は、当初、竪坑をモガジの場として利用 した

おりの寝屋的な建物の存在の可能性も予想 されたが、地下式横穴墓の竪坑のプランには一致しなかった。

したがって、これら柱穴は調査区南側に拡がるピット群と同時期の遺構であると思われる。これらピット

群からは陶磁器片や寛永通宝が出上し近世の柱穴と予想される。この柱穴群には近世の掘立柱建物跡ない

しは柵列跡等が所在していたと予想されたが、今回は十分な検討できなかったことから割愛させていただ

いた。これら遺構は東西に長い配置をとるようであり、4号地下式横穴墓竪坑周辺に検出された柱穴も軸

を同様にすることから、 3。 4号周辺の柱穴も近世の掘立柱建物跡の可能性が高い。

また、玄室内に供献された副葬品は、容器以外には鉄鏃や刀子、耳環 (同芯金・銀泊張)が数個程度であ

る。今回、玄室内にミニチュア土器が初めて持ち込まれている例 (6号)も確認され大変興味深い。

第 2節.堂ヶ嶋第 2遺跡 出土 の須恵器

堂ヶ嶋第 2遺跡では、地下式横穴墓から計105点の須恵器が出土した。特に蓋イHについては不蓋38点、

不身37点が出上した。宮崎県では、古墳時代に遡る須恵器窯跡が発見されていないため、生産地の資料を

中心とした在地の編年が組まれておらず、古墳や地下式横穴墓出土資料による編年が主流である。

近年、 6世紀末～ 7世紀代の須恵器編年は各型式の存続幅に地域色が強くみられることが指摘されはじ

め、年代観など全国的に見直しが行われている。

このような現状から、県内出土資料による須恵器在地編年は必要であり、遺跡内の出土須恵器を整理、

検討するのはその基礎作業となろう。今回は、最も多く出土した蓋郷の分析を行 う。

堂ヶ嶋第2遺跡から出土した蓋邦の回径に注目すると、郷蓋、郭身ともに分布域があり製作時の規格や

蓋と身のセットなどを推測しやすい。器高との関係は杯蓋に関してはばらつきがあり、邦身に関しては口

径が小さくなるにつれ、器高も低くなる傾向にある。本来なら形態的な特徴の他に調整などに注目して蓋

イを分類 し考察すべきだが、今回は紙幅の都合もあり、日径の法量分布図に現れた分布域を基準に形態的

な特徴を加味してⅣ類に分類した。

I類 出土須恵器中では、最も大型の口径と器高を持つ。蓋は日径13,7～ 14.5clllで 5点があり、不身は日

径12.3～14.3cmで 6点がある。
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器

高
　
（
Ｃｍ
）

50

45

40

35

30

25

20

杯蓋

IA類 天丼部からなだらかに傾斜し、日縁

部で角度を変え、端部に至る。口縁は丸く作

るものと内側を丸く突出気味につくるものが

ある。天丼部は回転ヘラ切 り離し後中心のみ

不調整で天丼部と体部の境を回転ヘラケズリ

する。精緻な胎上で焼成はやや軟質である。

(48、  93)

IB類 天丼部からなだらかに傾斜 し、体部

との境が不明瞭で、日縁端部に至る。日縁端

部は丸く作る。天丼部の調整は回転切離し後

中心のみ不調整で底部と体部の境を回転ヘラ

ケズジし、胎土は精緻で焼成はやや軟質であ

る。 (36、 37、 47)

杯身

ID類 底部と体部の境が不明瞭で、受部ま

でゆるやかに立ち上がる。口縁部はほぼ垂直

に立ち上がるものと、やや内傾 しながら立ち

上がるものがある。受部は水平に伸びる。底

部調整は回転切離し後中心のみナデで、底部

と体部の境に回転ヘラ削りを施す。胎土がや

9  95 10 105 11
口径 (cm)

Fig 109 不蓋法量分布図

Fig.110 イ身法量分布図

や粗く焼成が堅緻なものと胎上が精緻で、焼成がやや軟質なものがある。 (52、 95、 166)

IE類 底部は扁平で、体部との境までヘラケズジが及ぶが、底部との境は比較的明瞭で、受部までゆる

やかに立ち上がる。底部調整はヘラ切離し後中心のみ不定ナデし、底部と体部の境に雑なヘラケズリを施

す。胎上が精緻で焼成が軟質なものと、緻密で堅緻なものがある。 (38、 39、 167)

Ⅱ類 出土須恵器で最も多い一群である。全体的な特徴は I類の矮小化が進んだものであるが器高は維持

しているものが多く、蓋は日径12.2～ 13.5cIIlの 範囲に集中し、杯身は11～ 12clllの範囲に集中する。

杯蓋

ⅡA類 天丼部からなだらかに傾斜し、日縁部付近で急に傾斜角度を変え端部に至る。日縁端部は丸く作

る。天丼部の調整は中心から回転ヘラケズジを施すものと中心はヘラ切離しで天丼部と体部の境を中心に

回転ヘラケズリを施すものがある。胎土は精緻もしくは緻密で 2点のみやや粗いものがある。焼成は良好、

堅緻なもので主体を占め、 1点のみやや軟質なものがある。蓋でもつとも個体数が多い。 (27、 35、 43、 46、

73、 88、 89、 104、 128、 153)

ⅡB類 天丼部からなだらかに傾斜し、体部との境があいまいでその傾斜のまま口縁端部に至る。日縁端部

は丸く作る。天丼部の調整は中心より回転ヘラケズジを施す。焼成は堅緻で胎土は緻密である。 (75、 90)

ⅡC類 天丼部と体部の境が明瞭で、天丼部両端から角度をつけて口縁端部に至る。天丼部中心から回転

ヘラケズリを施す。口縁端部は丸く作る。胎土はやや粗いものと緻密なものがあり、焼成は堅緻である。

(5、  42、  44、  74、  76)

50

45

40

器

高 35

⌒ 30
Cm

25

20

ド

9  95 10 105 11 116 12 125 13 135 14 145 16

口径 (cm)
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不身

ⅡD類 底部から受部にかけての形態は ID類に類似 し、日縁部は内傾 しながら低く立ち上がるもの、ほ

ば垂直に立ち上がるもの、日縁基部は内傾 し傾斜を変えて立ち上が り口縁端部を細く仕上げるものがある。

底部調整は中心より回転ヘラケズリを施す。胎土は粗いものから緻密なものがあり、焼成も良好、堅緻な

ものと軟質なものが 2点のみある。 (31、 49、 50、 51、 77、 91、 154)

ⅡE類 底部から受部にかけての形態は IE類に類似 し、日縁部は、ⅡD類 と同じ3形態がある。底部調

整は、中心から回転ヘラケズジを施すものと底部と体部の境を回転ヘラケズリするものがある。胎土は緻

密で焼成は良好～堅緻である。 (40、 64、 78、 79、 80、 81)

Ⅲ類 Ⅱ類よりも矮小化が進んだ一群で、蓋の日径は12cm前後に集中し、杯身の口径は10.5～ Hcmの間に

集中する。

郭蓋

ⅢA類 天丼部から体部へかけての形態は IA類に類似 し、日縁端部は丸く作るものと内側端部を丸く突

出気味に作るものがある。天丼部の調整は中心から回転ヘラケズジを施すもの、天丼部のみ回転ヘラケズ

リを施すもの、ヘラ切離し後ナデを施すものの 3種がある。 (28、 29、 94、 97、 100、 121、 122、 146)

ⅢB類 天丼部～体部へかけての形態はⅡB類に類似 し、日縁端部は丸く作る。天丼部の調整は中心から

回転ヘラケズヅを施す。 (57)

郭身

ⅢE類 底部から受部にかけての形態はⅡE類に類似 し、日縁部は内傾 しながら低く立ち上がるものと口

縁基部は内傾 し傾斜を変え立ち上がるものの 2種ある。底部調整は中心から回転ヘラケズリを施す。 (30、

54、 55、 58、 101、 137)

ⅢF類 底部と体部の境が明瞭で立ち上がりがやや急傾斜で、日縁は内傾 しながら低く立ち上がる。底部

調整は中心より回転ヘラケズジを施す。 (98、 105、 ■6)

Ⅳ類 最も矮小化が進んだ一群で、蓋の日径は11.5cm以下、郭身の口径は9.5～ 10clll前後に集中し、本遺

跡では出上していないが、さらに小型のものもある。出土した蓋邦では、最も個体数が少ない。焼成は堅

緻なものが主体を占める。

郵蓋

ⅣA類 形態的な特徴はШA類の矮小化したもので、天丼部の調整はヘラ切離し後、雑なヘラケズリを施

三「。 (45、  143)

不身

ⅣD類 形態的な特徴はⅡD類が矮小化 したもので、日縁は内傾 しながら低く立ち上がるものとほぼ垂直

に立ち上がるものがある。底部調整はヘラ切離し後回転ヘラケズヅを施す。 (123、 124)

ⅣF類 形態的な特徴はⅢF類が矮小化したもので、底部と体部の境が明瞭である。日縁部は内傾 しなが

ら低く立ち上がるものと低く立ち上がり断面三角形を呈すものがある。底部調整は底部のみ回転ヘラ削り

を施すものと回転ヘラ切離しのものがある。 (96、 142、 164)

分類 してきた各類型を検討すると、 I類とⅡ類に関しては、地下式横穴墓内における副葬状況において

その前後関係が推測できる。 2号地下式、 3号地下式、 9号地下式玄室内から I類が出上しており、副葬

位置はすべて玄室奥壁側の埋葬空間である。特に 2号地下式については、前壁側の埋葬空間に■類の蓋不

が、 3号地下式についてはⅡ類、Ⅲ類蓋杯が副葬されており、初葬時の埋葬を奥壁側、追葬時に前壁側 と
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いつた玄室内の利用を前提とした

ら I類→Ⅱ類、Ⅲ類 といつた前後

関係を想定できる。 16に 関しては

例外で一段階古い型式である。Ⅱ

類とⅢ類に関しては遺構の出土状

況から前後関係を特定できる資料

はないが、当該期の須恵器編年研

究において指摘される日径、器高

の矮小化がみられ、さらにⅣ類ヘ

の変化を考えてⅡ類→Ⅲ類を想定

する。Ⅳ類に関しては17-2号地

下式横穴墓においてイ蓋Gがセッ

トになり副葬されていることから、

遺跡内出土蓋杯の最も新しい型式

と考えられる。また、ⅣF類にみ

られる底部が狭く、体部との境が

比較的明陳で受部までやや急傾斜

で立ち上がる形態は、 I類やⅡ類

には見られない新 しい要素である。

また周辺地域で出土している良

好な須恵器蓋邦の資料と比較する

と、 I類が常心原 5号地下式横穴

墓玄室内出上の蓋杯と対応 し、Ⅳ

類が酒元ノ上横穴墓群1号墓道 1-
1号墓出土遺物や常心原 4号地下

式横穴墓出土遺物の型式と対応す

る。常心原 5号地下式横穴墓は竪

坑を深 く掘削する本格的な地下式

横穴墓であり、堂ヶ島第 2遺跡の

地下式横穴墓群よりも古い形態を

呈す。一方、常心原 4号地下式横

穴墓は、地下式横穴墓の竪坑が横穴墓の影響を受け、墓道状に伸びた地下式横穴墓終末の様相を呈す遺構

である。以上のことから、 I類→Ⅱ類→Ⅲ類→Ⅳ類の編年試案を考えた。また、それぞれの類型を陶邑窯

跡群を中心とした編年に対応させると、16が例外でTK43型式まで遡 り、 I類がTK209型式古段階、Ⅱ類がT

K209型式新段階、Ⅲ類がTK217型式古段階、Ⅳ類がTK217型式新段階に対応するものと想定している。この

作業はあくまで遺跡内の資料を、日径の分布域を中心に分類し、変遷を考えているため検討が不充分な点

も多く、特にⅡ類とⅢ類の線引きにはさらに資料が充実した上で型式的な検討が必要である。また型式間

の存続幅などは考慮しておらず、今後の課題といえる。

Ｔ

　

４

I

ＴＫ

４

古

Ⅱ

ＴＫ

駆

新

Ⅲ

ＴＫ

獅

古

Ⅳ

ＴＫ

ヽ

新

Fig.111 堂ヶ嶋第 2遺跡出土須恵器編年試案
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第 3節.堂 ヶ嶋第 2遺跡 の地下式横穴墓 の構造

ここでは、今回、確認された地下式横穴墓を対象に閉塞方法、竪坑構造、屍床構造に着 目する。

まず、閉塞方法については、本遺跡内で確認 された閉塞法は羨門部に限定されたと思われ、竪坑に石蓋

などはかけられておらず、また、粘土塊なども検出されなかった。したがって、羨門部板閉塞ないしは羨

門部川原石閉塞である。羨門部板閉塞のものに関しては、板を羨門に立て掛けたのみのタイプと竪坑羨門

側に幅20cm程の横方向の溝を掘削し、板をはめ込んだ痕跡が遺存しているタイプもある。板を立て掛けた

のみの閉塞は、 1・ 3～ 5'8・ 10。 11・ 13・ 14・ 16。 17-2,17-3で ある。また、板をはめ込む溝を掘削したタイ

プは 2・ 6'7。 9。 171・ 17-4号である。羨門部川原石閉塞に関しては、羨門を石で塞いでいるタイプ (2・

12・ 15・ 1作 1・ 18号)が基本であり、竪坑に閉塞石が散らばつているようなものは確認できなかつた。

溝をもつタイプともたないタイプの差異は、羨門部傾斜角に左右される可能性を予想 したが、結果とし

てはこれに起因しているようではなく、時期差でもない。また、上記したように板閉塞転倒を避ける目的

で横木を渡 し、板押さえを行った可能性のあるものもある。但し、これらが確実に板押さえとして使用さ

れたかどうかは更なる検討を要する必要がある。また、死者再生を恐れ頑丈に閉塞を行った可能性も示唆

される。

次に石閉塞を行っているものは、板閉塞の痕跡を残すものが 2・ 17-1号である。これは、追葬時に板閉

塞から石閉塞へと閉塞法を変更したものとみられる。石閉塞への変更の理由は明らかにできないが、可能

性として簡易に板を取り除けば追葬ができる板閉塞から密閉感を高めた石閉塞へ移行することは、最終埋

葬時の封印的な意味合いも想定できるのではなかろうか。

次に、竪坑の構造について述べる。竪坑は今回、竪坑傾斜角 (Fig。 7参照)と い うものを設定し、竪坑の

深さと長さの相関関係を求めた。一般的に地下式横穴墓とされる竪坑は、四壁ともほぼ直に立つ。今回の

調査で確認された中には、降口側がかなり倒れてお り、竪坑自体が長大なタイプや17号地下式横穴墓のよ

うに竪坑が6.36mと 長く、竪坑というよりも墓道 といった方が望ましいタイプもある。これらは竪坑墓道

化型地下式横穴墓 (3・ 4・ 8。 10・ H。 12・ 17・ 18)と 名付けたい。竪坑墓道化型地下式横穴墓の17号は、西都

原台地上に所在する地下式横穴墓と横穴墓の折哀型 とされる酒元ノ上横穴墓が大変似通つた形状であるが、

斜面に穿たれる横穴墓と地下に穿たれる地下式横穴墓と言 う定義から考えると両者には形式差がある。

竪坑傾斜角を墳丘に寄生している地下式横穴墓以外でみていくと、TK209型式併行期から竪坑が長くなっ

ていくタイプが出現する。したがつて、本遺跡の地下式横穴墓はかなり短期間に竪坑の形状のみでも様々

なバ ジエーションが存在 していたようである。そこで、長大な堅坑へと変化していく課程が時期差として

捉えられるかを検証する。地下式横穴墓は追葬されるものと初葬のみで使用が終了するものがあることか

ら初葬時と最終埋葬時の 2時期を各地下式横穴墓から抽出し検討を行 う(Tab.6。 7参照)。 築造時期=初

葬時として抽出し分析した場合、竪坑傾斜角は古い時期の方が立ち、新しい時期の方が倒れる傾向にある

ことが分かる。逆に、使用終了時期=最終埋葬時として抽出し分析した場合は、各地下式横穴墓の竪坑傾

斜角は混在 してしまい差が現れない。このことから、竪坑は短いタイプ。長いタイプのいずれを採用する

かは築造時には既に決定していた可能性が高い。これに関しては、竪坑墓道化型地下式横穴墓とした地下

式横穴墓の竪坑プランをみるに追葬時拡張を行った痕跡が明らかにできないことからも予想される。確か

に拡張時に、元のプランを意識 して床面や側壁に段が付かないような掘削は可能かもしれないが、そのよ

うな必要Jl■はないと思う。例えば、 5号は追葬時に竪坑部を拡張したと思われるが明確な段差が認められる。

9号は 9・ 10号竪坑とした長大な竪坑主軸に対 して直角に交わり、羨門手前に1.8× 1.8m程の不整形で
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深 さが20cm程の窪みがあり、玄室内の遺物もTK209型式古段階併行期であることから、単独で掘削されて

いた竪坑が10号を構築する際に改変されたと思われる。また、 9号の右側壁羨門側から出上した遺物は、

10号の遺物より1段階新 しく、この埋葬時にはこの長大な竪坑を共有していたと思われる。また、17号に

関しては、玄室内の遺物をみるとTK217型 式新段階に比定されるが、

玄室内がかなり荒らされていること、また、羨門部から土器片や

鉄鏃・刀子などの鉄製品が出上したことから、玄室内の掻き出しが

行われている可能性が高い。 したがって、17-1号の築造年代はTK

217型式新段階を遡る可能性もある。17号の竪坑には左側壁側に17-

2・ 173号が、右側壁側には17-4号が築造されている。これら地

下式横穴墓の時期はTK217型式新段階に比定され、17-1号を遡ら

ない。171号 と17-2～ 4号の関係については理解に苦しむが、

玄室内に埋葬されていた被葬者を追葬時に出し、これら小規模な

地下式横穴墓に改葬 したか、171号に埋葬された人物の子供など

を埋葬 した小児墓的なものであろうと思われる。但 し、これに関

しては今回の調査では明らかにできなかった。

次に屍床構造についてであるが、屍床はまず丁寧に川原石を敷

いたタイプと雑に川原石を敷いたタイプ、また、屍床をもたない

3タ イプに大別できる。その中で、玄室羨門側に大きめの川原石

を横 1列ないしは玄室側に弧を描 くように配し、それと玄室の中

を小振 りの川原石で充填する区画型 (2～ 4・ 9・ 13・ 15・ 16号 )、 羨門側に列状に並べる列石型 (1号 )、 中央

部のみに屍床を設ける部分型 (10・ 14・ 17)、 無屍床型 (5～ 7・ 11,12・ 18号)ど に細別できる。また、区画型

の中でも小振りな川原石の代わりに縄文時代の集石遺構の石を転用した転用型 (8号)な どもある。

屍床が丁寧に敷かれたタイプは使用時期が短期間で、雑なものは複数の時期に跨るようである。つまり、

時期的な差異ではなく、追葬時の掻き出しや片付けを行 うことにより、玄室内が荒らされたと解釈できる。

地下式横穴墓の竪坑は、埋葬の度に埋め戻されたと考えるのが、今までの通例であつた。今回、竪坑

墓道化型やそれ以外のタイプの竪坑を半裁し土層堆積状況を検討した結果、追葬痕跡を明らかにできたも

のは 5号地下式横穴墓のみである。但し、4号地下式横穴墓の上層を観察すると竪坑埋土は流込みの可能

性が高い。その理由としては、降口側から羨門に向かい流込みが確認されること、また、埋土の上質が他

の地下式横穴墓と異なリブロック(上塊)な どをあまり含まず、粒子が細かいことなどがあげられる。そう

考えると竪坑は最終埋葬時には埋め戻される場合が多いが、竪坑が長大なものに関しては板閉塞を行い封

がなされている程度であり、竪坑は開け放たれていたものも存在していたと予想される。墳丘に寄生する

地下式横穴墓は周溝を墓道として利用 した可能性が高く、各地下式横穴墓竪坑の埋土を観察しても周溝床

面の高さまでは、アカホヤブロックやアカホヤ下層黒褐色ブロックが含まれた土で埋め戻されていること

が予想されるが、上層になるに連れ周溝に自然堆積 した流土で覆われていることが分かる。特に、16号に

関しては、周溝の床面が竪坑東側になると竪坑の床面と同一レベルになることから、西側から東側にかけ

て周溝にスロープを付けるような状態で埋め戻されている可能性が高い。また、17号については、6.36m

の長大な竪坑を埋め戻す労力を考慮しても、開け放たれた状態であったと思われる。17号の竪坑は羨門部

から約 2～3.8mで人為的に埋め戻された痕跡も確認されるが、全体的にはレンズ状堆積をなす。

TK209F写 TK209嘉汗 TK217ゼ TK217来

2号
9号
3号
1号

4号

8号
7号
12号

10テ許

勒 角

Tab.7 地下式横穴墓初葬時と竪坑傾斜角

TK209τ ! TK209翔T TK217ゼ子 TK217昇垢

2号
9号
3号
1弓予

4号
8号
7号
12号

10号

勘 角

Tab.8 地下        と堅坑随
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第 4節。地下式横穴墓の変遷課程 と終焉

ここでは、先学の研究で行われてきた地下式横穴墓の変遷課程について考察し、地下式横穴墓の終焉に

ついて考えてみたい。

地下式横穴墓は現在までに数多く言及され

てきた。その中で地下式横穴墓の誕生は、え

びの市辺 りの宮崎県でも内陸部に4世紀末か

ら5世紀初頭に誕生 した横 口土墳墓が祖型だ

とされる。 これは、玄室内に土器供献が行わ

れていないことから鉄鏃や周辺から出土した

土器型式をもとに時期比定が行われた。 これ

に続くタイプは、正方形プランの高田原 1号

や西都原 4号・六野原8。 10・ 34号・下北方 5号な

どが位置するであろう。高田原 1号は玄室内

にTK208型式併行期を遡る可能性もあるハノウ

が副葬されていた。また、西都原 4号・六野原

8。 10。 34号・下北方 5号は妻入 り長方形プラン

有屍床タイプで玄室長が 5mを越える規模を

有 している。 これに続 くタイプは、本庄地下

式横穴墓群 10。 14・ 33号地下式横穴墓 (旧宗仙寺

8。 12・ 地蔵寺 1号)等の玄室平面形が縦長隅丸

三角形プランが予想 される。これらには、容

器供献が認められないことから築造及び使用

年代は詳細にできないが、 5世紀後半頃に比

定される。 6世紀代になると平入 りの平面形

/

べと変化し、玄室は平入 り長方形プラン・隅丸長方形プラン・精円形

プラン・不正形楕円形プランなどが誕生する。中でも古いタイプは、

隅が角張つた長方形に近いとされる。また、 6世紀も終末になると、

墳丘中には埋葬されない上位階層の墓から家族墓へと変化 し、その

結果、大量生産ともいうべき爆発的な増築が始まる。玄室平面形や

竪坑の構築技法は頻雑化され、玄室平面プランは精円形や歪な楕円

形、竪坑は方形ないしは長方形プランで深さも深く丁寧に築かれて

いたものから浅く歪な形状の簡易なものへと変化する。

今回、堂ヶ鳴第 2遺跡で確認された地下式横穴墓は、 6世紀末か

ら7世紀中頃の短期間に竪坑の意味が、「被葬者を玄室内へ入れる

ために上から下に降ろす坑」から「追葬を行 うにあたり墓前祭祀・追

善供養などを行 う道」へと変化していく過程を示す。生目地下式横穴墓群 (宮崎市)や崩先地下式横穴墓群

(日 南市)な どは竪坑が短く、旧来の形状のまま終焉を迎える例と推定され、横穴式石室や横穴墓の墓道の

影響を大きくうけた地域が現在、地下式横穴墓の北限である県央の西都・児湯地域周辺であったと思われ

4号地下式
910号地下式

0         2m

―
Fig.112 堂ヶ嶋第 2遺跡地下式横穴墓変遷推定図

NO 平面プラン 勃 卿 角 勘 角

2号 隅丸長方形

9号 隅丸長方形

5号 隅丸長方形

8号 隅丸長方形

7号 隅丸長方形

3号 隅丸長方形

1号 楕円形

4号 楕円形

6号 楕円形

12号 楕円形

11号 楕円形

18号 精円形

10号 精円形

Tab 9 地下式横穴墓平面プランと堅坑傾斜角

2号地下式
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る。 したがつて、 6世紀末から7世紀初頭の時期に豊前・豊後地域からの影響を受けたであろう地下式横

穴墓の横穴墓化と在地型の地下式横穴墓を踏襲する地域が存在したと思われる。

このような過程を経て古墳築造が終焉を迎え、地下式横穴墓の造営も終焉を迎えたのであろう。
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3.1号地下式墓寄生型消失円墳掘削状況
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4.1号 地下式墓寄生型消失円墳完掘状況



5,1号地下式墓寄生型消失円墳 (検 出状況)
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PL 4

13。 1号消失円墳検出状況 14,1号消失円墳検出状況
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1号消失円墳検出状況 16.1号消失円墳掘削状況
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1号消失円墳遺物出土状況17.1号消失円墳遺物出土状況

20。 1号消失円墳周溝西側土層断面19.1号消失円墳周溝南側土層断面



21。 1号地下式横穴墓玄室上検出状況
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22.1号地下式横穴墓竪坑半裁状況

24.1号地下式横穴墓完掘状況

25。 1号地下式横穴墓遺物出土状況 26.1号地下式横穴墓遺物出土状況
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27.2号地下式横穴墓竪坑半裁状況 28.2号地下式横穴墓閉塞状況
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30。 2号地下式横穴墓竪坑完掘状況

31.2号地下式横穴墓 (羨門から玄室を望む)
32.3号地下式横穴墓竪坑半裁状況

33.3号地下式横穴墓竪坑半裁状況 34.3号地下式横穴墓完掘状況
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35.3号地下式横穴墓遺物出土状況 36.3号地下式横穴墓遺物出土状況

37.3号地下式横穴墓 (堅坑から玄室を望む) 38.3号地下式横穴墓 (羨 門から玄室を望む)
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4号地下式横穴墓竪坑半裁状況
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4号地下式横穴墓堅坑遺物出土状況40.
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4号地下式横穴墓竪坑土層断面 42.4号地下式横穴墓堅坑完掘状況

43.4号地下式横穴墓遺物出土状況 (右側壁側) 44.4号地下式横穴墓遺物出土状況 (中央 )

45.4号地下式横穴墓遺物出土状況 (左側壁側 )
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46.5号地下式横穴墓竪坑半裁状況 47.5号地下式横穴墓堅坑完掘状況

49.5号地下式横穴墓撃痕跡 (右側壁側 )

50.5号地下式横穴墓撃痕跡 (左側壁側 ) 51.5号地下式横穴墓墾痕跡 (左側壁側)

53.6号地下式横穴墓半裁状況52.6号地下式横穴墓半裁状況
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54.6号地下式横穴墓完掘状況 55.6号地下式横穴墓遺物出土状況

56.7号地下式横穴墓遺物出土状況 57.7号地下式横穴墓遺物出土状況

58.7号地下式横穴墓遺物出土状況 (右側壁側) 59,7号地下式横穴墓完掘状況
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61.8号地下式横穴墓堅坑土層断面60.8号地下式横穴墓検出状況
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66.8号地下式横穴墓完掘状況
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68.9・ 10号地下式横穴墓全景

69.9号地下式横穴墓玄室内状況 (左側壁側)

9号地下式横穴墓全景

70,9号地下式横穴墓玄室内状況 (右側壁側)

73.10号地下式横穴墓全景72.10号地下式横穴墓玄室内状況 (右側壁側)
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75,11号地下式横穴墓全景
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77.12号地下式横穴墓閉塞状況

79.12号地下式横穴墓閉塞状況
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78。 12号地下式横穴墓閉塞状況 80。 12号地下式横穴墓玄室内状況



PL.14

82,12号地下式横穴墓完掘状況

83.13号地下式横穴墓堅坑掘削状況
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87.13号地下式横穴墓玄室内状況(左側壁側)

84.13号地下式横穴墓竪坑半裁状況

85,13号地下式横穴墓全景 86.13号地下式横穴墓 (羨門から玄室を望む)

88. 13
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90.14号地下式横穴墓竪坑半裁状況89.14号地下式横穴墓竪坑掘削状況

91.14号地下式横穴墓竪坑完掘状況 92.14号地下式横穴墓粘土層半裁状況
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98,14号地下式横穴墓 (羨門から玄室を望む)
94.14号地下式横穴墓玄室内状況

96.15号地下式横穴墓竪坑土層断面95.15号地下式横穴墓検出状況



97.15号地下式横穴墓閉塞状況 98。 15号地下式横穴墓閉塞表面除去後

99。 15号地下式横穴墓完掘状況 100,15号地下式横穴墓玄室内状況

101。 16号地下式横穴墓検出状況 102.16号地下式横穴墓堅坑土層断面

103.16号地下式横穴墓竪坑全景 104.16号地下式横穴墓(羨門から玄室を望む)



105。 17号地下式横穴墓検出状況
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106.17号地下式横穴墓竪坑半裁状況

17号地下式横穴墓竪坑土層断面

109.17号地下式横穴墓堅坑完掘状況 110。 17号地下式横穴墓閉塞状況

111.17号地下式横穴墓閉塞状況 112.17号地下式横六墓閉塞基底石検出状況
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113.17号地下式横穴墓 (竪坑から羨門を望む) 114.17号地下式横穴墓(玄室側から竪坑を望む)

116.17-1号地下式横穴墓玄室内状況

115。 17号地下式横穴墓全景
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120.18号地下式横穴墓半裁状況
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119,17-4号地下式横穴墓(堅坑から玄室を望む)118,17-3号地下式横穴墓(堅坑から玄室を望む)
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122.18号地下式横穴墓閉塞状況
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121.18号地下式横穴墓閉塞状況 124.18号地下式横穴墓遺物出土状況
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126.1号土墳墓半裁状況

127.1号土墳墓遺物出土状況
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1号土墳墓半裁状況

128.1号土墳墓完掘状況

130.2号土墳墓 (馬埋葬土墳)遺物出土状況



131.3号土墳墓遺物出土状況
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132,4号土墳墓遺物出土状況

133,1号住居跡検出状況 134.1号住居跡遺物出土状況

135.1号住居跡土層断面 186.2号住居跡全景

137.3号住居跡遺物出土状況 138.3号住居跡土層断面
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139。 4・ 5号住居跡検出状況 140,4・ 5号住居跡掘削状況

141.4・ 5号住居跡掘削状況 142.6号住居跡掘削状況

143.2Aグ リッド合わせ甕出土状況

144.2Aグリッド合わせ甕上部破片除去後

145,2Aグ リッド合わせ甕上部破片除去後
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※遺物のスケールは、指示以外は1/3
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X=-9824500

;

X=-9834500

Y=37675.00

;

Y=37740.00

2001.11.14

;

2002.07.21

3,000

調 査 原 因 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

妻北土地区画

整理事業に伴

う発掘調査

墳墓

生活遺構

縄文～近世 集石遺構

竪穴式住居

地下式墓寄生型円墳

消失円墳

地下式横穴墓

土墳墓

弥生土器

石器

土師器

須恵器

鉄製品

耳環 等

|
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